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国 各 輪

設 計 か ら 企 画 吋 カ プ ロ セ ス

官 公1干 に お け る 現 行 の 企 画 監 澄 十 方 式

兵 庫 県 に お け る 企 画 会 蛾 方 式一 委 員 会 に つ い て

公ｂｦｉｴ主雫ヲコ標準発注方式と匠ｾ也舷唐十

開 発 プ ロ ジ ェ ク ト と 統 合 組 織ー そ の 基 本 的 考 え 方 に つ い て

地 勾 蹄 圭 済 の 展 開 に 対 応 す る 開 発 方 式
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ます同じ建て坪なら

事 務 所 ・工 場 -fTIti [ など 、 中 711構 造 物 の 建 築 を ご 計 画 中 な ら 、 ぜ ひ 、 住 友 の プ レ ハ ブ

骨 組 〈 ス ミ フ レ ー ム V } を ご 利 用 く だ さ い 。 中 村 ミ が 不 要 で 、 問 11 、同 内 ス ペ ー ス が

広くとれ、同じ建てよ、lL なら、まず、1f T くやらいに活用てやき、合理的です。強靭で耐久性

に 富 み 、 建 築 も 簡 単 。 360柄 以 上 の 標 準 設 計 を 用 意 し て い ま す 。

住 友 の プ レ ハ ブ 骨 組

E， 
. 佳 友 会 居

住 友 金 属 工 業 株 式 会 社



4 タカラの名古屋工場と名古屋城その他の

見学会

( 共催 日本建築協会・同東海支部)

今回は特に東海地方会員のご診加を歓迎し ます。

去る 4 月15日( 木) 午後にはタカラのス テンレス流し台を生産してい

る日本エナメル岡大阪本社工場を見学しましたが，今回は名古屋工場へ

参り，ホーロ 一流し台の製造状況を見学したあとタカラのど案内により

特別史跡の名古屋城や徳川美術館の宝物や重文を参観いたします。つい

てはタカラよりパス・ 昼食その他のど提供をうける ζ とになりました。

日 時 6 月 5 日 ( 土) 10.40 ( 集合〉→16.40 ( 解散〕

集合場所 新幹線「名古屋駅J 1 階ホ ール・グラスモザイク壁前・目標会旗

〔参考〕自由行動( 運賃は各自負担〉

往 9. 15 新大阪発乙だま 120号→10.36 名古屋着( 送賃￥1，500)

又は 8. 00 近鉄なんば発特急→10. 16 11 ( 1 1 ￥1. 0ω)  

復 16.57 名古屋発，乙だま 149号→18. 20新 大 阪 着 ( 11 ￥1 . 反則

又は 17. 00近鉄名古屋発特急→19. 31 上 本 町 着 ( 11 ￥ 1，0ω)  

行 程 10.50 名古屋 駅 発 貸 切 パ ス 東 区 矢 田 町2- 53

日本エナメル側名古屋工場へ

11. 20← 13. 30 同工場見学 ・昼食 ( T E  L  ( 052) 72ト2321)

13.40→ 14. 30 東区徳川町2- 27 徳川美術館参観

14.50→ 16. 20 中区本丸 1 名古屋城参観

16.40 新幹線名古屋駅着 ・解散

定 員 30名

申 込 往復はがきに限ります。はがきは 1枚に 1名限りとし，氏名

・勤務先名および所在地 ・役職名 ・連絡電話番号 ・返信用宛

名 ・郵便番号を記入の上 5 月23日( 日) までに事業課へ。ただ

し定員を超過したときは拍せん ICて決定し，ど通知いたしま

す。本見学会は日本エナメ J レ株式会社のど厚意とど歓待をう

けて催す乙とになりました。ついては同業の方は申込をうけ

ても参加をど遠慮願う乙とがありますから，あらかじめど了

承おき下さい 。

4 大阪ガストレーニングセンターの見学会

日 時 6月11 日( 金) 15.∞〈集合〉→ 17.∞( 解散)

集合場所 大阪市西区千代崎町 3 丁目 5 ー l 岩崎構内

大阪瓦斯株式会社トレ ーニ ングセンタ 一正面玄関 ・目標会旗

( T  E  L  582- D476 ・0477)

〔参考〕国鉄環状線「大正駅」下車，北 IC向って約4∞ m ・又は

市パスの「大正橋」下車，北IC向って約100m

( 岩崎のガスタンクが見える。〉

トレ ーニングセンタ ーの概要

トレ ーニ ングセンターはサ ービスチェーン ，工事会社なとガスグル

ープの従業員全員が日常業務を行う上で必要な知識 ・技能を練摩す

る場として設立されたものです。優秀なガスマン ・誇りある職業人

になるために基礎 ・資格 ・専門の 3 つのコ ースに分けて完備した視

聴覚設備 ・各種実習設備があり ，実習を中心とした実践的の訓練が

行われていますので，大阪瓦斯株式会社のご厚意により見学させて

いただく乙とになります。

日 本 建 築 協 会 会 告一一一一一

建物の概要

建 築 位 置 大阪市西区千代崎町 3 丁目

工 事 期 間 起 工 昭 和43年 l 月23日

峻 工 昭 和43年 9 月25日

敷 地 面 積 13，おOnf (4，0ω 坪)

本 館 鉄筋コンクリ ー ト3 階建 ・塔屋 2 階

建築面積 2， 570 nf (  780坪〉

延 面 積 7，780 rrl (2， 350坪〕

特需実習場 鉄骨平家建

建築面積 Bωrrl  (  260坪)

延 面 積 930nf  (  280坪〕

工場実習場 鉄骨平家建

建築面積 8ωrrl  (  2ω 坪〕

延 面 積 1，α)()nf (  3∞坪)

設備機器実習場 ・溶 接 実 習 場 鉄 骨 平 家 建

建築面積 1，1ωnf  (  351坪)

延 面 積 1，500rrl  (  454坪)

定 員 日名

申 込 往復はがきに限ります。はがきは l 枚に l 名限りとし，氏名

- 勤務先名および所在地 ・役職名 ・連絡電話番号 ・返信用宛

名 ・郵便番号を記入の上 5 月29 日( 土) までに事業課へ。た

だし定員を超過したときは抽せんにて決定し，ど通知いたし

ます。

4 日本ハウジング堺工場の見学会

日 時 6 月18日( 金) 14. 30 ( 集合) →16. 30 ( 解散〉

集会場所 南海電車「堺駅」南出口前( 海側) ・目標会旗

〔参考〕自由行動( 運賃各自負担 ・電車賃難波より往復140円)

14. 15 難波発羽倉崎行急行乗車→14. 25堺着下車

見 学 14. 40 堺 駅 発 徒 歩 約15分

15. 00 工場着見学→16.30現地にて解散

会社 ・堺工場の概要

会社事務所 大阪市東区北久太郎町4- 6 8 - 3 伊藤忠ビソレ13階

( T E L  (06)  251- 9129)  

堺 工 場 堺 市 戎 島 町 5 丁4 3 - 1 ( T E  L  ( 0722)  21- 4345- 6) 

日本ハウジング株式会社は竹中工務庖 ・近畿コンクリ ー ト工業 ・

関電産業の 3 社で住宅生産を工場化し，安くて住みよいゆたかな

住宅の提供を目的として，昭和44年 8 月 1 日Iζ 設立されました。

会社では中高層住宅の建設に必要なプレキャストコンクリ ー ト版

の製造販売および，住宅建設全般の業務を担当されています。

堺工場ーでは企画一計画一設計一施工につながるシステムの効果的

運営，優秀な製造技術，高度な機械設備によって「均質製品の量

産」が実施されています。今回会社のと厚意により堺工場を見学

させていただきます。

定 員 40名

申 込 往復はがきに限ります。はがきは l 枚に l 名限りとし，氏名

・勤務先名および所在地 ・役職 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・

郵便番号を記入の上6 月5 日( 土) までに事業課へ。ただし定

員を超過したときは拙せん lζ て決定し，ど通知いたします。

l  



一 一 一 一 日 本 建 築 協 会 会 告

4 阪急南茨木ハイタウン く美沢高層分譲住

宅〉の建設工事見学会

日 時 6 月25 日( 金) 14. 30  ( 集合) → 16. 30 ( 解散〉

集合場所 阪急電車南茨木駅 2 階出口前 ・目標会旗

〔参考〕自由行動( 運賃は各自負担)

片道 阪急…・・60円( 侮回より〉 ・地下鉄 .... .90円( 北浜より〉

14.02 阪急梅田発京都行急行乗車 ・淡路で普通に乗替え→

14. 22 南茨木着下車，または

13. 57 地下鉄堺筋線北浜発高槻行乗車→14. 22 南茨木着下車

見 学 14. 30 南茨木駅発徒歩 6 分→ハイタウンの集会所へ

14.40→16. 30 工事中の D . E 棟を見学して現地解散

〔連絡電話 ・竹中工務庖作業所 (0276) 23- 2945)  

定 員 50名

申 込 往復はがき iζ 限ります。はがきは l 枚に 1; 名限 りとし ，氏名

・勤務先名および所在地 ・役職 ・迷絡屯話番号 ・返信用宛名

・郵便番号を記入して 6 月12日( 土) までに事業課へ。ただ

し定員を趨過した ときは抽せん lζ て決定し ，ご通知します。

高層住宅新築工事概要

所 在 地 茨木市美沢町80

施 主 京都神急行電鉄株式会社

東 海 支 部 川川川' 川山" 川川川川" 川川" 川" 川川" 川" 川川川川川川山" 川川川川“ 川" 川"

違反建築を追放することを建築関係 6 団体で申し合わせた

去る 2 月17自に建築関係 6 団体が集まって，従来ザノレ法といわれた建

築基準法を民間ベ ースによる自主規制のもとに ，私たちの手で違反建築

を追放しよう という申し合わせが行われた。

当協会もその 6 団体のうちの l 人であるが，今回の機会をのがしたら

再び建築基準法の正常なる運営はできないという見通しのも とに，正直

者が損をしないように ，また外部からの圧力 に屈しないように しようと

宣言 し， 実行しようというねらいであるが，6 団体に関係のない人達の

範囲について心配もあり ，行政御当局の御協力をいただいて是非実行し

たいとして ，6 団体の長が 2 月24日県の建築総長lζ 協力を要請 し， 主旨

は大賛成であるとのお言葉をいただいた。

その内容は次の通りである。

愛知県建築行政推進団体協議会

要 綱

1. 目 的

乙の会は ，建築基準法，都市計画法における開発行為および宅地造成

等規制等の適法な実施 が行われる 乙と を期するため ，民間ベ ースによる

自主規制により ，建築行政に協力し， 県民の生命 と健康および財産の保

護を図りもって広く社会 IL貢献する乙とを目的とする。

2. 名 称

乙の会を，愛知県建築行政推進団体協議会( 以下協議会という) と称

す。

3. 事 務 所

乙の会の事務所は名古屋市内 IL 置く。

4. 支 部

乙の会 IL支部を置く ζ とができる。支部 1r : 関する規定は別 IC 乙れを定

2  

監理 ・経営

設計 ・施工

構造 ・規模

高 さ

外 装

見学時状況

阪急定率土地経営部

株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

鉄骨鉄筋 コンク リー ト造 ( I ・C ・S 工法)

11 階建，塔 屋 付 各 棟 l∞戸宛

-'- 30.5 m 

ピニ ロック吹付・

A ・B ・C 3 . ! mは完成入居ずみ

D . ! mは内部仕上中 ・E 棟は鉄骨建方を終 り， 床壁

P C版組立中

O第 1; 期工事・・・… A . B 2 .!m 

敷地面積 4，263. 35rrf ( 1，289.66坪)

建築面積 853.43nf (  258.16坪)

延 面 積 9，517. lOnf (2，878.90坪〉

工 期 44.4. 15→45. 2. 28 10. 5ヶ月

O第 2期工事 C . D  2練

敷地面積 3，750. 49rrf ( 1， 134. 52坪〉

建築面積 933. 34rrf (  282. 33坪)

延 面 積 1， 037. 87rrf (3，137. 14坪)

工 期 45.5. 1→46. 3. 31  10. 5ヶ月

0 第 3 期工事 E  1  ｴ 来Ｈ建築規模は￞ｬｾ 2 期 IL 同じ)

工 期 46. 2. 20→46. 12. 31 10ヶ月余

める。

5. 事 業

(1) 建築行政協力に対する P R

a. 違反追放宣言

b . 地区規制内容の標識設置

C . 違反防止キャ ンペ ーン

d . 特別企画による展覧会の開催

(2) 違反予防

a. 行政協力連絡員を設置 し， 適法措置がとられるよう協議会と建

2走行為者 との連絡調整にあたる。

b. 行政指導員を設置 し，建築物等の質の向上を図るため建築行為

者の相談指導にあたる。

(3) そ の 他

乙の会の目的を達成するに必要な事業

6.  協議会の構成

乙の会の構成員は次のとおりとする

社団法人 B 本悠築学会東海支部

11 

〆'1

11 

日本建築家協会東海支部

日本建築協会東海支部

愛知県建設業協会

財団法人 東海建築文化 センタ ー

その他協議会において承認を得た団体

7. 建築行政連絡会議の述けい

建築行政機関 !とより設置される述絡会議 と速けいを とり，建築行政推

進協議会を設置し ，円滑な行政推進を期する。 以 上

.除

Y  



4 定時評議員会決議お知らせ

昭和46年 3 月29日開催の定時評議員会に おきまして，下記のとおり夫

々承認可決されましたので， ζ と 1<::: 会告いたします。

1. 議長 ・副議長の選任

議 長 小 川 正 氏 ( 竹 中 工 務 応 )

副 議 長 星 広 文 氏 ( 平 和 建 設 )

2. 役 員 の 選 任

会長 ，副会長 2 名，理事20名，72・務理事 l 名が選任されました。

昭和46年度理事氏名

新 ( 重〉 任 留 任

JJ! 股

松 村 雄 吉氏( 絞 村 組) 機尾 義実氏 ( 京事事大学工学部)

副会長

福 田 朝 生氏( 存腰述量日義)

井上 j晃氏( 大阪建築事君事所〕 岡橋作太郎氏( 目 建 設 計〕

岩 下 久 哉氏{ 鹿 島 建 設 ) 北 垣 智 造氏( 大阪市建築部〉

奥 島 正一 氏( 大阪大学工学部〉 宮 脇 和 正氏( 大阪府建築部〕

小林 清氏( 新 住 宅 社〉 佐野 正一氏( 安井建築級計事君事所〕

理 事

谷 口 尚 武氏( 大 林 組) 鳥 田 家 弘氏( 神戸大学工学部〉

( 技術)
寺 田 徳 重氏( 大成 JJ! 設〉西崎徳太郎 氏( 大阪建築事務所)

西 国 康 治氏( 日本住宅公団)

堀 内 三 郎氏(京都大学工学邸)

山田 義行氏( 竹中工務庖〉

大 体 芳 郎氏【大 体 組)1戸浅沼猪之者民 情 泊 組)

白 井 周 二氏 ( 清 水 建 股 〉 池 藤 一氏( 鴻 池 組〉

州 銭 高 輝 之氏〈銭 高 組)

竹中 鎌一氏( 竹中工事華即;

宮武伊三郎氏( 建設業協会) '

今 元 康 彦氏( 近青島電気エ事〉 小 林 四 郎氏( 太陽工藤工事〉

('l U気〉

山本 憲三氏 ( ヤ マ ト 電 気 )

( 管工〕

尾亀清四郎氏( 三 晃 空 調炉 義夫氏 ( 斎 藤 省 三 日 )

清水 愛明氏 ( 清 水 工 業 所 )

( 建材〉

井上 i争夫氏( 井上浄夫両底) 問中 政二氏( 大島応用化学工業〉

安 田 誠 一氏( 安 回 側)

阿 佐 藤 四 郎氏( 大 仏〉

( 兵庫) I山 田 勝 成氏( 兵隊! l i t :g d  ｾ ｾＡＩ ｉ＠

常務理事|福中定三郎氏( 協会事境局長〉

日 本 建 築 協 会 会 告 一 一 一 一 一

4 昭和46--- 7 年度支部選出評議員の選任

各支部選出の新評議員 lζ 下記の方々が当選せるれました。

(京 都)

鈴 木 党 也 氏 ( 大 朝 紐 社 長)

小 滝 慶 太 郎 氏 ( む; 士氾気工業社長〉

(兵 庫〉

佐 川 俊 吉 氏 ( 創 建 設 計 事 務 所 〉

宮 川 吉 夫氏 ( 兵庫県営繕課係長〉

森 岡 武 夫 氏 ( 神戸市都市整備公社〉

(和歌山〉

児 島 政 信 氏 ( 児 島 建 築 事 務 所 〉

北 野 誠 造 氏 ( 工 和 建 設 社 長 〉

( 中 国〉

清 田 幸 夫 氏 ( 浴 田 工 務 底 社 長 )

野 村 香 随 氏 ( 野村建築設計事務所〉

4 近畿建築会館建設資金借入金の

一部償還当選お知らせ

先年会館設置に際し ，建設資金として借用いたしましたものに就て，

乙れの一部償還の抽せんを 3 月29日定時評議員会席上において執り行な

いましたと ζ ろ，下記のとおり償還が決定いたしましたのでお知らせ申

し上げます。尚償還金のお支払は 6 月 1 日より行ないます。

記

附 石 田 建 材 庖 殴 1  O. 0  0  0 円

附 奥 村 重 兵 衛 商 庖 殿 5  0， 0  0  0 円

岡 清 水 工 業 所 殿 2  0， 0  0  0 円

田中工業附大阪出張所 殿 1  0， 0  0  0 円

田 中 照 雄 殿 5  0， 0  0  0 円

田 村 商 会 殿 3  0， 0  0  0 円

附 大 末 組 殿 2  0， 0  0  0 円

観 音 建 設 附殿 2  0， 0  0  0 円

第 一 工 業 側 大 阪 支 庖 殿 5  0， 0  0  0 円

広 瀬 鋼 材 産 業 附 殿 2  0， 0  0  0 円

嗣 福 井 外 吉 商 庖 殿 3  0， 0  0  0 円

側 福 川 組殿 5， 0  0  0 円

万 年 ス レ ー ト ( 閥股 5  0， 0  0  0 円

三 菱 電 機 側 大 阪 出 張 所 殿 7  0， 0  0  0 円

三 舟 窯 業 大 阪 営 業 所 殿 3  0， 0  0  0 円

浪 速 建 材 工 業 側 殿 5  0， 0  0  0 円

岡 山 田 組 殿 5， 0  0  0 円

計 5 2  0， 0  0  0 円

3  



一 一 一 日 本 建 築 協 会 会 告

4 日本建築協会昭和46年度収支予算 一一去る 3 月29日開催の定時評議員会において承認されました。一

一 般 勘 定
収 入 の 部 支 出 の 部

科 目 費 目 金 額 科 目 資 目 金 額

正 会 員 15，900，000円 雑 誌 費 22，170，000円

方 会 員 720，000 ， 
講 演 講 習 会 費 2，670，000 

会 費 収 体 会 員 8，000，000 集 会 資 2，850，000 

会 員 1，260，000 図 書 出 版 費 14，550，000 

計 25，880，000 

18，150，000 

講 演 講 習 会 収 入 3，540，000  

集 会 収 入 2，350，000  

契 約 々 款 売 上 収 入 1，800，000 

事 業 収 入

図 書 出 版 収 入 17，675，000 

建築データシ ート収入 6，700，000 

事 業 費

建築データシート発行費 6，150，000 

調 査 費 200，000  

住 宅 相 談 所 費 4，000，000 

雑 2，310，000 

( 会員名簿発行賞〉
。

計 54，900，000 

200，000 

住 宅 相 談 所 収 入 4，300，000 理 事 会 費 80，000 

雑 870，000 

( 会 員 名 簿 収 入 〉
。 会 議 資

部 会 費 50，000 

常 設 委 員 会 費 420，000 

計 55，385，000 特 別 委 員 会 費 50，000 

雑 収 入

雑 収 入 50，000 

計 50，000 

計 800，000 

支 部 交 付 金 800，000 

メι 弘尋、
計 81，315，000 

支 部 資 支 部 補 助 120，000 

計 920，000 

電 話 料 480，000 

， 

通 {言 費 30，000 

旅 費 交 通 費 540，000 

事 務 資

集 金 資 1， 170， 000 

印 席リ 物 資 240，000 

， 

文 房 具 費 240，000 

会 館 特 別 勘 定
雑 費 180，000 

計 2，880，000 

科 自 費 目 金 額
本 給 10，876，000 

家 族 手 当 60，000 

収 入 の 部

繰 入 金 第 2  2，800，000円
給 与

役 職 手 当 624，000 

超 動 手 当 100，000 

貸 室 料 貸 室 料 300，000 
賞 与 4，077，000 

雑 収 入 雑 収 20，000 
計 15，737，000 

メE k3  
計 3，120，000 

健 康 保 険 料 384，000 

支 出 の 部

厚 生 年 金 保 険 料 324，000 

支 払 手Ij
132，000円

経 費 電 気 料 150，000 

厚 生 費

失 業 保 険 料 96，000 

労 災 保 険 料 35，000  

瓦 斯 料 156，000 福 利 厚 生 費 180，000 

水 道 料 24，000 

イ昔 地 料 725，000 I  

火 災 保 険 料 11，000 

計 1， 019， 000 

賦 課 金

賦 課 100，000 

計 100，000 

、島

公 課 169，000 

修 理 資 100，000 

給 与 650，000  

会 館 勘 定 繰 入 金

会 館 勘 定 繰 入 金 2，800，000 

計 2，800，000 

雑 'll 240，000 

計 2，225，000 

退 職 金 引 当 金 退 職 金 計 引 当 金 I
1， 000， 000 

1，000，000 

償 却 587，000 

什 器 償 却 費 167，000 

償 却 資

什 器 償 却 費 50，000 

計 50，000 

計 754，000 

予 備 費

予 備 費 1， 109， 000 

計 1，109，000 

差 引 剰 余 金 見 込 9，000 ρι3 、
計 81， 315，000 

4  



ドする画期的新製品グ

開閉繊

ター界をリー日本のシャツ
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停電時期手動チェン
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幅 (W)一一一+

開閉機使用範囲 ( スラ ットS C 16)  
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電 動 開 問 機

L 型
実 用 新 案 巻 取 り 軸 と の 連 絡 機 例

お よ び L 型 機 備

チ エ γ 収 納 箱

リミ y トスイ ンチ

ガ パナ 一 機附

手 動 機構

・特長・

4寺置午出 願 中

1  開閉機を設ける場所の心配がいりません 。

2  凸部のない真直なシャ ッターケース 。

3  袖壁は不用です。

4  減速機構はすべて完全密閉式です 。

5  小型で耐久力に富む減速機構。

6 . 給油の必要がありません 。

7  エンドレス強力ローラーチエンの内造。

8  リミット・スイッチを完全に内造。

9. 手動操作をひとつにしました 。

10. ヒューズ装置の取付けが可能。

11 . 一斉・両面・遠隔操作いつれも可能です。

L 型 電 動 開 問 機 は 、 日 本 シ ャ ッ タ ー 技 術 研 究 所 に お い て 、 長

年 に わ た り 、 国 立 大学精子宮機械 工 学 部 諸 教 授 の 指 導 を あ お ぎ つ

つ 、 当社 技 術 陣 が 総 力 を あ げ て 研 究 開発し、 遂 に 従 来 の 開 問 機

の 概 念 を 破 っ て 完 成 し た 画 期 的 な 新 製 品 で す。

こ の 開 問 機 に は 独 創l に 満 ち た 新 機 構 が 数 多 く 取 り 入 れ ら れ て

おり( 特許 3 件 、 実 用 新 案 2 千|ニを 出願 中 ) 、 減 速 機 、 モ ー タ一、

ブ レーキ機構、 停 電 時 用 手 動 装 置 は も と よ り 、 リ ミ ッ ト ス イ ッ

チ 、 配 電 板 に 至 る ま で、 す べ て を 一 つ の 円 筒 内 にコンパク トに

車内めであります 。

従 っ て 、 建 築 設 計 上 の 納 り が 非 常 に 簡 単 で 、 し か も 、取付 や

そ の 後 の 保 守 点 検等も 楽 に で き る よ う 考 案 さ れ て お ります 。

こ れ ら の 点 か ら 見 て 、 従 来 の 製 品 に 比 べ総ゆる 点 に 秀 れ て お

り 、 シ ャ ッ タ ー 問 問 機 の 決 定 版 と い え るでしょう 。
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日本建築協会法規委員会

質疑などの役似をお待ちしておリます

大阪府建築基準法施行条例の

改正について( その 2 )  

大阪府建築基準法施行条例( 抄)

昭和46年 3 月11 日 大阪府条例第 4 号

第 三 章 建 築 物 の敷地 、情造及び建築設備

( 角敷地 におけ る建築制限)

第 5条 都市計画区域内において、歩車道の区

別がない幅員 6 メートル未満の道路 が屈 曲する

箇所又は歩車道の区別がない幅員 6 メートル未

満の道路 が歩車道の区別がない幅員 10メートル

未満の道路 と同一平面で交差する箇所にある敷

地 にあっては 、そ の角地 の隅角 をは さむ辺の長

さ 2 メートルの二等辺三角形の部分 ( 地盤面下

の部分を除< 0 ) に突き 出 して建築物 を建築し 、

又は擁壁その他 の工作物 を築 造しではならない。

ただ し、道路 に街角の切 り取り がある場合又は

角地の隅角 が 120度以上の場合は 、 この限りで

ない。

- 6m- '  

120' 以上

角敷地におけ る建築制限

( 長屋)

第 6条 都市計画区域内の長屋は、次の各号に

定め るところによら なければならない。

l  各戸の主要 な出入 口は、道路 に面 す ること。

ただ し、長屋及 びそ の敷 地が次の イ又は ロに該

当 し、かつ 、各戸の主要な 出入 口が道路 に通ず

る幅員 3 メート ル以上の敷地内 の通路 に商する

場合は、 この限りでない。

イ 敷地の奥行が35メートル以内であり、かつ、

床面桜の合計が 300平方メートル以下のもの

ロ 耐 火建築物又は簡易耐火建築物であるもの

6  

2.  外壁 ( 道路、公園、広場その他これらに類

するものに面する部分を| 徐< 0 ) と隣地境界線と

の間に、幅50セ ンチメートル以上の空地を設け

ること 。 ただし、近隣商業地域又は商業地域内

においては 、 この ｾｬ りでない 。

3  桁行は、 25メートルをこえないこと 。 ただ

し、耐火建築物又は簡易耐火建築物である場合

は、このF艮りでない。

長屋(耐火建築物、簡易耐火

建築物を除< .)

道 路

第四章 特 殊 建 築 物

第二節 学校

( 教室等の設置の制限)

第 9条 小学校、盲学校、製学校及ぴ養護学校

の教室その他 の児童又は生徒を収容する室は、

4 階( 小学校にあっては、 6 階 ) 以上の階に設

けてはならない。

第三節 体育館、ボー リング場及びスケート場

( 屋外への出口 )

第 12条 体育館、ボーリング場及びスケート場

の用途に供する建築物の避難階における屋外へ

の出口は、次の各号に定めるところによらなけ

ればならない。 ただし、耐火建築物又は簡易耐

火建築物で当該用途に供する部分の床面積の合

計 が250平方メートル以下の建築物の避難階にお

ける屋外への 出口 については、こ の限りでない。

1. 2 以上設けること。

2  幅は 、90センチメートル以上 とすること 。

3.  戸は 、内 開きとしないこと。

4 .  4そ第 125条第 l 項の屋外への出口以外の屋

外への出口にあっては、道 ( 都市計画区域内に

おいては 、法第42条に規定する道路をいう 。 以

下同じ。) 又は公園、広場、その他の空地に通ず

る幅貝カ' ' 90センチメートル ( 2 以上の屋外への

出口が共用する場合にあっては 、1. 5メートル)

以上の通路に面すること。

第 四 節 病 院及び診療所

( 木造の診療 所の外壁等)

第 13条 法第22条第 l 項の規定により指定され

た区域内にある診療所の用途に供する木造の建

築物で、階数が 2 以上であり、かつ、その用途

に供する部分の床面積の合計が200平方メートル

をこえるものは、その外壁及び軒裏で延焼のおそ

れのある部分を防火構造としなければならない。

第五節 'IJ場、映函館、演芸場、観覧場、 公会

堂及び集会場

( 通路等)

第 18条 主階が避難階にある劇場等の主 [1皆の周

囲のうち、出口 ( 道、公園、広場その他これら

に類する場所 ( 以下「道等」という 。) に面する

ものを除< 0 ) ; がある側には、次の表に定める数

値以上の幅員を有する通路で道等に避難ι 有効

に通ずるもの又は規則で定める避難上有効な構

造及び設備を有する廊下( 以下「避難廊下」と

いう。) を設けなければならない。

劇 場 等 の 極 glj

客席の床面般的合計が2∞平方メ ートル

以下のもの

客席の床面積の合計が2∞平方メートル

をこえ3∞平方メートル以下のもの

客席内床面械の合計が3∞平方メート J レ

をこえ4∞平方メート J レ以下のもの

客席の床商積の合計カ叫00平方メートル

をこえ5∞平方メートル以下のもの

客席の床面積の合計が5∞平方メート J レ

をζ え6∞平方メートル以下のもの

客席の床面積の合計が6∞平方メートル

をこえ7∞平方メートル以下のもの

客席の床面積の合計カヴ00平方メートル

をこえ8∞平方メートノレ以下のもの

客席の床面械の合計カ< 8 ∞平方メートル

をこえ900平方メートル以下のもの

客席の床面積的合計カ句∞平方メートル

をこえるもの

劇場等の通路の

建築制限

通路等の帽只

(単位メートル)

2  

2.25 

2.5  

2.75 

3  

3.25 

3.5  

3.75 

4  

(2) 前項の通路の地盤面上で高さ 3 メートル未

満の位置及び当該通路の側端( 当該劇場等の用

途に供する建築物に篠しない側の側端をいう 。)

から 1 メートル未満の距離にある位置には、建

築物を突き出して建築しではならない。

(パ J レコニ一等)

第 19条 主階が 2 階以上の階にある劇場等の主

階の周閣のうち、出口がある側には、規則で定

める構造及び設備を有するバルコニー又は避難

廊下を設けなければならない。

( 空堀 等)

第20条 主 [1皆が地階にある劇場等の主階の周囲

のうち、出口のある側には、規則で定める構造

及び設備を有する空堀又は避難廊下を設けなけ

ればならない。

( 通路等への出口)

第 21条 劇場等から第18条第 l 項の通路、避難

廊下、道等、第四条のバルコニー又は前条の空

堀 ( 以下「通路等」と いう 。) への 出口は、次の

各号に定めるところにより、 4 以上設けなけれ

ばならない。

1. 同ーの倒1 ] に片寄らないこと。

2.  通路等と客席との聞に廊下を設けた場合にお

ける 1 の側にある通路等への出口の幅の合計は 、当

該1RIJ の客席の出口の中高の合計以上とすること。

3  通路等への主たる出口の幅及び通路等への

ι  

て

， 

寸

L  



」

、

その他の出口の幅の合計l立、それぞれ次条第 4

号の規定による客席の出口の最低合計幅の 2 分

の l 以上とすること 。

4 .  通路等への出口の戸は、外開きとし、避難

上の障害とならないものとすること。

(客席 の出口 )

第 22条 劇場等における客席 の出口は、次の 各

号に定めるところにより、 4 以上設けなければ

ならない。

1. 同ーの側に片寄らないこと。

2. 縦通路及ひ被通路に通ずること。

3.  幅は1 . 2メートル以上1 . 8メートル以下と

し、高さは 2 メートル以上とすること。

4 .  幅の合計は、 客席 の床面積10平方メートル

につき、 20センチメ ートル( 耐火建築物にあっ

ては、 17センチメートル) 以上とすること。

5  出口の戸は、外聞きとし、避難上の障害と

ならないものとすること。

第 六 節 展 示 場

( 階段 の数及び椛造)

第33条 避難階以外の階を展示場の用途に供す

る建築物には、そ の用途に供する階から避難階

又は地上に通ずる直通階段を 2 以上設けなけれ

ばならない。ただし、当該用途に供する階の当

該用途に供する部分の床面積の合計が 100平方

メートル以下 の建築物又は当該用途に供する部

分の主要榊造昔日が耐火構造てe あるか若しくは不

燃材料で造られている建築物については、こ の

限りでない。

第七節 物品販売業を営む庖舗

(屋外への出口等)

第35条 第12条及び第33条の規定は 、物品販売

業を営む庖舗の用途に供する建築物について準

用する。

第 九 節 公 衆 浴 場

( 浴室及び蒸室の構造)

第39条 公衆浴場の浴室の構造は、次の各号に

定めるところによ らなければならない。

1. 周囲の壁は、耐火構造とすること。

2  天井は 、耐水材料で造り、又はおお うこと。

3  床面積は 、男用女用それぞれ22平方メート

ル( 副浴槽を有するときは、 26平方メートル)

以上とすること 。

(2) 公衆浴場蒸室の構造は 、次 の各号に定める

ところによらなければならない。

1. 天井及び蒸室を区画する主要精進昔日l立、耐

火隣造とし、又 1; 1 : 不燃材料で造ること 。

2  床閉鎖が15平方メ ート J レをこえる恭室には 、

2 以上の出口を設けること 。

(3) 建築物の 2 階に公衆浴場の浴室又は蒸室を

設ける場合は、当該建築物を耐火鐙築物又は簡

易耐火建築物としなければな らない。

(4) 建築物の地階に公衆浴場の浴室又は蒸室 を

設ける場合は、その直上1; 皆の床を耐火構造とし

なければな らない。

第十一節 共同住宅、寄宿舎、下宿及び養老院

(  2 階に設ける場合の構造)

第45条 工場、倉庫又は第 7 条各号( 第10号を

除< . ) の用途に供する建築物の 2 階を共同住宅、

苦手宿舎、下宿文は養老院の用途に供する場合で、

その用途に供する部分の床面絞め合計が150平方

メー トl レをこえるときは、当該建築物は、耐火建

築物又は簡易耐火建築物としなければならない。

( 廊下の幅)

第46条 共同住宅、寄宿舎、下宿又は養老院に

おける共用 の廊下( 令第 119条の規定の適用を

受けるものを除 u の幅は、それぞれ次の表に

掲げる数値以上としなければならない。

廊下町配置
両圃に居量がある その他的廊下

廊下における場合 に釘ける崎合

廊下何種別

( 岨 セ 汁 )

メートル

( 単位センチ)

メートル

住戸又は住室町床面

械の合計が50平方〆

90 90 

共 同

ートル以下町階に釘

ける b 町

住 宅
住戸又は住室内床面

械的合計が50平方ノ

ートルをニえ 100平 120 90 

方ノートル以下町階

におけるも町

居室町床面傾向合計

が100平万ノートル以 90 ω  

寄宿舎
下町階に釘けるもの

下 宿

又 は

居室内床面情的合計

養老院
が l ∞平方ノートル

をこえ 2∞平) i ノー
120 90 

トル以下町階におけ

るι 町

(屋内階段及びその踊場の幅並ぴにその階段のけ

あげ及び路面の寸法)

第47条 共同住宅、寄宿舎、下宿文は養老院に

おける共用の屋内階段で次の表の階段の種別欄

に掲げるものの階段及びその踏場の幅並びにそ

の階段のけあげ及ぴ踏商の寸法は、令第23条第

l 項の表第 4 号の規定にかかわらず、次の表に

よらなければならない。

階段及びそめ踊 けみげ町寸法 路面 的寸法

階段四種別 Jj¥q漏 { 単位セ {単位センチ { 単位センチ

ンチノートル) ノートル) ノートル )

直上階的居室町床

荷術的合計が 100

平方メートル以下 90以上 22以下 21以上

内地上階における

も町

直上階的居室町床

蘭情的合計が 100

平方メートルをニ

120以上 20以下 24以上

え 200平) i ノート

ル以下町地上階 ι

おけるも肉

直 上 階 の 居 室 の 床 面 積 の 直 上 階 の 居 室 の 床 面 積

合 計 100m' 以よ 200m'以 下 の 合 計 100m' .以 下

屋内階段のけあけ' 及び踏面の寸法

(屋外への出 口等)

第48条 第12条及び第33粂の規定は、共同住宅、

寄宿舎、下宿又は養老院の用途に供する建築物

について準用する。

( 木造の下宿等の外壁等)

第49条 第13条の規定は、下宿又は養老院の用

途に供する建築物について準用する。

第十ニ節 自動車車庫及び自動車修理工場

( 自動車の出入口 )

第50条 自動車車庫又は自動車修理工場 ( 以下

「自 動車車庫等」という 。) の用途に供する建築物

の敷地の次の各号の 1 に該当する部分には、自

動車の出入口を設けてはならない。

1. 幅貝 6 メートル ( 自動車車庫等の用途に供

する音11分の床面積の合計が 150平方メートル以

下の場合は、幅員 5 .4メート l レ) 未満の道に接

する部分

2  勾配17パーセント以上の道に接する部分

3 .  道が交差し、又は屈曲する箇所から 5 メー

トル以内の部分

4.  路面電車の停留場、バス停留所、安全地帯、

横断歩道橋 ( 地下帯電断歩道を含む。) 、踏切又は

橋か ら10メートル以内の部分

5 .  公園、小学校、養護学校又は幼稚園その他

これ らに類するものの出入 口か ら10メートル以

内の部分

(2)  自動車車庫等の敷地から道に通ずる自動車

の出入口と門文は自動車車庫等の用途に供する

建築物の出入口との聞には、前面の道の通行を

見通すことができるように、幅 1 メートル以上

の空地又は空間を設けなければならない。

(耐火建築物としなければならない自動車車庫等)

第 51条 2 階を自動車車庫等の用途に供する建

築物で、その用途に供する部分の床面積の合計

が 150平方メート J レ以上のものは、耐火建築物

としなければならない。

第五章 都市計画区減内の建築物又はその敷地

と道路との関係

(物品販売業を営む后告i I i の敷地と道路との関係)

第57条 物品販売業を営む庖舗の用途に供する

建築物て・当該用途に供する部分の床面積の合計

( 同一敷地内に物品販売業を営む庖古iliの用途に供

する 2 以上の建築物がある場合においては、当

該用途に供する部分の床面積の合計) が3，000

平方メートル以上のものの敷地は、第55条の規

定にかかわらず、 2 以上の道路( そのうちの l

の道路は、幅員 6 メートル以上のものとする。)

にそれぞれ 4 メートル以上接しなければならな

い。ただし、当該敷地がl隔貝 6 メー トル以上の

道路にその周固め長さの 3 分の l 以上接してい

る場合は、この限りでない。

( 自動車車庫等の敷地 と道路との関係)

第58条 自動車車庫等の用途に供する建築物( 当

該用途に供する部分の床面干1'[の合計が50平方メ

ートル以下のものを除< . ) の敷地は、幅員 6 メ

ートル( 当該用途に供する部分の床面積の合計が

150平方メートル以下の建築物にあっては、 5.4メ

ートル) 以上の道路に接しなければならない。

附 則

この条例は、昭和46年 5 月1 日から施行する。

( 大阪府建築部建築指導篠 木図照之)

7  
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屋 根 と 室 内 に ビ ニ ロ イ ド 防 水 を 施 工 し た 霞 ヶ 関 ビ ル

ど ん な 地 域 で も ど ん な 構 造 の 建 物 を つ く っ て

も 完 全 な 防 水 が で き た ら 一 一 一 そ れ を 実 用 化 し て

す で に 250 万 m
2

の 施 工 実 績 を 示 し て い る の が

〈ビニロイド 2 号〉 で す

防 水 下 地 に キ レ ツ が で き て も 破 れ ず 寒 冷 地 の

冬 に も 丈 夫 で ど ん な 場 所 に 使 っても 腐 り ま せ

ん そ れ は 弊 社 が 合 成 繊 維 に よ る 不 織 布 の 独 特

な 方 法 で 加 工 し た 技 術 の 成 果 で す 霞 ヶ 関

ビルにも ビ ニ ロ イ ド 2 号 に よ る 防 水 工 事 を ご

f采 用 い た だ き ま し た
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読者の夏

口新刊紹介

.r建築照明」

『、

松 浦 邦 男 著 A  5 4'1J  256ペ ー ジ ￥ 1，500 

発 行 所 ・共 立 出 版 株 式 会 社

本 容 は 昼 光 照 明 を 含 め た 建 築 照 明 の 大 学 建 築 学

科 に お け る 教 科 容 、 あ る い は 建 築 お よ び 照 明 技

術 者 向 き の 参 考 書 と して刊 行 さ れ た。

元 来 建 築 照 明 は 、 そ の 光 源 に よ り 畳 光 照 明 と 人

工! 照明( ほ と ん ど 電 灯 照 明) とに大別されて取り

扱 わ れ て き た が 、建 築 内 部の光 環 境 を つくりあ

げ る と い う 目 的の た め に は 、f正光 ・人 工 両 開 明

の 両 方 を 含 め た 総 合 的 設 計 が 霊 安 に し て 必 要 で

ある 。 こうした点に ついて 、 本 柱は 、 論 を 進 め

ている。

l 輩 ・ 光に| 測する基本事項、 2 4t .  ｾｾ Ｎ十目標、

Ｓｾ Ｇ 光源、 Ｔ 章 ・ 室に生ずる物理量の計算、

Ｕｾ＠ Ｎ 採光窓の計画、 Ｖｾ ・ 照明者器具と照明方

式、 7 章 ・用 途 別 の特殊性、 8 章 調 査 法の 8

つ の テ ー マ に 分 け 、 著 者 の 建 築 照 明 設 計 に 対 す

る基本的な方針に沿って各々が論じられている。

・r S y s t e ms Appr oac h t o Ar c hit ec t ur eJ  

A  B E NJ A MI N H A N D L E R 著

発 行 所 E L S E V I E R P UB US HI NG CO.  L T D  

今回、建築デザインと建設産業に| 刻する混乱が

社 会 に 内 在 し て い る 。 これはこ の産業の役割l に

対 す る 理 解 の 欠 落 や 誤 謬 、 な か ん づ く こ の 産 業

が は た す 経 済 的 な 基 盤 に 対 す る 認 識 の 無 き に 起

因する 。

こ の 「 建 築 へ の シ ス テ ム ア プ ローチ」の 中で、

著者ハンドラー教授は、建築デザイ ンの 開 発 と、

そ の 機 能 の 重 要 性 を ふ ま え た シ ス テ ム ア プロー

チ を 論 じ る こ と で 始 め 、 何の シ ス テ ム が、ど の

よ う に 建 築 の プ ロ セ ス に 関 係 す る か 明 らかにす

る。 ま た 、 織 成 さ れ た 概 念 ー いかに各々の要量号、

成 分 、 空 間 を 作 り 上 げ る か を 決 定す る こ と ー に

よ っ て 、 建 築 物 の 基 準 を 硲 立 す る 方 法 を 論 じ て

い る 。 彼 は そ こ で 建 築 の す べ て の シ ス テ ム と 、

各々 の部 分の 様 4 な作 業 を 明 らかにす る。

第二 部 で は 、 無 視 さ れ が ち で は あ る が 、 建 築 の

プ ロセ ス を 理 解 す る 要 因 と な る 建 設 産 業 の 経 済

的 基 盤 の 論 評 を 明 確 に 準 備 している。

こ の 本 の 目 的 は 2 つある。

Ｈ Ｑ 淘Ａｾのデザインとプロセスを構成する種々の

聖書紫の合理的な規目rJ を通しで、建築のすべてを

理 解 す る た め の 基 礎 の 供 給。

(2経済的行為を判断し、玉里解し、改普して ゆく

た め の 基 礎の供給。

こ の 本 は 、 建 築の プ ロセス の シ ス テ ム や サ ブ シ

ス テ ム を 論 理 的 に 説 明 し 、 分 析 す る こ と に よ っ

て 、 極 却 の 誤 謬 を 追 い 払 い 、 こ の 分野 に 価 値の

あ る 貢 献 を し て い る 。

限 定 R e s tri ct i ons

目 的 Obj ect iv es

仕 事 の 基 準 P erf or manc e  St andar ds  

条 件 C o nst rai nt s

投 入一一一一一ーかプ 己セス一一一一一一量 産 出

nput s  P roc e，s s  ｏｵｴｰｵｾ ｳ＠

↑ I  I  

訂 正 |  応 通

C orrect ion I  Cor r es pondenc e 

L フ ィ 一 山 ク J トロー ル モ デ ルJ

基 礎 シ ス テ ム 構 造

• r Oi c ti onar y  of  Re f r i ger at i on a nd A i r  

Condi t i oni ng J  

K .  M.  B O O TH 編 集 ・著

発 行 所 E L S E VIE R P UB US HI NG CO.  LTD.  

「冷房と空気調節」に | 刻する専門用語 事典 で、

この分野の 従 事 者 に は 賞 霊 な 参 考 書 と して、ま

た 他 分 野 の 人 に と っ て も 、 必 須 の ハ ン ド ブ ック

としておおいに手助けとなろう 。

口建築技能のあり方

現在のままで良いのであろうか

最近、技能者の表彰、叙勲、固定の技能テスト、

建築労働プーノレ、建築技能者の養成など幾多め

問 題 が 、 也・論 に の る よ う に な っ て 参 り ま し た。

これは大変に結構なことで、遅いく・ らいではな

い だ ろ う か。 戦 前 は 建 築 科 の 分 科 と し て 、 大 工

科 、 左 官 科 、 家 具 科 、 塗 装 科 な ど 少 な い な が ら

技 能 教 育 は 実 施 さ れ て い た の が 、 戦 後 は 建 築 科

1 本 化 に な り 、 全 〈 大 学 そ の ま ま に な っ て し ま

い 、 遂 に 技 能 は 教 育 か ら 落 さ れ 、 訓 練 で よ い と

労 働 省 に 移 管 さ れ て 現 在 に 到 っ て い ま す。

⑨ 現 在 の 建 築 技 能 に 対 す る 問 題 は 次 の ご と く 分

け て 考 え ら れ ま す。

(1肢 能 者 の 不 足

(2)技 能 の 低 下 に 対 す る 不 安

Ｈ Ｓ Ｉ 革新技能に対する技能者の意欲の皆 ｾｾｉ さ

(1)を主として取上げてきたのは、建築業者、寄せ

負 業 者のなかから発せられたもの。

(2)は 技 能 者の 年輩 の 方 であり、 親 方 、 棟 梁 が 心

自己しだしてきたものである 。

(3)は 革 新 的 な 新 建 材 メ ー カ 一 、 ま た は 革 新 的 な

作業機械メ ーカーの中か ら発せられたものである。

在 来 の 技 能 者 は 、 こ れ ら の 新 し い 技 能 に 興 味 も

研究意欲も持たないからであろう 。 また現実に、

苦労して研究しなくても仕事は十分にあるし、

ま た や っ て も 、 そ れ だ け 労 銀 が 倍 加 す る わ け で

も な い 点 か ら か も 知 れ な い。

⑨ 建 築 と は

こ れ は 生 活 空 間 を 創 る 、 作 る と 一 般 に 認 め ら れ

ている 。 こ れ を 分 析 し て 見 る と 、 生 活 空 間 を ど

う す る か を 主 体 と す る も の と 、 創 る 、 作 る を 主

体 と す る か で 、 大 き く 変 化 す る 。 後 者 は 建 築 工

学であろう 。 恐 ら く 建 築 技 能 の 分 野 に 入 る も の

なのであると恩、う 。

工 ・た く み 、 こ れ に は 物 を 生 産 す る 。 作 る と い

うこ と は 、 解 り 易 く す れ ば物をつける方法をと

るこ とと 、 物 を は な す方 法 を な す こ と 、 要 は 按

婚と分離を考えるほかにはないわけであるが、

建 築 接ラ世論 も 建 築 分隊 、 分 化 論 も あ ま り 取 上げ

られてはし、ません。 望書は線本的な建築理論がな

い こ と に な る と 思i う。

こ れ を 具 体 的 に い え ば 、 部 材 、 榔 材 、 ユ ニ y ト

を核予告 す る こ と で 、 形 を 組 立 て た り 、 組 織 し た

りして作り上げる 。 原料を分離したり、 削 った

り 、 切 っ た り し て 部 材 を 作 る こ と に な る 。接 培

は 、 在 来lま 仕 ロ と か 継 手 、 補 強 金 物 で 笑 施 さ れ

て き て い る 。 切 削 の や り 方 も 、動力付 のメL鋸、

帯 鋸 で 切 り 、 プ レ ーナ ー で 削 り 、 突 き 板 機 で一

層 精 巧 な る 鈎 削 り を やる。

接 箔 工 法 で も 、 強 力 な 接 着 材 の 発 見 、 ま た は 鉄

鋼 に お け る 溶 接 は 、 在 来 の 技 能 に 大 き な 革 新 的

な 技 能 を 要 求 し つ つあ る し 、 将 来 さ ら に 進 化 せ

ん と し て い る こ と は 、 設 に も 納 得 い く こ と な の

である 。 こ れ は 全 く 建 築 技 能 者の 開 拓 と 研 究 に

j 羽4寺しなくて らないものでもある。だカずその

技 術 技 能 に 笑 際 す る の は 、 技 能 者 で あ る の だ か

ら、技能 者 に 研 究 、 開 発の 執 念 が な け れば、こ

れ は や む な く 新 し い 職 種 を 誕 生 さ せ る ほ か は な

い こ と に な る わ け で す。 そ の い き が か り の 上 か

ら、メ ーカ のｾ任施工 、協力体勢をとること

に な っ て し ま い 、 在 来の 技能 者の職 域 は 、 そ の

分 だ け 狭 く な っ て い く こ と に も な る と 考 え ら れ

るわけです。

⑨ 技能 者 不 足 へ の 対 策

これ は 作 業機 械の 発 明開発に期待される 。 すな

わ ち 省 力 化 で あ っ て 、 建 築 の ユ ニ ソ ト 化 、 プ レ

ハ プ 化 も そ の 例 で あ ろ う 。 し か し 建 築 物 は 固 定

されるもので、流れ作業にはのせられない。 機

械 の 固 定 は で き な い か ら 作 業 機 械 を 反 対 に 移 動

さ せ な い と 、 建 築 作 業 に は な り ま せ ん。 そこに

雛 しさがあるわけです。

⑧ 技 能 の 低 下 対 策

これも技能の低下が全くないとはし、えませんが、

建 設 を 不 可 能 に す る ま で に 到 つ てはし、ないと思

う 。 技 能 に 対 す る 考 え 方 の 差 異 、技能の簡 易化、

一 面 合 理 化 の 面 も あ ろ う 。 技 能 格 差 を な く す る

と こ ろ に 、 現 代 技 能 が あ る と も い わ れ て い る 。

もちろん、訓練、 トレーニング不足もあるであ

ろう 。 だ が 、 果 し て 技 能 者 の 古 老 の 心 配 さ れ る

ほ ど ひ ど い で あ ろ う か。

私 と し て は 、 訓 練 だ け に よ る 在 来 の 技 能 だ け の

完 成 よ り は 、革新自力の技能を早〈身につけて、

技 能の 尖端 を 開 発 で き る が『しい型の技能 者 の 出

現 を 希 望 す る も の で あ る 。

⑨ 新 建 材 と 新 技 能 に 対 す る 方 策

革 新 建 材 が 開 発 さ れ る と 、 そ れ に 適 し た 新 し い

技 術 作 業 、 技 能 が 誕 生 し て く る も の で あ る と 述

べた。 だから新建材メ ー カ ー と 技 能 者 と の 協 力

体 勢 を と っ て も らい たい。 技 能 者 が つ い て こ な

いから、素人から謎成する対策はどうかと 思う 。

ま た 技 能 者 も 、 新 建 材 に 興 味 を 持 ち 、 フ ァ イ ト

を わ か せ て も ら い た い。

こ れ が 自 分 の 技 能 を 末 永 く 保 持 で き る 秘 訣 で は

な い で あ ろ う か。

要 は 、 技 能 は 現 在 ま で あ ま り 尊 重 も さ れ な か っ

た し 、 生 涯 の 研 究 対 象 に す る 建 築 研 究 者 も な か

っ た 。 ま た あ ま り 年 設 ま で 、 技 能 1 本 に捧げた

も の は 、 成 功 者 と も 見 ら れ な か っ た し 、 し た が

っ て偏l留 者 、 す ね 者 、 頑 固 者 と し て 遠 ざ け ら れ

て き た 傾 向 さ え 少 な く な か っ た 。 こ れ か ら 、 技

能 の 人 間 国 宝 と し て 、 叙 勲 、 そ の 他の栄 誉 で 社

会 的 に 報 い ら れ る こ と を 念 願 し て 、 ペ ン を お く

こ とにする 。 ( 鈴木 忠 五 郎 )
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目
都市における建築生産の効率を 高め工期を 短縮する こと は、単 に建築生産の要求であるばか

りでなく 、建築業者の要望でもあり 、 また工事に伴 う公害 を軽減す る上からも 、今や社会的要

E青になっているといえまし ょう。

したがって、都市の主要な構成要素である一般 中低層建築 ( 10階建程度以下の建築) に対して建
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締 切 昭和46年 7 月31 日佳) ( 必ず書留郵送とし、当日消印有効 )

入選発表 昭和46年 10月中旬の予定

賞 1等 1 占 50万円

2 等 2 占 各30万円

佳作 3 占 各 10万円

審 査 審査委員長 : 池辺 陽 (東大生研教授)

審査委員 ( 50音順、敬称略)

足 立 孝 ( 阪大教授 ) 内 田 祥 哉(京大教授) 太 田 笑 ( 北大教授) 片 山光 生(建設省官庁営繕部建築課長) 金 子 勇 次 郎(建設

省建築生産企画室長) 川 添 登 (建築評論家) 倉部 行 雄 (通商産業省喜農業建材謀長) 清 家 清 ( 東工大教授) 巽 和 夫(京大

教授) 広 瀬 鎌二 ( 武蔵工大教授) 前 川喜 究 (建設省住宅局建築指導謀長) 松 谷 蒼一 郎 (建設省建築生産企画室建設専門官)

吉 | 坂隆正( 早大教授)

応 募 連 絡 先 ・ 論 文 送 り 先 ( 詳しくは下記にお問合せ下き い。)

東京都港区西新橋 1 - 6  - 21  大和銀行ビル内 ( 郵便番号 105)

社 団 法 人 日 本 カ ー テ ン ウ オ ー ル 工 業 会 論 文 募 集 係 / 電 話 501- 2642- 3  ¥ 

¥ 503- 0431内線 274)

主 催 社 団 法 人 日 本 カ ー テ ン ウ オ ー ル 工 業 会

協 賛 軽 金 属 製 錬 会 ・鋼 材 倶 楽 部 ・板 硝 子 協 会

後 援 建 設 省 ・通 商 産 業 省 ・日 本 住 宅 公 団 ・住 宅 金 融 公 庫

日本 建 築 セ ン タ ー ・日 本 建 築 学 会 ・日 本 建 築 協 会 ・日 本 建 築 士 会 連 合 ・ 日 本 建築 家

協 会 ・全 国 建 築 士 事 務 所 協 会 連 合 会 ・営 繕 協 会 ・建 築 業 協 会 ・全 国建 設業 協 会 ・

全 国 市 街地 再 開発 協 会 ・不 動 産 協 会 ・ 日 本 高 層 住 宅 協 会 ・ 日 本 ビ ル デ イング協 会 連 合 会

ι  

司

.. 



.. 

ヲ

1・

建 築 と 社 会

- 圃圃

ス- ・圃園田

ユ

ニュース原稿をお送 1) < ださい.

国連棟住宅販売へ ー積水ハウスー

土 地 価 格 の 大 幅 な 上 昇 が 新 規 住 宅 需 要 の 大 き な

壁 に な っ て い る が 、 積 水 ハ ウ ス は 宅地 の 有 効利

用をねらった新しいタイプの集合住宅、述棟 ( れ

んとう ) 式 独 立 住 宅 の 生 産 、 販 売 に こ と し 夏 か

ら乗り出す。

この述おR式 独 立 住 宅 は 大 き な 仕 切 り 壁 を き か い

に し て 、 ま っ た く 巡 っ た タ イ プ の プ レ ハ プ 住宅

数 戸 を ー 列 に 並 べ る と い う も の 。 こ の 方 式 を 採

用 す れ ば 宅 地 の 効 果 的 な 活 用 と と も に 、 共 同 の

基 礎 工 事 が 可 能 な こ と や 、 同 社 が 現 在 生 産 し て

い る プ レ ハ プ 住 宅 の 部 材 を そ の ま ま 転 用 し て 数

戸 ま と め た 現 場 施 工 が で き る た め 、 住 宅 自 体 の

大 幅 な コ ス ト ダ ウ ン も 可 能 に な る 。

問機な発想、によるものに長屋や集合住宅などが

あ る が 、 こ の 述 様 式 独 立 住 宅 は 防 火 性 の 強 い 仕

切 り 壁 ( 鉄 骨 に 珪 酸 カ ル シ ウ ム で 耐 火 被 膜 し た

もの ) に よ っ て 各 戸 の 完 全 な プ ラ イ パ シ ー が 保

た れ る と と も に 面 積 、 間 取 り 、 外 観 な ど す べ て

の 商 で 異 な っ た 仕 様 を 持 つ 住 宅 に な っ て い る の

が 大 き な 特 徴 。 し か も 平 面 配 置 も 一 直線でなく

各 戸 を 互 い 逃 い に 配 列 す る な ど の 配 慮 を し て い

る の で 居 住 者 は 1 戸 建 住 宅 と 同 じ ふ ん 囲 気 を 味

わえるという 。

同 社 の 基 本 計 図 に よ る と こ の 述 棟 式 独 立 住 宅 は

す べ て 2 階 建 で一 応 6 戸 を 1 ユニ y トとし、そ

れぞれ64- 100平 方 f工程 度 の 延4 建 て 面 積 と そ の

半 分 経 度 の 庭 を 持 っ て い る 。 1 戸 当 た り の 分 線

価 格 は 3. 3平 方 f正当たり 15万 円程 度 の 住 宅地 で

平 均 700万 円 と 同 親 娘 の 1 戸 建 プ レ ハ プ 住 宅 に

比 べ か な り 割 安 に な る 。

.r 建築材料展」開催される

日 本 建 築 材 料 協 会 等 の 主 催 に よ る 「 新 建 築 基 準

法 に よ る 建 築 材 料 展」が 3 月 6 日から 10 日まで、

大 阪 マ ー チャンダイズマートピノレ 2 階 会 場 で開

催 さ れ た。 本 年 1 月 か ら 総 工 さ れ た 新 建 築 基 準

法に呼応して、 70数社が、防火材料、而;t 火 構 造

材 等 を 出 品 し た が 、 た と え ば 近 年 相 次 い だ 新 建

材 に よ る 火 災 禍 が 問 題 化 し て い る お り か ら 、 今

後 と も よ り 人 命 尊 重 に ill 点 を お い た 、 こ れ ら 新

建 材 の 開 発 が 望 ま れ よ う 。

会場風景

- 池田市に「府・市合同斤舎」

地 方 事 務 所 な ど 府 の 機 関 と 池 田 市 役 所 が い っ し

ょにはし、る合同庁舎が建てられることになり、

3 月 末 池 田 市 か ら 青 写 真 が 発 表 さ れ た。 設 計 業

者 5 社による設計競技によって決めたもので府、

市 、 専 門 家 ら の 審 査 で 安 井 建 築 設 計 事 務 所 の 作

品 に 決 ま っ た 。

新 庁 舎 は 、 現 市 役 所 の 東 側 に あ る 公 会 堂 、 府 地

方 事 務 所 の 敷 地 跡 に 建 設 す る も の で46年末着工、

48年 春 完 成 の 予 定 で あ る 。

設 計 概 要 に よ る と 、 敷 地 面 積 約10 ，000平 方 fz 、

建 築 面 積 約 3 ，700平 方 fz。 鉄筋 地 下 1 階 地 上 7

階 建 で 、 延 べ 床 面 積 は 府 使 用 分 が 約 6 ，000平 方

fz 、 市 使 用 分 が 約13 ，500平 方 fz 、 計 画 で は 、 西

側 に 正 面 玄 関 を つ く り 、 北 側 に 約 2 30台 収 容 の

駐車場を、南側1) に つ き 出 し た 部 分 に は 市 議 会 議

場 が で き る 。 工費 は 約17億 円 で 使 用 面 積 に 応 じ

て 府 、市 が 工 事 費 を 負 担 す る 。

府 、 市 合 同 の新 庁 舎 建 設 は 府 下 で 初 め て 。

完成予想図

- 山村の民俗資料館完成する

江 戸 時 代 か ら 山 村 に 伝 わ る 民 俗 資 料 を 住 民 た ち

が 持 寄 っ て 、 町 ぐ る み で 建 設 を 進 め て い た 民 俗

資料館が、兵周Z県佐用郡上月町T に こ の ほ ど 完 成

した。 同町 の郷 土 史 家 、 老 人 ク ラ ブ 、 婦 人 会 、

青年固などの代表カ咽乍年 4 月民俗資料保存会( 会

長 中 川 町 長 ) を 結 成 、 町 内800戸の協力を得て、

各 戸 か ら 家 宝 の 紙 す き 用 具一 式や獲蚕、 l良耕、

畜 産 な ど の 生 産 用 具 を は じ め 、 か ぶ り も の 、 は

きも の な ど の 生活用具、民芸品、おもちゃ類、

冠婚葬祭用具、古文書など、祖先が築いた貧: 重

な資料千余点を、 1 年 が か り で 収 集 し た 。

こ の 話 に 賛 同 し た 同 県 赤 穂 郡 上 郡 町 の 木 村 虎一

氏 は 、 生 家 で あ る 江 戸 時 代 末 期 の カ ヤ ぶ き 農 家

を 提 供 、 町 で は 総 工 費 900万 円 を か け て 移 築 し

て主家館( l 3Om
2

) とし、燥機具などをいれる納屋

館 ( 43m
2

) と古文 書 な ど の 収 蔵 庫 ( 34m
2

) を 新

築 し た 。 主 家館 に は 、 い ろ り が き ら れ 、 座 敷 に

はあんどん、ランプ、床の間には郷土おもちゃ、

台 所 に は 日 常 生 活 用 具一 式 が。 同 地 方 独 特 の 紙

す き 場 も あ る 。 納 屋 館 に は 、 和 国 邦 平 甲 南 大 教

授 が 現 地 保 存 を 強 〈 訴 え た 同 町 に 古 く か ら 伝 わ

る 「海 国 紙」 の紙 す き 用 具 や牒耕 に 使 う 木 製 の

ク ワ 、 ス キ 、 織 機 な ど を 展 示。 収蔵庫には田Tの

旧 家 に 残 さ れ て い た 系 図 や 古 文 舎 な ど を 納 め 、

火 事 で も 燃 え な い よ う に 、 厚 さ 30cm以 上 の 壁 で

おお った。

• r都市構成におけるメタル・カ

ーテンウオール技術の発展」の

懸賞論文

社 団 法 人 日 本 カ ー テ ン ウ 才 一 ル 工 業 会 主 催 に

よる標記論文懸賞募 集 が 下 記 要 領 で 開 催 さ れ る。

募 集 の 趣 旨 : 都 市 の 主 要 な 構 成 要 素 で あ る 中低

層建築に対し、メタノレ ・カ ー テ ン ウ オ ー ル を は

じ め と す る 金 属外壁 プ レ ハ プ 技 術 の 普 及 を 促 進

し 、 も っ て 建 築 生 産 の 工 業 化 と 建 築 現 場 の 省 力

化 に 寄 与 す る と と も に 、 都 市 の 構 成 に お け る そ

の意義を探るため。

課 題 : 中低 層 建 築 の 機 能 と 工 法 に 適切 と 思 わ れ

る新提案を含め、 中低 層 メ タ ル ・カーテンウオ

ー ル 建 築 の 普 及 促 進 に 関 す る 方 策 の 提 案 な ど 。

賞金 -1 等 1 点 50万 円

2 等 2 点 各30万 円

佳 作 3 点 各10万 円

応 募 要 領 : 論 文 は A 4版横書き 400字 詰 原 稿 用 紙

に30- 50枚程度とし、 これに 2 枚 程 度 の 概 要 を

添 え る こ と。

提 出 期 限 : 昭和 46年 7 月31 日

審 査 委 員 : 池 辺 陽( 委 員 長 ) ・足 立 孝 ・内田

祥 哉 ・太 田 笑 ・片 山光 生 ・金 子 勇 次 郎 ・川 添 受

・倉 部 行 雄 ・清 家 消 ・巽 和 夫 ・ 前川喜究・

広 瀬 鎌二 ・松 谷 蒼一 郎 ・吉 阪 隆 正

後 援 : 建 設省 通 商 産 業 省 日本 建 築 協 会 ほ か

縫 出 方 法 そ の他 詳 細 は 下 記 へ 間合 わ せ の こ と 。

来 京 都 港 区 西 新 橋 1 - 6  - 21  大 和銀 行 ビ ル 内

社 団 法 人 日本カーテンウオール工業会論文募集係

. 一呉服座一明治村へ

本 誌 昭 和44年 3 月 号 の ニ ュ ー ス欄 に 紹 介 さ れ た

よ う に 、 存 亡 の 危 機 に あ っ た 芝 居小 屋 ・劫 E座

は、このたび、所有者および「呉服座を守る会」

の努 力 に よ り 、 無 事 、 名 古 屋 の 明 治村 へ の 移 築

を終え、永久保存されることになった。

- 日本最古の農家復元

日 本 最 古 の 民 家 と い わ れ 、 国 の 重 要 文 化 財 に 指

定 さ れ た 兵 庫 県 宍 粟 郡 安 富町 の「皆河( み な が わ )

の千年家」が、解体復元工事を終り、 26 日午前

10時 半 か ら 完 工 式 を あ げ た 。 償 保 川 上流 の 流 れ

に沿った 山深 い 村 落 に 、 室町 時 代 の足芸家がよみ

カぜえった 。

「皆f可の千 年家」は農 業 古 井 徳 治 さ ん ( 70) の 住 筑

間 家 が 代 4 住 み 、 同 家 保 存 の 天 保 7 年 ( 1836年)

の古文岱「播州皆河郎( むら) 千年家之記」で 、

天 正 9 年 ( 1581年 ) 羽 柴 努 吉 が 姫 路 城 を 築 い た

とき 、縁 起 を か つ い で 同 家 の 角 材 を 献上させ、

天 守 閣 の 一 部 に 使 っ た と い わ れ る な ど 、 由 緒 あ

る家。 慶横 の 柱 や は り の 構 造 、 技 法 か ら 400年

普 の 室 町 末 期 の 建 築 と 推 定 さ れ 、 神 戸 市 兵 庫 区

山国 町 の 「山田 の 千 年 家 」 と と も に 、 わ が 国 最

古 の農 家とされている。

木造かやぶき平家主E約 91平 方 tz。 間 取 り は 「 広

間 裂 3 間取」。板日長りの「おもて」、 竹 の す の こ 張

りの「なんとソ「ちゃのま」に仕切られている 。 昨

年 1 月 か ら 文 化 庁 が 工 事 を し て い た も の で 、 総

工 費 1 ，290万円。

( 朝 日新聞 546 . 3.  27より)

11 
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防水は建築技術とともに進歩しています。

新 工 法 ・ 省 力 化 ・ 工 期 の 短 縮 な ど を

可 能 に し た ま っ た く 新 し い 防 水 仕 様 で す 。

現 代 建 築 の 技 術 革 新 に は め ざ ま し い も の が あ り ま す。 そ し て 東 西 ア ス 協J 組 で は 、 岡 則 的 な 防 水 材 料 と 防 水

た と え ば 超 高 府 ピ ル 一 階 層 の て 則 一 一 一 霞 が 関 ピ ル で て法の開発成功をr t J J して、この 4 月 、 防 水 仕 械 が 大

は 28 目 だったものが、 2 年 後 の 世 界 貿 易 セ ン タ ー で きくかわりました。 まもなく、みなさまのお1 " もとに、

は 22 円 、 そ し て 新 宿 の 京 王 プ ラ ザ ピ ル で は た った17 こ の 「 新 防 水 仕 椛 」 を 、 お 届 け い た し ま す。

日 と 短 縮 さ れ て い ま す。 こ う し た 建 築 技 術 の 発 展 と ご! 日l待 く だ さ い /

と も に 防 水 は 進 歩 す る も の で す。 今 ま で に も 、 た く な お 、 お 問 合 せ は 資 判 請 求 券 を そ え て 下 記 宛 お 申 し

さんの防水材平' ! - . て 法 が 開 発 さ れ て き ま し た。 込みくださし、。

田 島 ル ー フ イ ン グ 株 式 会 社

本 社 東 京 都 足 立 区 小 台 1. 3' 1 電 信 ( 03) 912- 1131 (代 )

神国営業所 貰車畠刊畑区岩本町3 ' 11' 13 電 話 ( 03) 862- 8531(代)

田 島 応 用 化 工 株 式 会 社

東京営禦所 車京畠判t田巨岩本町3' 11 '13 電 話 (03) 866- 6101( 代)

大阪営集所大阪市西区京町堀 1 ・74 電話 (06) 441- 5951 (代)

。 東 日 材 ス フ ー 業 協 同 組 合

東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 .  11 .  13 電 話 ( 03) 866- 6101(代)

ω西 町 … ト 事 業 協 同 組 合
大阪事務所 大阪市西区京町揺 1 .  74 電話 ( 06) 441- 5951( 代)

名古屋事務所 名古屋市西区縦木町3. 8 電話( 【) 52) 571- 6 3 6  1  

広 島 事 務 所 広 島 市 鉄 砲 町 5 番 の 16号 電話( 関忽) 2ト 0 2 6 6  

福 岡 事 務 所 福 岡 市 冷 泉 町 5 番 7 号 電 信 (092) 28- 28 0  7  
-aJLi思

惑24y
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- 伝 法 面 開 発 市 街 地 住 宅 完 成

住宅公団によって森の宮、住吉につづく而| 摘発

市 街 地 住 宅 伝 法 団 地 が 完 成 し た。

住 宅 公 団 の 面 開 発 制 度 は 工 場 跡 地 な ど を 全 面 的

に1: 1 収し高層住械による高密度居住地区を開発

し、あわせて公園 、庖舗、幼稚園、医療施訟、

集 会 所 な ど の 公 共 公 益 施 設 を 鐙備 して者11市再 開

発の一 環 となるもの である が 、 こ の 伝 法 団 地 で

はよりよ い 住環 境 を生むために、計画 ・設 計 ・管

理 に わ た って種 々 な 努 力 と試みがなされている。

住 宅 建 設 計 画 は 10階と 11階 建 の 高 層 住 棟 4 棟 で

(  1  0  K  3 18 戸、 2 0 K  7 5 4 戸 ) う ち 3 練 は 中

廊 下型 式 で あ る 。 約 1 万 坪の 敷 地 は 工 場 跡 地 で

あり周辺は 4 m道 路 程 度 で あ っ た ら の を 、 特 定

街 区 の 適 用 に よ っ て 全 周 6 m以 上 の 道 路 事 情 の

改良が行なわれた。

施 設 計 画 は 団 地 居 住 者のための公団管理事務所、

集 会 所 、 管 理 作 業貝 詰 所の ほ か 、 周 辺 地 域 へ の

利便性も考慮した戸苦手JJ 苫告iIi Ｈ 飲食倍、ｾｉｔＮ 気器具

宿、クリーニ ング庖 、 歯 科 、 内 科 医 院 など) 1 4  

庖 を 配 し 、 ス ー パ ー マ ー ケ ッ トと幼稚園 が 今後

予 定 さ れ て い る 。

住 戸 ユ ニ y トはパノレコニ ー に 替 え て こ れ を 広 縁

ノレームとし、幼児のサンルーム、児童の勉強部

屋、 主婦 の 家司王室、主人 の 舎斎 などに使 用 しう

る よ う に し 、 窓 建 具 は K J 規 格 以 上 の ア J レミサ

y シとし ガラスは 6 .8mmのプレートワイヤー( パ

ラ フ イ ン ) を 使 っ て い る 。 困 問 住 戸 に つ い て は

ベ ヰ シ ア ン ブ ラ イ ンド装備 で あ る 。 住( J I i 設計で

は 中 廊 下 の 通JiR¥. . 換気 ・採 光 の た め に 桁 行 ス パ

ンの一昔11で風 ill スリ ン ト を 取 り 、 防 災 上 の 配l志

としては妥1ftll 階 設 室 に は排 煙 前 室 を設けた。 E '

V 台 数 は 約 100戸/ 台の割l で自己泣きれている。

外 装 仕 上げは 2 5角 の 窯 変 モ ザ イ ク タ イ ル で 美 観

と汚れ 、，'fdJ離 の問 題 に 対 処 し、 E ' V ホーノレ窓外

1I11J に は 縦 方 向 の 各 11皆プラント ポ y タス 、 3 号

棟 の 2 階庇にプラント ・ベース( ，、ずれも自民IJ

Wi 水 装 置 付) によってアク セ ン ト と 色 ど リ を 添

えている。

高 層 化 に よ っ て 符 ら れ た 屋 外 オ ー プ ン ス ペ ー ス

は十分な緑と自由なさ ｾｮｮ を災現するため、ひろ

ば は 全 面 芝 貼 の 棚 の な い 術 林 で あ る 。 ま た 子 供

の水遊びにプーノレを、園芸のために無償自主illi

tZ方 式の貸 花 埋 も あ る .

家賃対策としては傾斜家賃制度が採用された。

これはこれまでは ＷＰ 正 ｦｾ 原価 償却均 等制月額であ

っ たも の を 入 院開 始 時 に は 低 くおさえ 、 以 後 5

年にわたって漸次的に家t ' ( をあげて、募集H寺に

お け る 申 込 資 格 と 当 初 の 生 活資負 担の軽減を百十

る も の で あ る 。 あ わ せ て 職 住 近 接 め 観 点 か ら j凶

勤 区 分 制 度2 を も う け て 此 花 区 、 西 淀 川 区 、 福 島

区 な ど に 勤 務 先 を 有 す る 鰐 住 者 に 対 し て は 5 僚

の当選確率となるように配慮された。

太阪市此花区' " ' 法町市 3 r 自

工 業 地 域 市 防 火 地 区

般 I也1而h't 34. 654 m
1  

控 築 相 旺 袈 撞畢面楠 睡床面楠 I DK  2DK 針 地 1.9: 

10F  

町、倉 町、， 

l 号隙 2，539 23 .649 40 360 400 

R.  C  

I I F 
1  F  

2 号棟 SRC  1，329 11 ，114  160 160 

R.  C  
戸割庖舗 14広

10F 
1  F  

3 号練 1，869 16. 444 18 234 252 

管理事務! i i

R. C  

集 会 虫

幼稚園( 干定)

I I F 1  F  

4 号棟 SRC 1，240 11 ，867 260 260 ス ー パ ー マ ー

R. C  ケ y ト( 干定)

計 6，977 63 ，074 318  754 1072 

住 毛 面 械 ( ネ ヅ ト ) 1 0  K  3O . 37 m' - 32. 88 m'  

2  0  K  44.  55 m' - 47 .  06 m'  

建 ぺ い 草 21. 5  %  容 械 準 194 %  

計 画 人 口 3，700 人 人口密度1 . 100 人 / ha

o  ， 1I "  1Il ｾ司 ｺ ・ ・ ｵ

設 計 監 思 日本住宅公団大阪支所

安井l . I ! 築t主計事務所

旋 工 側 海 池 組

工 期 昭 和44年 4 月- 46年 2 月

家 賃 1 0  K  16，∞0- 17，6∞ 

2 D K  23，8∞- 26 ，7∞ 

. 新 刊 紹 介 111111111111111111111111111111111111111111111 

• rsJl J  

徳 永 正二三宅二

発 行 所 : 1 . 恋永興産株式会社

「主I! 写陶家」として自 他 ともに併す務: 者が、 陶 画

の? ? 作としてはじめた器性きの顔や 自然の画 集

で、新聞 の 学 芸欄 の カ ッ ト な ど で っ か わ れ 、 注

目 を あ び て い た も の 。 自 然 と 人 !日1が 浪 然 一体と

なり 、線 の nE複 を と も な っ て 独 得 の リ ズ ム と ユ

ーモラスをかもしだしている。

花 の 娘

13 
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- 特許建築用内装・外装化粧材

砂粒状陶磁器の吹付

セ ラ ス キ ン と は 陶 磁 器 の 皮 ( C E R AMI C S K IN ) と

云 う 意 味 で砂 粒 状 の 有 色 陶 磁 器 と 結 合剤 とを混合、 i夜

1犬 と し た も の で 、 こ れ を ス プ レ ー ( コ ン プ レ ッ サ ー{吏

用 ) ガ ン に て 建 造 物 の 内 ・外 、 壁 画 、 天 井 etc に 吹 付

け 、 防 水 性 と 装 飾 を 目 的 と す る 建 材 で す。
ｾヲヌ宇Ｍ［ＮＮ u  

- 建造物の内外部に グ

粉状陶磁器の吹付

特 徴

. 色 彩 高 熱 焼 成 ( 1250.Cー I350.C ) に で 発 色

し た 陶 磁 器 を 主 材 料 に し て 顔 料 、 色 素

を 使 用 し な い 為 雨 風 、 太 陽 光 線 に よ る

ｾヲヨ ｾｉ］］
色 彩 の 変 化 は 起 り ま せ ん 。

. 防 水 性 通 気 性 、 防 水 皮 膜 を 形 成 し ま す。

. 耐 薬 品 性 弱 菌 室 、 弱 ア ル カ リ に 対 し て は 変 化 を 起

セヲ訂‘ 三'11=

@  

- 耐 寒 性

- 下 地

し ま せ ん。

- 20. C に 4 時 間 冷 凍 し で も 亀 裂 そ の 他

の 異 常 は 認 め ま せ ん 。

コ ン ク リ ー ト 打 放 し 、 モ ル タ ル 、 ベ ニ

ヤ板、辛口壁 、 ブ ロ ッ ク 、 ス レ ー ト 、

テックスま頁 etc.

鉄 類 の 場 合 は 錆 止 塗 料 を 塗 って下さし、。

山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社

本 社 。エ 唱 / 大 臣 府 間 壇 市 別 府 3 6  5 宮 (06 ) 381 - 9131 - 5  

東 京 世 曜 研/ 軍 軍 相 手 代 田 区 間 町 3 - 6  ( 臨 井 曹 2 ピ ル } 雷 同 町 265ー 師 同 9  

名 古 車 嘗 醒 所 / 名 古 屋 市 中 区 世 3 - 2 3 - 1 4 (山 市 ピ ル } 宮 ( 052 ) 2臼 - 6774 - 5  

帽 岡 宮 聾 所 / 植 岡 市 博 多 駅 前 4 - 3  - I  4  (菅 席 ピ ル 〉 官 ( 092 ) 43  - 6  9  4  0  

広 島 嘗 醒 所/ 広 島 市 中 広 町 2 - 2 0 - 9 ( み の る ピ ル ) 宮 ( 0822 )引 - 6  2  0  0  

仙 台 出 彊 所/ 仙 台 市 上 杉 2 - 4 - 4 6 (躍 林 歯 師 ピ ル ) 官 ( 0222 ) 22 - I  2  9  9  

b  
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新製品紹介

大阪ガス住宅設備機器

大阪瓦j析附は、4 月13 日、京洋ホテル

で、新しいガス住宅設備i機株の発表会

を行 った。 (写n. ・会場のー コマ )

- ガスセン卜ラルヒーティング 〈温風式> 44- 590型 ( 写 真)

-----------

給湯暖房 総

44- 570引

同H.il時HZ5房1. 眼房能可能面力倒

10，000Kca l /時

5 室、約67m'

冷 房 能 力

同時冷房、冷房可能面楠

給 湯 能 力 13，000Kca l/ 時

貯 I品 最 7  0  e  

ｉ ＺＧ ｾ さ，ｾｩｊ .奥行き 鳴 1870，500，570 

l聞 絡(予定 ) 本体26- 27方向

発 売(予定 ) 今 秋

機器本体と 冷房 ユニ y 卜〈室内側 〉

〈室外1Qlj > の セ ッ トで、暖房 ・

冷房 ・給湯ができる函期的なシス

テム。機 器 本 体 ( 44- 590型 ) の上

に冷房 ユニ ッ ト 〈室内側をセ ッ

トし、屋外に冷房ユ ニ ッ ト 〈室外

側Ij > を設置、両ユ ニ ッ トを冷媒配

管する 。

・ダクト式なので、ダクト配管さ

えしておけば、暖冷房する部屋を

自由に選択できる 。

・暖房の ときは、自動加1息苦誌が働

き、冷房H寺の除湿能力も抜群。

・給 ・排気はバランスド ・フル一

方式。

暖 房 器 給湯H.il)jJ 総

44- 580'l'i 44 - 590明

12，000Kca l /時 8，000Kca l /時

6 ，昼、約80m' Ｔ 室 、 Ｊｾ ＵＳ ｭ Ｇ

42 ，500kca l/ 時

室、車，1:s Om'

13，000Kca l/ 時

7  0  e  

1750 ，410，720 1870 .500，570 

本体20万円前後 498，000同

ノ弘，、
秋 46年 7 月

φ  

. キチンユニ ッ ト 〈ブロ ック型〉

独 自のプ ロック方式 の 採用 によ り、各位キ ャビ ネ y ト、調理天板、棚パ

ネル、パックパ ネl レなど を自由に組み合わせて、ユニ y トを椛成でき、

建 築 条 件や使用条件 に的確に合わせること ができる 。 ガス機総から収納

部まで、台所に必裂な設備はす べ て集約 している 。

〈寸法〉高 さ 2 ，200弘、幅 2 ，0∞怖、奥行き 720"弘、調理台高さ 850怖

く価 格〉標 準 ユニ ッ トで20万円前後 〈発 売〉今秋予定

Uj  

. 洗面付き パ スユニット

パスユニ ッ トの なかにバラン

ス型外だき釜 〈シャワー付き 〉

を設澄し、 ｊｬｩｾ 呂 の 釜だきはも

ちろん、そこからシャワ一、

洗面への給湯ができるように

したもの。

・水まわりの設備を 1 ヵ所に

まとめているため、使いや

すく、快適。

・完全| 坊水桃造で、防水工事

は不姿。

〈寸法〉高さ 2 ，000弘、

幅 1 ，800'弘、

奥行き 1，200仙、

〈価 格〉 ユニ ッ ト一 式 で28

ー29万円

〈発 売> 46年 7 月予定

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

- 住民本位の都市づくりをめざして ー「革新大阪府政実現にあたって建築家・技術者の会」 一

「大阪にも、住民本位の者11市 づ くりを 」と言 う府民の願いが高まり、 長

年にわた って大企業後先、住民不在の都市政策を続けてきた府政にかわっ

て、住民本位の者[1市づくりをめざす革新府政が、大阪にはじめて誕生し

たことは、住民の立場か ら建築をつくり、都市をつ くろうとしている私

達建築家 ・技術者にとって最大 の喜 びです。

私達は 、 この 4 月 5 日に、 3∞名以上の参加者、支持者をもって、 「革 新

大阪府政を考える建築家 ・技術者の会」 を設立し 、 また。 設 立のよ長いに

は 「堺から公害 をなくす会」 など の地域住民の代表から、交通騒音 、住

宅問題、大気汚染の生々しい報告があり、住図昌一氏より 「革新府政を

考える 」講演がありました。 そ して、住民本位の都市づ くりをめざす 「革

新大阪府政」の実現へむけて、建築家 ・技術者 の立場から、大阪の都 市

政築を考える連続小集会を数回にわたって聞 くなど、積極的に発言 し、

1I ' 動してきました。

私達は 「革新大阪府政を考える建築家 ・技術者の会」設立宣言の中で次

のような熊J支を明石在にしております。

「生活環境をよくしようとする住民の意志と行動をただしくたすけ、発

展させて、環境を盟かに住みよくしていくことが、 地方自治体の本来の

ありかたである以上、それを大阪でも っ ともよく生かすものが住民本位

の民主的な r革新大阪府政』 であります。 慾法をく ら しの中に生かすと

同時に、環境破壊から大阪を守り 、大 阪湾か ら生駒山まで、緑と 管 室を

とりもどし、水の都をよみがえ らせるためにも、住民本位の都 市 づ 〈り

をめざす 『革新大阪府政』の推進は必要であります」

革新府政が実現された今、 「住民本位の都 市 づ くりをする 」 とい う、 私

述、総築家 ・技術省の社会的なl ' e 1 I : と義務をよ* せる条 件が急、.iili にとと の

いつつあります。 ，fi 迷は革新 Jf.f 政の実現 を心 から 14ぷと |百l時 に、 これま

でのよびか け をより強め 、存分野の専 門家とも協同辿慌 しながら 住 民の

ための住みよい位かな生活空1: 日、都市環境づく りに似極 的に参画 してゆ

く決算 を、あらたにしたいと 思 います。 そして、 大阪 を本当に 府 民の誇

りとする 都 市 にするため 「革新 大阪府政 を巧える建築家 技術 者 の会」

への参1JII を、いっそう多く のおl 築家 校術者 によ びかける とともに、 叡

智と総力を総集 して、住民のための都市づく りを推進させ る方法を A号え、

住築家 ・技術者の 立場から、 1( ，新J {.f 政を 11¥7J におしすすめていくことを

ここに表明いたします。

1971年 4 月12 日 市新大阪府政を巧える ｩｬｬ 築家 Ｎ ｴ 主体 ｩ Ｎｲ， Ｍ の 会 Ｈ ・ ｪ ｱｨｊｾ ｪｔ Ｉ

建築技術者の会設立の集い ( 1971 .4 .5)

15 
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す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

軽 量

比 重 0. 5

断 熱

而七k

法 定 耐 火 材 料

I!J 

⑨ P O R Eぎ〉

ダ イ キ ン エ 難 ( 株 )滋 賀工 場

設 計 株 式 会社 日 建 設 計

施 工 (株 ) 大 林 組 、 鹿島 建 設 ( 株 )

( 株 )竹 中 工 務 1吉 J V  

使 用 場 所 ヤ ヰ ・カ ベ

. シ ポ レ ツ ク ス は 工 場 、 住 宅 か ら 超 高 層 ビ ル ま で あ ら ゆ る 建 物 の 屋 根 ・ 床 ・ 壁 ・ 間 仕 切 ・

耐 火 被 覆 に 使 用 さ れ ま す カず次 の 建 物 に は 特 に 最 適 で す 。

1  工J t : J J短 ti I'1 を 要 す る す べ て の 催物

2  空 調 を 要 す る 工 場 . 0.}oj 1事 務 所 住 宅 等

3  鉄 骨 大 張 川 の 工 場 ・休 育 館 等

4  軽 丑 化 を 要 す る 日 用 挫 築 物 ・軟 弱 地 燃 の 建 物

5  鉄 廿 耐 火 村Ji 左の主主牧l

吉山ポレ ＱｉＯＧＷｾ 脹売株式会社
本 社 ・ 東 京 支 l苫 東 京 都 千 代 田 区 神 田 司 町 2 - 6  ( 平沼 ピ ル )

電 話 東 京 ( 256 ) 代 表 3 4  5  1  

大 阪 支 l苫 大 阪 市 西 区 立 売 堀 北 通 1 - 9 0 ( 第 三 富 士 ビ ル )

電 信 大 阪 ( 538 ) 代 表 o 5  2  1  

名 古 屋 支 l吉 名 古 屋 市中 村区 広 小 路 西 通 3 - 2  ( 大 商 ビ ル )

電 信 名 古 屋 ( 581 ) 代 表 7 4 2 1  

， 

-

• 
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口写真と概要をどしどしお送り〈ださい.

凡例 . a . 所在地 b 建築面積 c 延面積 占 構造規線 e 工 期

649.  尼 崎 市 立 ス ポ ー ツ マ ン 会 館 I 650 桜 川 市 街 地 住 宅 I 651 .  広 島 県 斤 舎 北 館

652. 貿

やしろ

設計 : K K 中 海 建 築 事 務 所

施 工 ・丸 石 工 難

a 尼 崎 市 西 長 州 本 i!li

b  .  465.79 m'  

C .  818.20 m'  

d.  R C造、 2 F  

e  .  日目相45年 3 月~昭和45年 10月

設計 : K K 中 漂 建 築 事 務 所

日 本 住 宅 公 団 大 阪 支 所

施工 : K K 佐 藤 工 業

a  大阪市浪速区絞1113丁目 l帯地

b.  2，532.89 m'  

c  .  15，031. 73 m'  

d .  R Cii'i、 10F、P H2，- 部S RC造

e  .  1171布14411" 3 月-1111手1l 451j三 12月

易 ビ ル I 653.  福 岡 市 塩 原 市 街 地 住 宅 I 654 弁

設計 K K 創 建 設 計 事 務 所

施工 。K K 熊 谷 組 大 阪 支 庖

a  神戸市生回区東町 1 2  3 ノ l

b.  1，582.40 m'  

15，522. 17 m'  

S 造、 s I 、 9 F 、P H 3

e .  11円相44年 6 月~昭和45年 10月

設計 : 山下寿創設計事務所福岡支社

施工 : 村 本 建 設

a  . 稲岡市大字塩原字水町911- 4

b.  2，34 1. 91 m'  

C .  42，733.26 m'  

d  .  S  R  C ii'i 10F  

e  .  1昭和4411三7 rJ - 1昭和461ド2 月

655.  社 モ ー タ ー ボ ー ト 会 館 I 656.  近I I } コー販売株式会社男子牡員独身寮 I 657.  宇

設計 三 橋 建 築 役 計 事 務 所

施工 K K 鴻 池 組

a  兵庫県加東郡社町上三草字三草山

b .  2，081.8  m'  

c .  4，699.2  m'  

d .  R  C 造、 B 1  3  F  

e  昭和45年 2 月~昭和46年 1 月

設Ji" : K  K  尾崎建築設計事務所

施 工 大 都 建 設 工 業 K K

a  尼崎市若王寺字大波 l 番地の10

b- .  737. 00 m'  

c  .  2，152. 24 m'  

d .  R  Ci l i ‘ 5 F  

e  昭和45年 3 月ー昭和46年 2 月

設，:1. K  K 日 建 設 計

施 [ : ;膏 水 建 設 K K

広 品 市 北 町 10 番 52 号

1，545 .55 m'  

11 ，159.93 m'  

R C泣、 s 1， 6  F 、P H  2  

e  .  II({ 布14M!'. 3  J  J  -1171手1145年 9J J

筒 屋 新 館

設計 。三 田 建 築 設 計 事 務 所

総工 K K 鴻 地 紐

a 兵庫県美/ j 間; 湯村弘泉

b.  912 m'  

c  .  6，878 m'  

d .  R  Ci l i 、s I 、 6 F 、P H 2

e .  IIHt日45年 3 J J -I昭和4651'.3 H  

イ左 市 庁
会主

c  

設計 K  K  ｾ事沢建築設計事務所

施工 。東 海 興 業 K K

a  . 大 分 県 宇 佐 ，Ii 大 字 上 回

b.  4，330. 13 m'  

C .  8，653 .65 m'  

d  庁舎練 R Cj 立、 4 F 、P H  1  

J再会保 R  C; 立、 I F、その他

e. 昭和45年 3 月- 1昭和46年 I 月



各種玄 関マット設計製作 E 畠j j I 2 温

ヨ
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〈 詳 細 図 〉

1+1  1  1  1  1  1  1  N  ｾ＠

に二::ニコJミ

〈規格色〉 赤 ・白 ・緑 ・鼠 ・青

お そ う じ 百 貨

玄関に

J 、イセンスをノ

マッ卜は

卜ップメーカーの

三 " 9";;_.，-Y製品を

お選び下さい

( ウル卜ラセン)

ウルトラインマット試験表

・耐摩耗試験 摩 粍 減 量 0 .0035 グ ラ ム

試 験 条 件 テ ー パ ー 摩 粍 試 験 機 荷 重 500 グ ラ ム

回 転 速 度 57r. p.m. 1000 回 転

・熱収縮試験( 膨張)

40 . C :!: 1  . C 3 時 間 変 化 な し 一 5 . C 3 時 間 縦 ( ー0 . 1 0 %)

横( ー 0 . 1 7 %)

・耐薬品試験 浸 漬 条 件 30. C x  31日間重量変化率

3 %H2 S O，( 孟 0 .1 % ) 10 %  N AoH( 孟 0 .1 % )

植物油( 白絞油) ( 5 .2% )  ( 30. C X  5 日間)

・耐水試 験 浸 漬 条 件 23. C X 2 4時 間 0 .07%

〈営 機 所〉

三百リ ｉｉｾｖ 工業株式会社
東 京/ T E  L  ( 667)  8 8 4  4  ( 代)

名 古 屋/ T  E  L  ( 911)  4  3  0  6  - 7  

京 都 第 1 / T  E  L  (221)  5363 ・ 0214

京 都 第 2 / T E L (312) 6  0  5  1  

大 阪/ T  E  L  (531)  7  5  7  1  - 4  

福 岡/ T E L (27)  2 3 3  1 (代)

北 九 州 / T E  L  (57)  3  5  7  9  

営 業 本 部 / 大阪 市 西 区北 堀江 上通 一 丁 目 20 T  E  L  ( 531)  7  5  7  1  - 4  

本 社工 場 / 京都 市 南 区 久世 築 山 町 380の 2 T  E  L  ( 921)  6  3  6  1  - 3  

• 

e  
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〔京都第一工業学校昭和 15年 3 月卒〕

すわっている人 左より (敬称略)

宮 本 良 吉 (K K 宮本組)

永 井 慎 也 ( 三井建設K K)

小 川 館 男 (小川建築設計事務所)

吉田賢次郎 ( 大畠建設K K )

橋 本 永 三 (清水建設K K )

山 中 英 男 (K K大林組)

池阻総一郎 ( 先生)

n 木 稔 夫 ( 先生)

沢 本 建 一
( 沢本友官工業)

たっている人 左より ( 敬称略)

石 橋 一 男 (K K石備工務前)

山 本 昇 一 (大登建設K K)

田 中 稔 也 ( 大和ハウ ス工抱<K)

田 口 信 夫 (K K 恵美須建設)

京都四条青雲様にて昭和46年 4 月11 日

卒業して満 30周年を迎えた我々 34人中、 15人が戦病死などで失 ったのは、我々戦中派では珍し くない

かも知れない。 激動の直前のオ ールド リベラリズムの、ほんの一端 と い う か 、 古 き 良 き 時 代 ? の勾い

を嘆いだ のも 、今にして恕えば懐かしいことである。

「なすの会」という 名前 のいわれは、英語 を教えるよりマルクス ・レー ニンを話す方が多か った先生の

ニ ックネー ムである 。 何故建築外 の 先生の仇名が今でもわいわいと集 っ ている、我々 の よｾい の名前に

なったか ・・♂・ は、詳らかでない。すべて夢である。

石 橋 海軍へ勤務したが陸軍で台湾に出征、彼はこつこつとやる技術屋。口をあけるのは酒を飲む時

とい う武者である 。 小川 勉強組であ っ たが適当にやっていた。 早稲田に進学後海軍技術将校となり、

現在変化に富む設計をしているが、夜行型でもある 。 沢 本 来畑建築事務所に勤務していたが父君の

後継ぎで、 180度 の転換京の町家の優れた左官業を自営。在学中級長て' あ った。 田口 海軍の関係で南

方行き 。 またこの話がおもしろいが彼独得の親分人情家で我々の会のリーダーである 。 社長業に忙し

い。日曜日登 山をする のが欠点 ? 田中 日大へ進 み シベリア抑留時代が長か っ た。 彼独得の大人型

で悠揚迫らぬところ大したも の。会う 者をゆったりした気分にさせる。大 和 ハ ウ ス の 幹 部。 永 井 苦労

した。在学中ラグビーでフォワードをやっていたが、試錬に耐 える根性が現れてピチピチ? して安定

した。 橋 本 彼に戦中記を舎かせたら小説以上。清水建設で暴れているが学校であれだけやんちゃを

したのにまだ不足らしい。! 被死した仲間の分までやっていてくれるのだろうナ。 宮 本 竹中工務庖を

社 員 番 号 900番台で休職入隊後、 2 代目左官業である 。 先代に追いつき追い越せムードで上昇せんと

現在はマジメ型。 山中 彼の英語はうまかった。例の巻舌でペラペラゃるので一 同煙に巻かれるこ と

一。大林組の北陸でデンと構えているとは、さすが。 山本 脱 京都業界で大阪に勤住をしている。

社長の仕事も多忙だがゴルフも忙しいのと違うかと、彼をひがむ者が多いとか。つらいナ。 吉国 誰

の髪が一番早〈パックしたかという論はさておき 、神戸高工を出、滋賀県 のこれも大人。ロータリー

クラブ員で尺八の名手であり 何 であり、とにかく肩書の多い人 間だ。一風変って機械体操の名手。

ここにまだ欠席者がいる。色染と建築をまちがえて今染色業をや っ ている豪の者( 中田 ) 数奇屋怨築を

自他共に誇る 10何代自の安井杢工務庖社長の( 安井) 設計やら麻雀などで忙しい (木 村) 千代田建設の重

鎮で忙しすぎる男 (樫 尾)福井県庁建築課のぬし ( 藤 本 ) である 。

末文で恐れいるが池田総一 郎 先 生。n木稔夫先生もまだ我々の御目付で御出席を得たのはいつもなが

ら 嬉 し い こ と で あ る 。 ( 宮 本 記 )
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- 設 計 と 施 工

設 計 と 施 工 と は 分 離 す べ き か 、 ま た は 一 貫 し て 行 な う べ き か に つ い て は 種 々 議 論 の あ る と こ ろ で あ る 。

公 共 建 築 物 に つ い て は 、 た て ま え と し て 分 除 すべき であること に つ い て 恐 ら く 異 論 は あ る ま い 。 そ れ は 住

民 の 税 金 に よ っ て 建 て られる建物であり 、税 金 の 使 途 に つ い て は 常 に 第 三 者 の 監 視 が 必 要 だ か ら で あ る 。

そ れ 以外 の 建 物 に つ い て は ど う か 。 た と え ば10憶 の 費 用 を か け て 造 っ た 建 築 が 来 し て 10憶 の 値 打 ち が

あ る か ど う か は 誰 か が 判 断 し なけ れ ば な ら な い。 その 建 築 主 が 直接 判 断 で き る 場合 は と も か く 、 そ う

で な い 場 合 に は 自 分 の 最 も 信 頼 で き る 人 に 鑑 定 し て も らう こ と に な ろ う 。 そ の 人 が 建 築 家 で あ る 場 合

は 当 然 設 計 と 施 工 と は 分 離 さ れ る こ ととなる。 ま た そ の 人 が コ ン ト ラ ク タ ー で あ る 場合 に は 設 計 施 工

共 一貫 し て 依 頼 す る こ と と な ろう 。 実 際 の 事 例 で は い ず れ を 選 ぶ か に つ い て は か な り 複 雑 な 条 件 が 絡

み 合 っ て い て 必 ず し も フ ェ ア な 選 び 方 に な る と は 限 ら な い け れ ど も 、 要 す る に 誰 を 最 も 信 頼 す る か が

最 後 の 決 め 手 に な る こ と は 否 定 で き な い の で は な い か。 ( F )

. 土 木 の 施 設 と 建 築

大 学 に 入 っ た 春 だ った 。 入 学 歓 迎 会 の 席 上 、 あ る 恩 師 の 話 に 、 「 私 が 建 築 に 進 ん だ動 機 は 、 橋 と か 道 路

はどんな人でも、 犬 や 猫 で さ え 渡 っ た り 歩 い た り で き る 。 こ ん な に 平 和 で 市 民 的 な 、 博 愛 的 で さ え あ

るも の を 創 る 仕 事 が 他 の 工 学 の 分 野 に あ る で あ ろ うか ? そ う い う 仕 事 を す る こ と が で き る 建 築 を 選

ん だ の だ が 、 諸 君 は 果 し て 如 何 な る 動 機 で 建 築 学 科 に 進 ま れ た の か じ と い う の が あ っ た。

ク ラ ス の 者 は い ろ い ろ も っ と も ら し い 、 或 は も っ と も ら し くな い 理 由 と 動 機 を 述 べ 立 て た も の だ っ た。

そ し て 、 そ の 時 私 は 建 築 と 橋 や 道 路 と で は ど う し て も 異 質 の も の が あ る こ と を 感 じ た も の だ っ た。 建

築 は 人 間 の あ ら ゆ る 生 活 を 包 む も のであ る と と も に 、shel ter と し て 外 の も の を 拒 否 す る と い っ た 性 格

が あ る 。 最 近 は 土 木 の 施 設 に も 有 料 道 路 な ど 、 あ る 特 定 の も の だ け の 用 に 供 す る 施 設 も 多 い よ う で あ

る が、土 木 の 施 設 に 較 べ 、 建 築 は 個 性 的 な 性 格 が あ る 。

し か し 、 土 木 の 施 設 が そ のc i v il の 名 に 相 応 し た 市 民 的 な 性 格 に 近 い と す る な ら ば 、 建 築 はAr i st oc racy 

の 傾 向 も 強 い よ う だ 。

こ れ は 、 建 築 の 優 れ た 性 格 で も あ る と と も に 、 時 に は と ん で も な い 独 普 に 陥 り 易 い こ と を 物 語 っ て い

るので干はなかろうか? ( G )  

. 松 下 村 塾

高 名 な A 氏 と い う 建 築 家 は 自 分 の 設 計 が 建 設 さ れ て いく 現 場 で 、 で き て い く 建 築 を 見 な が ら 図 面 に 囚

われることなく、 し ば し ば 設 計 を 変 更 さ れ る と か。

前 負 っ て い る 建 設 会 社 は と ま ど う こ と と思う 。

一般 の 建 築 の 建 設 と し て は 、 設 計 は 設計 の 際 よ く よ く 錬 っ て 図 面 に そ れ を 詳 細 に 記 入 し て 置 く べ き で 、

大 部 分 の 建 築 は そ う で あ る 。

し か し 、 創 造 と し て の 或 は 表 現 と し て の建 築 に は A 氏 の よ う な や り 方の呼 吸 が あ っ て も い い よ う な 気 も す

る。創 造 と い う も の は 、 深 い 思 い 入 れ ののちの、 f設後 の 手離 れ の 際 に 負 う と こ ろ が よ くあるからである。

徹 底 し た 商 品 と し て の建 築 設 計 、 そ れ は 組 織 化 さ れ た 建 築事 務 所 の も の と し て 、 こ れ ま た 徹 底 的 に ビ

ジネ ス 化 し た 建 築 現 場 に よ っ て 建設 さ れ る 。

A 氏 の よ う な 仕 事 の し か た は 、 特 殊 な 建 物 に し かでき な く な り つ つ あ る 。

教 育 で い え ば 、 緒 方 洪 庵 の 適 4 斎 塾 や 吉 田 松 蔭 の 松 下村 塾 と い っ た と こ ろ で あ ろ う 。

現 在 の マ ン モ ス 大 学 の 教 育 と 思 い あ わ す と き 、 時 代 と い う も の を 感 ぜ ざ る を 得 な い 。 ( M )

. す れ ば で き る 整 理 整 頓

建築現場によく「重量理主査頓」 の 貼 紙 が 出 て い ま す。 誠 に 結椛 なことです。 け れ ど も 性 質 と い う か 、 習

慣 と い う か 、 人 に 言 わ れ な く て も キ チ ッ と す る 人 と 、 な か な か で き に く い 人 と が あ り ま す。 私 自 身 後

者 の 方 で 、 誠 に お 恥 し い 次 第 で す が 、 そ れ だ け に 人一 倍 音 に し て い ま す 。 そ の か わ り 、 整 理 整 頓 が で

き た と き は 非 常 に う れ し い 、 気 持 ち の よ い も の で す。

大 正12年 9 月 1 目 、 東京 大 震 災 の と き の 話 で す。

当 時 の 東 京 の 取 引 先 に M氏 と い う 方 が あ り ま し た 。 そ の 方 が 「 思 い が け な い 大 震 災 で 、 物 を 運 び 出 そ

う と し て も 、 座 ぶとんが、足にからんで困った。」と言うのです。「座ぶ と ん を 片 付 け て か ら い っ ぺ ん に

能 率 が 上 が り ま し た 。 あ あ い う と き は 、 ま ず 第一 に 足 元 を 片 付 け る こ と で す。」 と 体 験 を 話されました。

これは 、 ど こ に で も 通 じ る 真 理 だ と 思 い ま す。 座 ぶ と ん を 片 付 け る 手 間 で一 つ で も 物 を 述 ぴ 出 せ ば よ

い よ う に 思 う も の で す が 、 間 違 い だ と 思 い ま す 。 特 に 建 築 現 場 の よ う に 乱 雑 に な り や す い 仕 事 場 な ど

で は 、 足 元 を 片 付 け ま す と 、 自 然 に 能 率 が 上 が り ま す。 ケ ガ も し な く な り ま す。 し た が っ て よ い 仕 事

が で き る と 思 い ま す 。 針 金 一 本 、 縄 屑 一 つ で も 動 作 に さ わ り ま す 。 ま ず 足 元 を 整 理 し ま し ょ う 。 ( Y )
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設計から企画へのプロセス

巽 和 夫

1. 設 計 か ら 計 画 へ

建築教育におい ては，カリキュラムの上で設計製図 lζ 非常に多くの時聞を与えている。乙れは工学部

の他の学科からは奇異にみえるらしい。工学教育の改革において，専門分野の必修科目を基礎学( 例え

ば機械工学では熱力学 ，流体力学，材料力学〉にしぼってい乙う とす る全体の動 きのなかで，ひとり 建

築のみが，技能教育ともおぼしき設計製図 lζ 多くの時聞を割き，そのうえ ，科目をしぼる 乙と も困難だ

と主張しているのだから ，奇異にみえるのも止むを得ないかも知れない。そもそも建築学を工学の枠の

なかにはめ乙む乙と自体が，無理なのではあるが，その議論は ともかくとして，建築設計が，機械など

の工業製品と比較して特殊的であり ，建築とならび称される乙 との多い土木施設と比較 しでも ，かなり

ちが うこと も確かのようである。

建築設計におい ては，設計図の作成それ自体が，設計行為の主要な過程であり ，設計の質は設計者の個

人的な技伺 lζ 大きく左右される。その技備は ，長年にわたる設計製図の トレ ーニン グに よって練磨され る

のである。技何の高さは ，ある程度は トレ ーニン グの時間の関数であるといってよいから ，可能な限り ，

設計製図の時聞を多くとり ，教育年限を延長したいという希望を ，設計教育担当者は常に抱い ている。

しかし，建築家としての修業は ，生涯を通じて終る乙とがないものだ，といった一般的な意味におい

てではなく ， 学校における基礎的な設計教育 lと時聞がかかるというのは ， あまり自慢できる話ではな

い。もし，建築設計理論が確立しているのであれば，その理論を教える乙とによって，技能的なトレー

ニ ングは ， うんと軽減されるはずだからである。現在のと乙ろ ，設計の理論化は，まだ低い水準にある

といわざるを得ない。もちろん ，どのように理論化が進んだとし て も，具体的な設計決定には ，広い幅

と多くの選択肢が用意されているであろうし ，まして設計の造形的な個別性 lζ 高い価値が認められてい

る建築においては ，設計過程での設計図作成の重要性を大きく減ずるととはないとは思われるが。

建築設計の理論化の程度は ，まだ満足すべきものではないとはいえ，急速な進歩を遂げている。建築

設計は ，建築利用者の利用上の要求を建築空聞に組織だてる部分 と，空間組織を建築物 として実体化す

る部分とに分けるととができる。乙れらのうち ，前者については ，戦前の住宅のすまい方の研究から始

まり ，戦後は対象が教育施設，医療施設等 ，各種の公共施設に拡げられ ，用途別建築型や地域施設の利

用要求，利用方式，平面構成 ，施設規模の研究として発展してきている。後者については ，研究の発展

は，最近の乙とに属する。空間の実体化は ，構法，材料，寸法によって行なわれるが，構法は一般構造

からビノレディング ・エレメン卜論へ ，材料は材料設計法1 [ ，寸法は モデュラ ー コーデ ィネ ーショ ンとし

て，それぞれ体系化が進められつつある。

ζ うした建築設計における理論化の重要な意義は，それぞれの理論が独自の法則に沿って発展し ，そ

の成果が建築設計の水準を向上させる乙とであり ，経験的で技能的な建築設計の客観化，普遍化を計る

とζ ろにあろう。設計に論理的な部分ができると ，その部分は設計図作成とは切離されて， i 計画」と

して機能する乙とになる。例えば，平面構成の設計において ，拠るべき理論がない場合には，過去の実

例を参考にして ，実際 lζ 図形を画いて試行錯誤を繰返しながら ，設計を進めるほかはないが，平面構成

理論は ，図面の作成 lζ 先立って ，平面構成に概念的な解を与える乙とができる。とれが「計画」と い う

ものである。設計分野における理論化は「設計計画」を誕生させたが，同様にして，構法，材料，寸法

における理論化は ，次第に「構法計画J i 材料計画J i 寸法計画」を可能にしていく であろ う。

構造や設備の分野では ，早くから理論化や技術化が進みながら ，最近まで「構造計画」や 「設備計画j

の形として育たなかった。それにはそれだけの理由がある。

ー‘
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構造設計は ，機能的な要求 lζ 基つ' いて構成された建築物が与えられ，その安全性の検討と安全性を保

証するための設計に限定されていた。設備設計は ，空間構成や構造が決定された後，設備をはめ込んで

いくという考え方で ，永らく「附帯設備」と呼びならわされていたように ，明らかに従属的な立場 lζ 置

かれていた。しかし，今日 ，構造においては ，技術の進歩によって出現した代替的な構造方法の選択や，

空間構成への構造技術の側からの提案が可能になり ，設備については ，建築に対する性能要求を空間の

効率的な利用要求の向上によって，建築世 lζ しめる設備費の割合は飛躍的に上昇し，単なる設備機容の

レイアウトではなく ，建築空間設計の基本にまで関与する必要が生まれてきている。構造計画と設備計

画は ，現在では常識化するまでになっている。

とれらのほかに ，今後，計画技術として発展していくと予想されるものとして) i コストプラニング」

が挙げられる。建築費は ，とれまで「積算」という実務として，設計の費用的結果を単純に集計整理す

るに止まっていたが， とれを費用の配分計画として，技術化する乙とが進められている。建築を営利目

的 lと利用する立場においては ，建築費は建築経営にかかわる要素であるから ，コ ストプランニングは単

に建築設計における計画技術であるに止まらず，後 lζ 述べる「企画」の問題でもあるわけである 。

以上，建築設計における計画化について述べてきたところを整理すると次のごとくである。

1. 建築設計過程は ，設計図作成 という行為を主体とする一体的な段階から ，要求把握，空間構成，構

造設計，材料 ・寸法設計，設備設計，積算といった細かい設計部門 lζ 分断され，専門化をとげ，それ

ぞれ一定の理論的発展をみている。

2. 乙のととによって，各専門設計部門は計画技術化を実現し ，各設計部門が支配と従属の関係におい

て，時間的11買序にならぶのではなく ，いわば同時的で対等の関係 lζ 位置づけられるようになっている。

3.  現在単なる実務でしかない設計部門も ，研究が進み，理論化されてくれば ，計画技術化する可能性

がある。

4. 今後，建築設計 lζ 求められる研究は ，各専門設計部門の理論化をいっそう深化し拡充するとととと

もに ，同次元にならぶそれぞれ独自の論理をもっ諸専門計画をどのように総合化するかという設計方

法論を確立する乙とであろう。

2.  生産が設計に与える 影響

建築においては ，一般にまず設計が行なわれ，ついでその設計 lζ 基づいて施工が進められる。施工は

設計を与えられた条件として受取り ，設計通り忠実に実現するのが仕事であるとされている。施工は設

計に従属的であるといえる。生産組織についてみても，設計主体と施工主体 とは別である乙とが多い。

従来，乙のシステムで大きな不都合がなかったのは，次の理由による。

1. 建築は一品注文生産であって，特定の建築要求に合致させる必要と ，個性的な表現が好まれると乙

ろから ，個別性がとくに重視される。つまり) i どんな物をつくるか」が極度に優先される。

2. 施工は ，体系性のない実務であって，独自の理論を持たない。設計に対する適応性 lζ 富んでいる。

乙れは ，裏返していえば，施工が設計と分離されており ，設計への フレキシフソレな適応が常 lζ 求めら

れている ζ とからくる性格でもある。乙のととは，施工側に聞かれている基礎工事については多くの

施工者が特許工法を持っている事実からもうかがえる 。

3.  とれまでのどのような設計も，大きな技術開発をともなうととなしに施工が可能であった。乙れも

裏返していえば，設計が意識的かどうかは別として，在来的な施工を前提として行なってきたからに
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ほかならない。設計は ，目的としての建築物それ自身を決定するだけでなく ，施工方法をも大半決定

づけてしまう力を持っているからである。

しかしながら ，設計と施工の ζ のような関係は ，次の 2 つのタイプのプロジェクトにおい て変化を余

儀なくされている。

第 1 のタイプは ，在来的な施工を前提とした設計の許容範囲を越えた内容が求められ る場合である。

乙の場合，設計も施工も未知であって ，ともに開発を必要とするのであり ，設計が施工を一方的に規定

する関係ではなく ，新しい実現の可能性を追求して，相互に交流し合う形になる。施工は ， もはやノイラ

パラな実務の寄せ集めではなく ，論理的な体系性を持ち始める。施工が設計を受けてスター卜 するので

はなく ， i施工計画」のような形で計画技術化され，設計と同次元で交流するととろがと ζ で重要な点

である。 ζ のタイプのプロジェク 卜の典型例は ，三井霞ヶ関ビ、ノレである。乙のわが国最初の超高層ビ J レ

建設に当っては ，数々の技術開発が行なわれた。材料については ，厚型H 型鋼，人工軽量骨材，施工に

ついては ，地下掘削工法，鉄骨建方工事，揚重機械設備，抗打機械の開発が，また生産過程全体にわた

っては ，標準化 ・単純化 ・専門化 ，プレハブ化， コンテナリゼーションが進められた。とれらのなかに

は，設計とのつながりの薄いものもあるが，その多くは，設計上の決定に重要な影響を与えている。

第 2 のタイプは，建築，とくに住宅の工業生産 lとともなうものである。住宅の工業生産は ，一品現場

生産におけるオ ープンでフレキシプ J レな生産方法と異って ，適当な工場設備を必要とし ，工業製品の生

産方法の J レー J レ{ζ 従わざるを得ない。コンクリ ー ト・プレハブは ，在来の壁構造をほぼそのまま壁板や

床板に分解したものであり ，板の製造設備もシンフ勺レなものである。しかし ， 乙の よう lζ シンプルなプ

レハブ化を実現するだけでも ，板の製造と現場組立てにはそれなりの技術的特性が生ずるし ，その特性

は住宅および コンクリ ー ト板の設計 lζ 反映されなければならないのである。住宅のプ レハブリケ ーショ

ンが，在来工法によって規定された在来的な住宅概念から離れて，生産面で独自の発展方向をとるとす

るならば，設計は ，生産方法や生産設備にいっそう強い影響を受けざるを得ないであろう。

工業設計においては，設計の働きの面から ，機能設計，意匠設計，生産設計の分類が行なわれている。

機能設計とは ，製品の目的にかなった性能をつくりだすための材料 ・構造および運動の決定であり ，意

匠設計は，製品 lζ 意匠的な形態を与える設計であり ，また生産設計は ，機能設計の内容をもっとも経済的

にしかも容易に生産できるように調整するものであるとされている。建築設計におい ては，基本設計，

実施設計という設計段階分類や ，前節で述べたような建築設計( 狭義) ，構造設計，設備設計などの専門

別分類があるが，機能 ・25、匠 ・生産という機能別分類はないといえる。とれは ，建築設計が機械設計な

どとは異って ，例えば，機能と意匠を分離するととがかえってむつかしいといったと とろに原因がある

だろう。機能設計と意匠設計とは ，建築設計に相当する内容を含んでいるが，生産設計は建築設計には

見出せないものである。今後，開発が活発に進められると予想される工業化住宅のシ ステム設計は ，工

業設計と類似すると乙ろも多いから，工業設計方法の住宅への応用が試みられなければなるまい。

生産が設計 lζ 強い影響を与えるプロジェク卜は ，乙れまでのととろ ，そう多くはない。新規の大規模

な技術開発を伴うような大プロジェクトや工業化住宅 lζ 限られているといってよい。大多数の建築は ，

設計情報として得られる範囲のなかで設計が進められている。先進的なプロジ ェク 卜が開発した生産情

報は ，やがて設計情報として還元され，設計者の設計選択の幅を拡大する乙とになるだろう。生産が設

計におよぼす影響の形態 ，範囲，大きさが今後どのような発展をみせるかは，す ζ ぶる興味が持たれる

ととろである。
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3. 計 画 か ら 企 画 へ

建築家からみた最近の建築主の変化 として挙げられるものに ，建築企画段階への建築家の協力要請が

ある といわれる 。 r企画」が「計画」 と区別される点は ， r計画」があくまで建築設計段階の問題であ

るのに対 して， r企画」はそれ以前の，建築主が建築物を利用しての何らかの企業経営目的を達成する

ための計画を意味している。年聞に建設される建築物のうち，営利目的をもって企画されるものは ，住

宅 ・非住宅合せて約半数と推定される。それらのなかでも ，建築物が生産手段として企画される工場建

築と ，ス ペースの賃貸 ・分譲経営の対象として企画される事務

所建築とは代表的なものである。工場建築は ，生産工程 lζ 規定

される レイアウト K 従属的であり， 事務所建築は ， もっぱら経

営計算に基づい て企画が行なわれ る。企画は ，公共建築のよう

な非営利的な建築 におい ても 存在する。 しかし， 営利建築の場

合とは企画の 内容は自ら異 ってい る。

アメ リカ の場合について紹介 されているととろによるとへ

工場の場合は ，イ ンダス トリアル ・エン ジニヤとよ ばれる企画

の専門家がお り，投資の対象 としての生産体制 ・作業工程の研

究から ，工場全体の配置計画まで担当する。事務所の場合は ，

コンサ J レテイン グ ・エンジニヤで事務能率という立場から企画

をたて ，机の配列から規模の算定まで取扱う。公共建築物の場

合は ，企画の専門家ではなく ，施設に関係する各界の専門家か

らなる臨時に編成される企画委員会が活動し ，建築家も乙れに

参加する。 インダストリア J レ・エン ジニヤ あるいは コンサルタ

ント ・エンジニヤとよばれる企画の専門家は ，ほとんど建築の

出身者ではなく ，建築主から直接，企画立案を依頼され，建築

主側 lζ 立って，その委任代理人のような立場で建築家と折衝す

る乙とが多い といわれる。

いっぽう ，アメリカの建築家協会は ，企画業務が建築家の重

要な業務になりつつあると して， その啓蒙にのり出している。

通常の設計監理業務 ( Basi c Serv i ce) に対して，別表に示す

ような総合業務 ( Compr e hensi ve Ser vi ce) を提唱している。

アメリカの建築家は ，わが国とは異ってもっぱら「総合J の教育

しか受けておらず，建築家の職能もかなり幅の限定されたもの

であるはずであるが，総合建築業務 lζ は，多くの分析的な業務

が含まれているばかりでなく ，促進業務のような従来の建築家

業務とは異質なものも見受けられる。 ζ の乙とは ，アメリ カに

おいて，①建築企画業務の需要が増えてきており ，②建築の高

度工業化によって設計業務が相対的に減少する可能性があり ，

@ 企画の領域にまで職能を拡げなければ，パッケ ージディ ール

総合建築業務の概要

I  プロジェクト分析業務

A . 実現性検討

B. 財政分析

C . 立地 ・敷地分析

D. オペレ ーショナルプログラミ

ング

E . 建築プログラ ミング

11 促進業務

A. 土地建物買収

B. プロジェ クトの財源確保

C. 促進的設計と計画

D. 広 報

E . コミュニケーショ ン

III 設計・計画業務

A . オペレ ーショナ J レな設計 ・計

函

B. 建築の設計 ・計画

I V 建設業務

A. 入札 ・契約

B . 監理 ・監督

C. 工費計算

D. 建設7 ネージメント

E . 建設後業務

V  支援業務

A. 支援設計業務

B. 特別 コンサルタン ト業務

VI 関連業務

A. 建築教育

B. 産業コンサノレテーション

C. 研究 ・試験

D. 製品設計

E . 建築グラフィック

F. プレフアプリケーション

AI A:  Compr ehensi ve Ar chitectural  

Servi ces による。
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等による侵しょくの恐れがある ，などの事情からきている乙とを推測させる 。

と乙ろで ，わが国においても ，建築企画業務が重要になってき ており ，建築家の参加が求められるよ

うになってきているのは，いったいどのような理由によるのであろうか。

第 1 の理由として ，プロジェクトの大型化と複雑化が挙げられよう。大規模プロジ ェクトには関係す

る主体が多く ，それらの聞の調整が必要であり ，また必然的 lζ 長期間にわたるから ，計画はプログラミ

ングを内部 lζ 組込んだ動態的なものとなる。ニュ ータウン開発は ，こうした大規模プロジェク卜の代表

的なものである。そのなかで ，例えば，住宅建設戸数の時間的な配分についてみても ，宅地経営や共同

施設経営の観点からは ，短期 lζ 集中するととが望ましく ，人口構成の適正な形成とか ，居住者の所得の

成長 lζ 見合った住宅規模と質の向上を笑現するという観点からは ， むしろ長期にわたる乙とが望まし

い，といったととがある。さらに ，ニュータウンのプロジェクトを住宅産業システム開発の機会として

とらえるのであれば，ニュータウン開発は住宅産業計闘をも含む乙ととなり ，企画はいっそう複雑化せ

ざるを得ない件。

第 21ζ ，単体の建築経営も都市とのかかわり合いを避けられなくなっている乙とである。高密化しつ

つある都市においては ，建築活動は都市環境 lζ 重大な影響をおよぼすのであり ，いっぽうビソレ経営の側

にとっても ，単体として自分の敷地内だけの条件分析だけでは ，建築企画の意志決定が行なえなくなっ

ている料* 。営利を目的とする不動産の利用は増加していると思われるが， 遊休土地の利用方法や遊休

資金の不動産投資の方法 lζ ついては ，専門家の協力を得なくては困難になっている。

第 31ζ ，上記とも関連するが，社会 ・経済の制度や機構が複雑化し流動化しているから ，それらを有

効 lζ 利用するためにも専門家の助力を必要とする。例えば，利用するのに複雑な条件と手続きを要する

補助金や融資の制度を利用し ，あるいは ，税制を理解 して税負担を軽減しようとするためには ，やはり

一定の知識と経験を持つ専門家をわずらわさなければならない。

第 41乙，建築生産の工業化と技術革新の影響が指摘されよう。工業化と技術革新は ，生産方法ーに多く

のバリエ ーションをもたらし，選択の幅を拡大する乙 とによって，設計 l乙大きな影響を与えているが，

影響は設計のみに止まらない。超高層ビ J レの実現は ，従来のビ J レ経営に新しい可能性を拓く。工業化や

技術革新をも企画の内容に含みうるのは ，大規模プ ロジェクト にして始めてできる乙とであるが，同時

!ζ 工業化や技術革新の急速な発展が，そもそも ζ うした企画 lζ 向かわせる背景となっ ている。工業化や

技術革新は ，超高層ビ J レのような建築企画のみならず，生産企画の需要をも生みだした。プレハブ住宅

がそのよい例である。乙 ζ では住宅が商品化され， 大量の生産 ・販売が行なわれなければならないか

ら，需要計画，商品化計画，生産計画 ，販売計画など，製造販売業で用いられている計画原理を大幅に

導入する必要にせまられている。

以上述べてきたと ζ ろから ，建築生産をめぐって，企画がますます重要な意味を持ちつつある' ζ と，

それとともに ，企画の性格が多様化しつつある乙とが理解されよう。企画の性格を整理してみると ，従

来の建築企画のほかに ，社会的企画( ニュ ータウン，再開発など) ，産業的企画( 住宅産業など) ，生産

的企画( プレハブ住宅生産など) ，などが新しいものである。建築生産は ，単体の個別企画のなかに終

始するととは許されなくなっており ，好むかどうかを間わず，社会的 ・戦略的な企画 lζ 巻込まれざるを

得なくなっている。企画スケ ーノレが巨大であるだけに ，企画がその最終的な結果としての建築物を通じ

て，需要者，利用者，住民に与える影響は非常に大きいものがある。社会的 ・戦略的な企画は，需要者，

利用者，住民の立場からの何らかのチェックを受けるべきであろうし ，さらに積極的には ，住民の立場

から ，地域的な建築企画を進める乙とが望まれて乙ょう。地方自治体の建築企画は ，現在のところ ，限

られた種類と数の行政施設について行なわれているに過ぎないが，将来は ，住民の広汎な生活空間要求

を発掘し ，乙れを建築物 iζ 具体化していく仕事へ発展させられなければならない。

編集部からは ， i企画と設計のプロセス」というテ ーマをいただいたが，筆者は ，乙 の問題を ，設計

から計画へ，さらに企画へと重心が移動していくプロセスとしてとらえ直して書いてみた次第である。

主主) .  砲積信夫「海外の計画者について J 建築維鉱 1963. 3

帥 古川修「工事計画と建築生産 j 漣築と社会 1970.9

材 傘 研究協議会「都市再開発の中のピル経営」建築雑誌 1971. 2  

( たつみかずお京都大学敏綬 ・工博)



官公庁における現行の企画

設計方式

三 品 哲 夫

、
1 . は じ め に

標題lζ 就ての筆者への ど依頼の主旨は，官公庁での建築企画立案から

設計に至るまでのノ ー7 } レな もしくはティピカルなフォ ームを紹介する

乙とのほかに，設計事務所がその実施設計を委託された場合の役所側と

の相互関係に就ての諸問題に触れる乙とも期待されての乙とと考える。

乙れに関しては ，本誌1970年 8 月号で採り上げられた「建築家の課題

と責任J IC通じる問題でもあり ，また，設計組織論としても種々論議の対

象となるべきものであ るが，官公庁側からみれば，その技術職員の責任ま

たは職分の問題でもある 。個 々の技術者としてではなく ，グループとし

ての官公庁の技術職員のシェアの問題は，対外的 ICは委託設計事務所と

の設計責任分担をめ ぐっての建築界全般にかかわる 問題点を有するほか

に，対内的に，施主ともいうべき市民社会一一直接的には構想立案部局

( 主管部局と称している) 一一ーに対する行政責任の問題を包蔵している。

以下，乙れらに関して紹介を兼ねていささか私見を述べる乙ととしたい。

2. 現行の企画設計のフロー

大阪市の営絡事業の場合を例にとれば，その計画立案から予算措置を

経て設計施工 IC至るまでの大体の流れは ，図 IC示すとおりである 。あえ

て乙の図の解説をする要もないので省略させていただくが，住宅事業の

場合は，図における "主管部局" と "実施部局" と が同一であると恩っ

ていただければよく ，また ，他の官公庁においても乙れと大同小異で-あ

ろうと思われる。

いうまでもなく，官公庁における技術職員は図の" 実施官官局" にほとん

ど所属しているが，ζ の図をど覧戴いて直ちに) j ! l J るととは，企画部門と

実施部門と の責任が官公庁の機構としては現在は分立されている乙とで

ある。換言すれば，技術職員をかかえている実施部局は，事業部局( 主

管部局) での行政目的に基づき構想立案された事業計画K 対し ，技術的

な提案または資料提示する ζ とはあっても ，その事業計画を技術的!C実

現する責を負つてはいるものの，事業実施についての企画( 予算を含め)

は既定のもの として先決されている性格のものである。乙乙 lζ 行政目的

の中 K 占める技術の在り方についての第一の問題が生す、る。乙れは，一

般営絡事業のみならず，学校，住宅建設事業においても同質である。

③ ① 大/宏、
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第二の問題は，実施部局内における問題であるが，設計委託を行なっ

た場合の官公庁の技術側 IC対する設計事務所の位置づけの点である。前

図で見る限り ，委託を受けた設計事務所は実施部局への補助機関として

の性格を有しているわけであるが，乙 れを建築界全般の問題として眺め

た場合，公共施設事業に対する民間建築界の占める立場はそのようなも

のであるかどうかという疑問も生ずるであろう。

いう迄もなく ，公共施設は公共の利益IC資するための施設，すなわち

市民社会のための施設である。したがって，一般建築界において論議さ

れると乙ろの施主!C対する建築家の責任というものは，公共建築におい

ては，官公庁に所属する技術職員も ζ れに協力する民間技術者も ，帰す

ると 乙ろ は市民社会 K 対 して負われるべきであるとするな らば，乙 れら

の問題はすべて. i行政」と いうものの正しい理解に立って考え られね

ば‘ ならないであろう。

乙の意味で，私達官公庁IC所属する技術者も ，民間の建築技術者の方

も々 ，公共建築における企画設計方式について同一葦盤に立ってその在

り方を考える べきであり ，乙れは役所対企業あるいは事務屋対技術屋と

いう角度での問題ではないと恩うのである。

3. 官公庁の建築企 画 業務

公共建物を企画する段階において，従来のいわゆる役人が使いまたは

市民に使わせるための立場から ，市民社会が使いも しくは市民の生活環

境を改善向上するための建物という立場 IL改めねばな らないと とは，現

在では観念的には常識化 してい る。 しかし実際には， ζ のような行政目

的が明確に事務的，技術的に総合されて意識されるととは難 しく，とも

すれば事業母体( 主管部局) において事務的に想定された構想な るもの

を実施部局で技術的に具体化するという現在の行政機構においては，乙

の二者間の断層は，建築計画作業を物的ないしは純工学的計画の立場 !C

止め置いて，社会的または人間的な立場( 誰が，何のために，どのよう

に使われるか) でその建物の計画目的を考える目を失わしめる結果をも

たらしがちになる。

公共建物が一般の経済活動上の建物とは異なる使命とライフを持つ重

要な都市施設，地域施設として都市的スケ ーJ レで総合的にその計画が持

たれなければならないだけに ，私達官公庁の技術職員は公務員としても

建築技術者としても大いに反省自覚しなければならないと考えるもので

ある 。乙乙で，いささか内輪めいた ζ とではあるが，大阪市における建

築計画業務として今後精力的1 c 努力を傾けねばならないと考えている事

項を列記してみる乙とにする。

(1) 公共施設の立地，規模なと、についての総合的な計画策定をたて得る

体制を確立する乙と。たとえば，住宅団地計画と道路，公園，下水など

の施設および近隣施設計画との関係，都市再開発事業における住宅計画

の在り方，市街地の高度利用または施設共同化のための方策

(2)  諸施設の適正規模，水準，機能，工費などに関する 基礎的資料を充

実する乙と。各施設の機能実態および維持管理状況の客観的は握，市民

生活環境水準の確保，改善のための具体的方策

(3) 建築生産近代化，合理化のための生産基盤との総合的，有機的述け

いを図る乙と。とくに住宅，学校などの設計標準化の充実，部材規格化

工場生産の飛躍的増大による公共建築生産近代化のための方策

4. 官公庁の建築 設 計 業 務

予算および韮本計画が確定すると，建築工事担当部局としての技術的

作業の段階に入るわけであるが，官公庁における設計業務においては昨

今は次に述べるような種々の問題をかかえている。

(1) 一部の大官公庁を除いては ，前に述べた基本計画! c 関する専門部門

を持たないために ，建築企画として行政的K 十分に消化しきれずに設計

段階に入るものが多い。

(2)  官公庁の事業は通常単年度予算としてその執行を義務づけられてお

り ( 2 年度以上にわたる場合ICは債務負担額として予算上議会の議決を

要する) . 十分な設計期聞が与えられていない。
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(3) 都市の再開発獲備の推進と相まって，都市施設としても建築機能の

複雑化，高度化の傾向が進み，かっ ，設計作業としても ，従来の蓄積さ

れた技術のみでは十分でなく，市民施設としての新しい設計姿勢と機能

追究が要求されている。

(4) 事業量は各官公庁とも年々急増の傾向を示しているにもかかわら

ず，技術人員の充足は質的，宜的に必ずしも十分ではない。

かつては建築界をリ ー ドしたといわれる官公庁の設計技術陣も，乙の

ような状況下ではその水準の向上を期待するととはなかなか難しく，他

方，民間施工業界での著しい技術開発，設計コンサルタントの進出をみ

るにおよんでは，官公庁の設計組織の在り方についても一大転機を追ら

れているといってもよいであろう 。

とくに設計事務所との関係は当面の第ーの問題であるが，乙れは後述

IC譲ることとして，第二点は，人員不足，業務量増加lC対処するための

省力化，業務合理化のための方策である。住宅，学校などの比較的規格

化しやすいものの様準化から始まり，設計基準の整備，部材の規格化が

各官公庁において進められている段階であるが ， 乙乙で問題になるの

は，部材生産基盤恨IJ からみた場合，各官公庁単位のみでの規格化では決

して生産近代化に到達しないので広域的取組み方が必要であるというと

とと，他方，安易な規格化の推進は設計の沈滞化，固定化を招き，逆行

の懸念があるという ζ とである 。

5. 設 計 委託に 関する 問 題 点

次の表は，昭和45存度における京阪神府県市の営繕工事量と，そのう

ち外部委託に係るものの工事畳とを対比したものである。

大阪府

兵庫県

京都府

大阪市

神戸市

営繕工事費( 件数) I左のうち委託したものの工事費( 件数)

184.8億円 (350件) I  設計 77.1億 円 工 事 59. 6億円

101.7 ( 202)  I  設計工事 47. 4(5め

41. 3  ( 4 3 )  設計 9.8(の 工事 20.6(26)

110. 1  ( 232)  I  48.2(27)  

53. 8 ( 304)  I  19.5(40)  

。主) 昭和制年度繰越額及び，昭和46年度以降債務負担額を含む工事費には，学校工事を含み

住宅関係工事を除く

乙れによると ，平均して工事費について30- 40必程度を外部委託して

いるが，件数についての割合を上廻っているのは大規模工事の外注され

る率の高いととによる。

今後は監理委託，設計委託ともに年々急増するであろうことはほぼ間

違いのないと ζ ろである。乙のような実態になると ，発生時点から従来

設計補助機関として考えられてきた設計委託というものを官公庁の設計

業務方式自体の問題として考えてみなければならない。

(1)  まず第ーに ，設計責任の問題である。かしが発見された場合の補償

義務については，各官公庁とも設計委託契約書には明記してはいるが，

乙れを適用した例は未だになく，また一方，官公庁側としても地方自治

法上設計委託業務に伴なう検査責任が課せられており ，必ずしも全面的

K 受託者側の設計責任を追う乙とも難しいわけであり ，その結果，設計

委託を行なってもそのチェックに要する時間と労力は相当な長lC達す

る。この点が設計委託料の算定方法についても基本的に官公庁側が窓を

用いていると乙ろであるが，いずれにしてもはなはだスマ ー 卜さを欠い

ている乙とは否めない。しかし， ζ れは建築家に対する保証制度が備わ

っていないことにも因を有するものであり，将来は，設計事務所側の技

術的責任意識を全面的に前提とした委託方式というものが要請されてく

る方向にあるのではないかと考える。

(2) 第二の問題は，委託契約の方式についてで‘ ある。どの官公庁でも内

部的IC選定委員会を設けて選定された設計事務所と特名随意契約を行な

っているが，官公庁の契約としては，随意契約は競争性を持たないもの，

または当該契約相手側と契約するととがその官公庁に有利となる場合iζ

限られるというのが地方自治法上の原則であるために ，従来の契約方法

について一部の批判が出ているのは事実であり，すでに指名競争入札制

度に変更したところもある位である。さらに最近のように設計事務所が

数多くなると，何らかの対処を要する時期にきているようであるが，も
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ともと設計委託についてはアーキテクトとしてメンタルワ ークに依存す

るものと， ドラフターとして単なるハンドワークのみを委託するものと

があり，乙の後者については「競争性がない」とはいい難いので，将来

としては，設計委託の性格によって二者を分離した新しい契約方式が必

要ではないかと考えている。

(3) 第三点は，実施設計のみを委託する場合，すでに用意された基本設

計または設計基準に対する受託者側の受取り方の問題である。一般に基

本設計は官公庁側で行なうという方針が採られているようであるが，受

託者側からみた場合，乙れに対して卒直に批判をし ，また代案を提示す

る必要を感じたとき，無批判 IC提示されたものをう呑みするととは問題

であるが，むしろ ζ れは官公庁側に与えられるべき課題であろう。官公

庁施設の基本設計が建築工学的または自然科学的要素のみからではな

く，乙れらを含めた行政需要に対する解答として提示されるべきもので

あるとするならば，ζ れに立脚した受託者側からの提言は役所側も卒直

にとれを受け入れねばならないであろう。受託者側に必要とされるの

は，施主の一員として市民社会意識に基づいて設計業務に参画するとい

う姿勢ではなかろうか。

6. 官公庁 に お け る技 術 職 員の 立場

過去における官公庁の技術職員は，従来のいわゆる設計事務所と同じ

性格のものが役所内にかかえられていたという形であったと思われる

が，そとに建築タレン 卜としての独特のタイプが作られ，技術的にも業

界をリ ードする役割を受持つていた時代もあったと考えられる。ととろ

が，現在はまず 凶行政白的 IC奉仕するための技術知識を有する行政官

であるととが要請され，あわせて (B)ー技術家，専門家としての信頼も

しくは期待の対象として事務職員に対置されている。乙の(B) の面は，そ

の裏 lC民間技術lζ 対する一種の不信感を伴なっているともいえるが，最

近のように業務が多様化，多量化し，また民間専門技術が高度化するに

つれ，官公庁内での技術職員の立場としては( 刈の商が(B)IC比し非常に濃

くなってきたといえるようである。

乙のようになると，官公庁の技術者の辿るべき道は行政官としての計

画と検査に集約されてくるわけであり， したがって民間コンサルタント

とのシェアの問題もかなり明確になってくると恩われるが，乙の場合従

来のような「委託」という範鴎を超えて公共業務に「参画」するという

性格になってくるであろう。さらに最近は建築界の都市的意識の向上に

伴ない，地域開発，都市的プロジェクトに積極的に参画し提案をすると

いう例も生じてくると ，なおさらの乙とわれわれ官公庁の技術者は何を

すべきやという乙と K なるわけである。

官公庁の内部には未だ技術水準の低下の防止，タレン 卜の養成を望む

声も残っており ，今や公共事業のプロジ ェクタ ーないしはプロジェクト

リーダーとしての途を採るべきか，またはタレントとしてエンプロイ ー

化すべきかの選択を迫られているといえよう。いずれにしても，乙れは

技術者個々の問題としてではなく ，技術グループとして考えなければな

らない ζ とである。

7. お わ り に

以上，現在の官公庁における建築企画設計業務を通じて発生している

諸問題を挙げ、たわけであるが，乙れらは要するに ，役所側と民間側との

社会的責任分担意識が確立されなければその回答は得られないであろう

し， その時点で建築家としての課題と責任の問題も明らかにされるであ

ろう。

単 lζ 施主と企業との関係においてではなく ，建築家としてそれぞれそ

の所属するグループにありながらも ，共通の問題として考えてみたいも

のであるが，いずれにしても ，官公庁側は都市的プロジ ェクタ ーとして

の事業計画と執行の責任を負い ，民間技術者は，それに対する技術資料

の提供とともにその実施面において技術的に責務を受持つというのが，

今後の方向ではなかろうかと私は考えるものである。

〈みしな て つ お 大 阪 市 建 築 局 建 策 部 企 画諒長)
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兵庫県における企画会議方式- 委員会について

光 安 義 光

近年，建築物の機能は高密度を要求されていることは，社会構造の発

展 lζ 伴っている事実である 。 ここには，建築物のみの解決で終結でき

ず，それを取巻 く諸問題 ，科学，情報，交通，人間なと各要素による環

境の交錯する現象の整理と追求から発展する社会を想定しなければなら

ない。

とのような状態の中で，官庁が企画を推進し，法的事項などを含め

て，解明していく方式として， 0 0審議会， ムム建設委員会を設けるの

である。実例として 2 ，3 をあげて説明をしよう 。

カ 兵 庫 県庁 会

建設に対しては ，知事のし問委員として ，建築専門家で置塩，尾崎，

村野，大江の著名建築家と伴神大教授で構成，それに建設事務所の顧問

として，その界の専門教授，計蘭，都市計画，構造計画などそれぞれお

願い し， かつ県会議員の各派幹事長と知事，副知事による連絡協議会を

通して ，実現へと進めら れ，10年の計画として定着されたわけである。

大美 術 館

兵庫県立美術館建設の要望は数十年来続き ，やっと実現する乙とにな

り，昭和41年? と委員会ができて45年10月IC開館 したのである。

「兵庫県立美術館建設委員会要綱」を作り，趣旨，目 的，構成，役員 ，

会議，事務局 ，補則とかる成り，乙れを41. 5 . 25より施行したものであ

る。

委員について列記すると次のどとくなる 。

委 員 氏 名 備 考

阪 本 勝 委 員 長，学識経験者，前知事

中 林 寅 副委員長，県会議員

朝 倉 斯 道 学識経験者

浅 団 長 平 神戸商工会議所会頭

安 東 聖 空 沓作家

今 泉 篤 男 国立近代美術館長 (京都)

小 磯 良 平 画家，東) J l . 芸大教授

小 林 芳 夫 兵庫県教育委員長

坂 井 時 忠 兵庫県副知事

宮 崎 辰 雄 神戸市助役

村 野 藤 吾 日本芸術院会員

望 月 { 百 成 美術評論家

事務局 として， 兵庫県教育長の下に ，次長，幹事，係員の 12人で，資

料の収集，事務手続きを行なうものである。

本委員会の審議は前後 7 回，また敷地lζ 関する小委員会は 5 回開催さ

れた。その間，委員は 2 班 lζ 分れ 7 カ所の美術館の視察を行ない，慎重

に審議された結果を委員長は纏め報告書とし ，42. 7 .20提出されたのでt

ある。その中の主な部分を述べると次のごとくなる 。

1. 性格について

本美術館は，近代美術館として次のような性格をもち， 郷土色豊か

な，特色ある美術館である乙とが望ましい。

(  1  ) 明治中期以降の絵画，彫刻，工芸，書，写真，デザ、インなどの美

術作品を主体とし た，いわゆる近代美術館とする 。

( 2 ) 作品展示については ，収蔵品を計画的に常時展示する「常設展示」

と，借用作品および美術団体または一般個人の作品を計画的に展示する

「企画展示J の二本だてと する。

( 3) 美術! と関する資料の収集，作品の保存，調査研究，普及活動なと

を行なう。

2. 規模 ・槍造などについて

本県の現在および将来を見通し ，諸般の要望にとたえ得るかなりの規

績であるとともに ，近代的な諸設備を完備して，利用しやすい美術館で

ある乙とが望ましい。とくに ，下記の諸点にじゅうぶんの配慮を希望す

る。

(  1  ) 展示場は ，館内 ，銭外 (屋外展示場) を通じて，じ ゅうぶんの広

さと ，行き届いた配慮が必要で‘ ある 。とくに，採光については格段の研

究を望むω

( 2 ) 収蔵庫，荷解場，陳列予備室，修理工作室など，作品の保管なら

びに取扱いに要する設備を完備することが必要である 。

( 3 ) 資料室，研究室，講堂など研究，普及活動などに必要な施設，設

備にもじゅうぶんの配慮を望みたい。

( 4) 速営上必要な事務室( 館長室，事務室，応接室その他〕機械室，

休憩室などの配慮を望みたい 。

( 5 ) 駐車場をじゅうぶんに考慮するとともに ，周囲の環境を生かし ，

全体として来館者の円滑な動線処理ができるよう配慮すべきであ る。

( 6 ) 周辺については ，美術館にふさわしい環境整備に努力されたい。

3.  建設地について

(  1  ) 候補地( 略)

( 2 ) 選定地 ( 略)

附，所要室面積表( 試案) (略)

以 上

建物の構造，規模，性絡について非常に真剣に討議が重ねられ，全国

府県の中で，最後，最新の展示場となる乙とを希望されたのである。各
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兵庫県立近代美術館

段計一村野藤吾，兵庫県建築部営繕 吃，和光建築事泊所

施工一戸田建設株式会社

写真一門内秀裕

委員の顔触れも，それぞれ充分な資格を具えた方々が，終始快く熱心に

参加され，事務局の幹事からも窓見が開陳され，交流が行なわれた。

建築の性絡づけは設計を進める事務局としては ，非常に重要であり ，

幹事の窓見も検討をしてもらい ，その聞に各委員のイメ ージも浮ぼりに

されてきたので= ある。

現代における芸術作品の分野は多面，多岐であり ，重量物，ハプニン

グ期待のもの ，色気利用 ，構築物などとはなはだ異様で、ある。

展示についても ，その目的意図は ? となると ，企画 IC際し ，その思

想，意識が市民に訴えるものが必要であり ，作品以外 lζ ，今の乙の展示

が意義があるとするのである。

位置となると，特別なと乙ろをというより ，市民の生活構造，生活時

間帯の中に組込める位置である乙とが望ましい。たとえば，サラ リーマ

ンが昼休みとか，帰途にちょっと立寄れる所，主婦がショッピングの途

中lζ 気易く憩える空間である所 ，子供が遊図地の往復になじめるよう

な，お金をとられぬ芸術広場であればと ，市民の日常生活との関連の中

でとらえようとし たのでt ある。

その他，使用動線について，盗難予防，公募展 ，個展 ，講演 ，講習会

等々身近かな事柄にまで及び，将来計画に対する予測にあわせて ，他の

博物館，資料館，図書館など文化的都市施設との関係つ. けを想定し，前

記報告書と次のような基本計画案が作製されたのである。目次について

列記を試みると，

I  計画の基本方針

E  運営の基本構想、

(1)名称 (2) 登録 (3)事業 (4)運営

E  建設の基本計画

(1)建設の場所および敷地 (2)建築工事一( 略設計案) (3)造園計画

IV 辺営 lζ 必要な主な諸規則案

(1)美術館設置および運営に関する条例( 案)

(2)美術館運営委員会に関する規則( 案)

(3)美術館処務規則 ( 案)

乙のような各作業の終了から ，予算が計上され，県営繕課 ICよって，

実施設計が進められ完工したものである。

兵庫県在住 とい う乙とから ，とくに村野藤吾先生の個人的協力を，お

願いしましたが，基本計画から ，工事中の監理まで ，何かと細かなど配

慮をいただき ，感謝 している 旨を附言 します。

女図 書 館

美術館 と同様に他府県 K は以前から設置され，兵庫県にもすで lとある

と恩われているものに図書館がある。

図書館のない全国唯一の大県 lζ 兵庫県があるなどとは意惣外であろ

う。かくして，今，兵庫県教育委員会の文化課が窓口となり ，i 県立図m
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館等調査委員会」が設けられ，44年来討議がすすめられているのだが，

その答申書は非常に進歩的姿勢をうかがい知るのである。

昭和44年 7 月31 1ヨ以来( 委員長〉小倉敬二，赤井千磐，栗原嘉一郎，

小林桂助 ，阪本清雄，佐谷弘 ，柴田実 ，滝川博司 ，津田叶次，中村祐吉

三田美代子，毛利久の委員により下記の報告書が提出された。

ま え が き

知識産業時代，情報化時代を迎えた人間生活は ，それぞれの選択的立

場から ，個性を生かした創造的な方向 lζ 進みつ h あり ，知識の重要性は

日をおって増大を示している。とのような時代を背景とする今日の公共

図書館は，社会教育のための場としての活動を執として，ま すます多様

化していく地域住民の知識流通の欲求K 対し ，適確な資料と ，豊富な情

報を提供するなど新たな機能が強く期待されだした。

そ乙で，本県で も，個人生活および社会生活の価値転換が予想される

70年代，さらにきたるべき新しい世紀を見通して，社会的要求の質 ・

両面の変化κ 対応しうる図書館を設置する乙とが急務であるとの基本的

考え方ICたつにいたった。

1. 県立図書館の性格

新しい時代の県立図書館を性格づける最大の要件は市町立等の第一線

図書館 との間 IC役割の区分を明確にし ，さらに県下のライブラリ ー ・シ

ステム( 図書館網) を確立する乙とによって，全県下にわたる広域サ ー

ビスと，相互協力体制のセンターとしての役割を果しうる乙とにあると

考えられる。

兵庫県立の図書館としても ，ζ れらの要因を具備するとともに，参考

調査センタ ーとして ，積極的な経済社会開発のための合理的な情報提供

を行なうために ，出版物のみならず，幅広い図書館資料を整備しなけれ

ば Ｚ ｴ ｊＮ らすｊＮｾ、 。

また，資料保存センタ ーの立場か らは，先人から伝承された文化財と

もいうべき，歴史的な文献および資料の整備にも ，最新の資料と同様に大

いに意を注ぐととが肝要である 。さらに，近代的図書館としては ，文化

的活動の場としての機能についても ，あわせて考えなければならない。

もっとも ，乙れらの機能については ，立地条件などにより多少の柔軟

性を要するであろう 。

2. 当面着手すべき事項

いうまでもなく ，上記の性格は基本的なもので，どとまでも完成時に

おける目標であって ，必ずしも開館と同時に発揮できるものではないの

で，慎重な年次計画にもとづいて ，徐々に，かっ着実に目標IC達するよ

うな適切な時間的配慮が必要である 。

当面は ，まず参考調査センタ ーと しての機能を果たしうるよう ，資料

の収集と人員の確保に重点をおくべきである。

なお，将来は県下数 フ' ロッ クに対して ，地方鎗の設置も考慮すべきで

あるが，と りあえず，現在の移動公民館をして ，引き続き県下全域を対

象1[ ，読書普及を巾心とした図書館活動を行ない ，県立図書館の分館あ

るいは配本所の機能を果たさせる乙とが望ましい。

3. 実施にあたって留意すべき事項

(  1  ) 用地と位置

できるだけ行政や経済の中心地に近い所で，交通や通信の便がよく ，

しかも将来の拡張を考慮K いれた広さを必要とする。

( 2 ) 建設の規模

広範にわたる資料を収容保管する資料スペースと， 高度なレファレン

ス ・ワークを行なうための業務用スペ ースをじゅうぶんに取り ，県全域

サービス lζ 即応できる体制を整える乙とが必要である。上記の点からみ

ですくなくとも ， 次の諸面を実現しうるだけの規模でなければならな

い。そのためには 10. ∞Onf 以上の延面積を必要 とする 。

ア 畳，質両面について ，相当数の資料収集，収容が可能である乙と

イ 主題別資料室制の採用

ウ 参考事務( レファレンス ・ワーク) の強力な展開

エ 相互貸借，総合目録の作成，および複写サ ービスの実施

.. 



オ 視聴覚資料，特殊器機の収集と利用態勢の確立

カ 研修，文化活動の実施

( 3 ) 資料の整備

本県の場合は ，他の府県が古い図書館を廃して ，しだいに新館を建築

する努力を行なっているのとは途って ，まったく新規に建設するもので

あるから ，参考調査業務のための基本的な図笹館資料を，早急に相当数

収集する乙とが必要である 。

とくに ，参考調査資料としての行政資料 ，郷土関係資料 ，視聴覚資料

などの整備をはかるべきである 。

なお，資料の整備には多くの熟達した専門職員と ，かなりの日 時を必

要とするから ，建築計画と併行しながら ，着実な準備を別途に進めるべ

きである。

( 4  ) 準備室の設置

県立図書館を建築するにあたっては，本答申をもとに ，さらに細部に

わたる各般の調査を実施し ，綿密な計画をたてることが必要であると考

えるが，設置を促進するためにも ，すみやかに設立準備室を設けて，具

体的な一歩を踏み出されとょう強く要望するものである 。

なお ，綴進兵庫を象徴する新しい県立図書館の構想について ，早急に

具体化し，県民に P Rする必要がある。

以上報告がされたが，乙乙で「図書館の図書館」としての性格，情報

時代の先取り を形にしようとする意欲を知るのである 。設計担当として

は，新たな刺激を受け，批判に湛える作品をと希うものである 。

読書の形態には ，人の生長 ，生活の中で種々変化している 。受験生，

高学年，成人のうちでも学者，議員 ，一般サラリ ーマン，あるいは幼稚園児

などその環境に応じ様々である。机lζ 向かうのみが読書形式ではない。

視聴覚方式が生まれたように ，改めて考察する必要がある 。 レファラ

ンスの方法も コ ンピュ ー タ ー にｾ結された時代にはいりつつある乙とを

考えると ，電話によるオンライン ・システムも考慮せざるを得ないので

兵庫県立近代美術館

ある。

図書館調査委員会は45年，46年と継続討議される乙とになった。

現委員を知らせる。

小 倉 敬 二 兵庫県社会文化協会理事

大 月 J レリ子 的の子文庫主

栗 原 嘉 一 郎 大阪市立大学教授

小 泉 徳 神戸経済同友会代表幹事

小 林 桂 助 小林桂株式会社社長

阪 本 清 雄 兵庫県社会教育委員 ，作家

佐 谷 弘 兵庫県商工会議所連合会事務淫事

志 智 嘉 九 郎 園田学園女子大教授

柴 田 実 京都大学名誉教授

中 村 祐 吉 日本図書協会顧問

田 美 代 子 甲南大学講師

輪 和 敏 神戸大学教授

毛 利 久 神戸大学教授

女兵庫県では，新たな発想、が始まると同時に，その性格づけに ，学識経

験者の意見を充分汲みあげる努力をしているととは非常に良い と思う。

設計する者にとっても洗脳される面も多々ある 。今後乙の方式は内容的

に変化が起ると考えられる。既成社会理念と新興理念 との爾差が生ずる

であろう。それを埋めるには共通空間( 建築による具体的案) による ，共

通言語を早く出し ，その上IC議論を積重ねるのが良いと恩うのである。

他 IC進行中または代表的な会は ，子供のための専門病院， リハ ビリー

テーションは実現し ，三木福祉エ リアは慎重に討論されている。 万博会

場と同じ広さの山谷を ，市民の新時代のレジャ ーに対応させようと企画

しているものである 。

設計実務家のリ ー ドの時代は終ったのである 。住民サイドの感覚が次

を志向しているととを強く認識するべきであろう 。

( みつやす よ しみつ 建築家}

撮 1> : 恒 成 一割i I
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兵庫県立近代美術館
強: 11' : 恒 成 ー 酌|
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住宅公団の標準発注方式と

団地設計

青 山 克 己

1. ま え が き

一般に住宅公団といえば i 2 D KJ と「団地J を連想されますが，住

宅公団では他に「都市再開発事業J i 各種用地の造成」などの事業を行な

っています。したがいまして ，本稿の 「テーマJ IC対しては i 2 D K J  

と 「団地J からなる「団地建設」を対象にとりあげたいと恩います。そ

してその内容としてはベースとなる住宅公団の沿革を紹介し ，

・標準発注方式については .. .. . 発注形態，工事別発注時期，発注lζ 使用

する設計図書の種類などについ て

- 団地の設計については 一一団地設計の主役となる . 配置設計，住宅設計

を中心にして紹介したいと考えます。なお ， i 市街地住宅」の発注方式

も 「団地住宅」の場合と同様の「 システム」 をと っております。

2. 住 宅 公 団 建 設 部 門 業務 の 沿 革

2- 1 住宅公団建設部門業務の紹介 : 住宅公団においては ，下記業務

を各部担当して行なっています。

@  住宅の建設と賃貸 ・分譲. ..… 建築基準法上の耐火構造の住宅を「一

団地」として建設する 「団地住宅」で，その住宅の種類には ，賃貸住宅

・普通分譲住宅 ・特別分譲住宅 ・特定分譲住宅などがあります。

ｾ＠ 利便施設の建設と賃貸 ・分譲 ・… 団地居住者の利便に供する各種の

生活環境施設で，それらの賃貸または分譲を行ないます。

施設の経営 ( または運営〉主体別種類

国… … 郵便局 ，直轄管理河川

ii 地方公共団体. .. 一小中学校，保育所，公立幼稚園 ，巡査派出所，市

役所出張所，市町村道，上下水道，都市公園，河川 ，どみ処理施設，

市営交通機関( パス)

111 公益事業団体 -・・電気，ヵース，篭話，国鉄交通機関( 鉄道・パス ・駅舎等)

i v 民間団体 ・・… 私立幼稚園 ，医療施設，民間交通機関( 鉄道 ・パス ・

駅舎等) 駐車場，庖舗等商業施設

v  住宅公団・…一団地内道路，公園緑地，児童遊園 ，集会所，汚水処理

施設等

の 市街地住宅および併存施設の賃貸 ・分譲…・・・住宅不足の著しい都市

内の通勤などに便利な地域において，土地の高度利用を図るととによっ

て往宅の供給を促進し ，あわせて市街地の再開 表一 1

v ii 水面埋立事業

などがあります。

2- 2  住宅団地建設業務の流れ : 団地建設に至るまでの各業務の流れ

を追ってみますと ，次の図- 1のようになります。

- 団 地 計 画一一一「一一 土地取得

(計画部担当) I  _ _ . 1， 

ト一一一 基礎調査ー一一一一ー団地の立地条件

」一一一 基本計画 一… 一一， 住宅の型式及び戸数

- 団 地 設 計一一一寸一一一 配置設計

ーヌ1) 便施設の1重量買と規模

ー建設費の算出

( 建築部担当 ) I  ，. _1 

卜一一一住宅設計、利便箆段設計、設備工事段計、敷地造成役針

|  道路及び排水設計、屋外施設設計

」一一一 積算

・工 事 発 注一一一「一一一一工事発;主計画 ・・ー ー一 発，主時刻

(建築部担当) I  1  

I  1  ...ー 工期算定

1  1  しーー 発，主方式(エ区、工事区介)

」一一一工事発注

・工 事 監 Eト 一一一一一一 監 | E E - ー…一一一工事、ニ程の監理

( 工事監管部担当)

図- 1

3. 工 事 発 注 の 標 準 的方 式

工事の発注は ，工事契約の手続を規制する法的根拠と当該年度住宅建

設計画にもとづき建築工事を主体にして関連各工事の発注計画が立案さ

れます。

3- 1  発注形態 : 住宅公団の場合，他の公共機関すなわち ，国，地 方

公共団体と同様lζ 国の法律K 準拠した住宅公団内規をっくり ，それによ

って特定多数者の競争による「指名競争入札制度」で行なっております。

3- 2  工事の種類および発注時期 ・建設工事の発注方式には「総合発

注」と「分離発注」 とがありますが，団地建設では「分離発注」方式を

採用しております。また i 1団地分」の建築および各設備工事はEIJ 戸~

3∞戸程度の単位で i 1工区」として分割し発注しておりますが， 敷地

造成工事など「工区」区分が不可能な場合は i 1団地 1 工区」で発注す

る乙ともあります。

工事別発注時期は ，建築工事が完成し入居の時点においてすべての関

連工事が完成するように発注計画がたて られます。ただし ，造園( 植栽〉

工事は植裁の季節的条件から入居後になる場合があります。

中層住宅団地建設の標準的な工事種類別発注時期を表にしますと 表-

1 のようになります。

3- 3  工事発注に使用する標準設計図書: 工事の発注K 使用する設計

図書としては，各団地とも ，規模! C : 大小はありましでも ，工事内容には

発 iζ 資するため! 健全な市街地の形成IC : 必要な

「諸施設とともに建設する 集団住宅」で， 乙れ

らには次の種類があります。

ェ五百喜一一一一一日数
- 60 30 

。
30 60 90 120 1よo l i D 21024026027l 0J 1 300 

i  面開発市街地賃貸住宅および併存賃貸施設

ii 面開発市街地分譲住宅

i i i 一般市街地住宅

i v 一般市街地住宅併存分議施設

@  各種用地の造成とその賃貸 ・分譲 …・ ・各種

の用途に供する用地をi 1団地」として造成し ，

賃貸または分譲する事業で，その種類として

i  宅地造成

i i  工場等用地の造成

i ii 土地区画整理事業

i v 新住宅市街地開発事業

v  工業団地造成事業

v i  流通業務団地造成事業

敷 1也
f国" ' -

成

住棟、園地工事

(給水塔槽処理場躯体工事)

電気、衛生、ガス設備

(屋内外共)

造 圏 (植栽)

道 路 屋外排水共)

まき水1苔干曹、汚水処理場

m，体は建築工事に含まれるが1

l設備の工事として発注

造成工事

建 築 工 事

l 入

1居

電気、|衛生|設備、| 工事

造園工事

γ  
ーーT ーーー・ ー

畠

道路工事
-φ:(←舗装4. )  

t  

乏吉水塔檀又は処E霊場工事
テスト

ー'
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褒 - 2 股計図書の摘成と名称

工 事 種 別

口 な 内 容 建 築 土 木 瓦 石 造 図

表 紙 | 工 事 名 称 ( V 心 ) 心

設 計 図 名 称

告

団

1也

{固

設 有

Z宣

言十

図

工 事 穫 巨 表 | 工 事 内 容 f し に O

特 記 仕 様 | 団地固有条件 ¥_ {  、 l  (. 

配 置 図 工 区 割 C 0 ， (  (  

共
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大きな相違点がありませんので，図面仕様警の綴準化，共通化を図 り，

設計と工事監理に おける効率化と均質化を行なっており ます 。 ( 表- 2

参照)

4. 団 地 設 計

団地の設計は， 公団発足当初においては 土地の規模により ， わずか

笈氾 戸前後の小規筏な設計から始まり ，1，000戸- 1，500 戸の団地は非常

に大きな団地として篤きの目をもって迎えられましたが，配置設計の技

法も公営住宅から引継いだというものの，どく自然発生的なも ので，充

分とはいえないものでありました。 しかし住宅建設戸数の増大と とも

に，世lζ いう「ダンチ族」出現のもとをなし ，設計業の問題意識として

の理解と努力が「クツレーピングJ i コミ ュニティ J i 道路パタ ーン」な

どにも明確なる思想の流れとして現われるようになった。

しかしながら当初から現在に至る思想の流れによる外部空間の変化は

「田園都市J のイメ ージを推し進める ものであり，太陽と緑を謡歌する

新しい町として期待されましたが，開発規伎の拡大，土地の高騰などに

よる社会的，技術的条件の変化が予想以上Iζ 急激に進み，それらに応じ

て新 しい課題が絶えず提起されております。

4  - 1  配置設計・ 団地計画によって決められた条件( 型別戸数および

各種利便施設の種類 ・規模) を設計条件として配置設計を 行ないます

が，団地設計の基本的要系となる もので，その団地の「物理的J i心理

的」性格が決定される最も重要なものであります。

設計の要素 とし て

近隣住区の構成 ..... 段階構成住区理論により，幼児のプレイ ロッ ト

を核とした 150戸前後のグルーピ ングか ら，団地の規模により構成

している。

11 団地内利便施設の配置

iii 動総計画 ..... 通勤，通学，買物などの道路計画

l V 歩行者専用道路と団地中心施設との関連付

v  戸外空間の構成

vi  団地の景観構成

vi i 敷地の造成計画

等配慮して設計 しております。
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表- 3 土地利用比率表

土 地 利 用 区 分 | 比 率

住宅用 ｾ ｲ ♂
学 校 用 地 I 13.3  

保 育 所 ・幼 稚 園 用 地 1. 9  

土 地 利 用 区 分

底 鋳 . 7 ーケy 卜用 地 2. 3 

汚 水 処 理 場 用 地 1.7 水 路 用

プレイ・ロ y ト用土邑 4.0  不 利 用

容積率表

敷地面積 37 .2ha  [ 建築床面積 容 積 率19 .5ha 58 .86%  
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戸 数 施 設 名 称 延 床 面 積

会 所360戸 625m'  

管 理 事 務 所

管 理 作 業 所

80 "  33 "  

65- 5N- 3K - 3一敬2 1. 540 "  42 "  

67- 5N - 3DK ー改2

特 ＶＹＰ Ｍ Ｕｾ Ｍ Ｒｌｄ ｋ

垂E720 "  使 局 120 "  

140 "  ｴｾ＠ 療 所 500 '  

66- 5N- 2DK - PC 一敬 3 210 "  保 育

椎

所 750 "  

特 710- 5N - 2L DK ー施 128  " 幼 1. 120 "  

70- 5N- 3K - M. F  
270 "  スーパー・マーケy ト 1. 3∞"  

合 計 3. 448戸 底 舗 ( 1  5 庖) 750 "  

メインベデストリアン

国鉄阪和線

図- 2 機能パターン図

なお，最近の配置設計の実例を紹介します。( 表- 3 ，図- 2 ，3参照)

4- 2  住宅設計 . 団地の住宅は「標準設計J ( 金支所共通) の住宅を

使用しておりますが，とくに敷地の立地条件により ，その団地のための

住宅( 乙れを標準設計に対して特殊設計という) を設計する場合もあり

ます。 したがって，標準設計型と特殊設計型の 2 類裂をもっています。

標準設計住宅については ，その歴史的な由来から説明したい と思いま

す。

昭和30年，住宅公団設立当初には中居耐火共同住宅と して公営住宅に

2 K型の標準設計がありましたが，住宅公団は 乙れを母体と して「浴室」

と「ダイ ニングキッチン ( D • K )  J とにより 「食寝分離」の 2 D K裂

を開発し ，乙れを中心(C悠設してきました。乙れにより公団住宅の代名

詞としての i 2 D KJ が一般に認識されま した。

また標準設計を必要 とした背長には ，より良い住宅を，より庶く ，よ

り多く供給する という公団の使命が設計作業の合理化を要求する乙とに

なりました。以来，標準設計の取捨選択を繰返し て， 現在，次の通り集

約されてい ます。

在来工法・…ー賃貸住宅 11種

分譲住宅 6 種

、

、



， ｾ＠

産工法… . . . PC工法 7 穫( 賃貸，分譲共〉

M F 工法 8 穫

があります，なおとのほかに「準標準設計」として

. 南北軸型…… 東西面に住宅の関口部があるもの

- 丘陵地対応型… …丘陵地の斜面に沿って住棟の桁行方向が階段状にな

ったもの

・特殊基礎用型…・・地盤条件の悪い所K建てるもの

などが使用されています。

標準設計の今後の方向としては，住宅の量産工法としてのプレハプ工

法が社会的に強く要請されているとともに ，社会情勢( 経済成長にもと

づく) も従来の 2 D K型を母体とした住宅のプラン発想に再考を求めら

れつつあり ，現在，住宅公団では新しい住宅を調査研究しております。

一方では，大量建設によるメリットを工業化，量産化lζ 求めて，工法

と部品を多く開発してきました。

P C工法の開発…・・昭和40年より実用化され， 43年より大々的 lζ 使

用され，現在では建設戸数の 17. 9.96位に達している。

ii M F工法の関発…… 昭和38年より実用化され，現在では建設戸数の

8 .96位 IC達している。

i i i ステンレ ス流し台…・・ 昭和33年より採用

i v スチ ーJ レサッシ ー…・昭和34年より部分使用をはじめ， 38年より全面

的に採用

v  アノレミサッシ・・・昭和37年より部分使用

V l  ホーロー製浴槽とバランスド ・フリュー釜ー… 昭和40年より採用

その他，換気ファン ，吊戸棚 ，面付シリンダー錠などがあり ，乙れら開

発部品は「公共住宅用規格部品」として広く使用されています。

以上，標準設計!C対するメリットは多いのですが，イ也面，標準設計の

存在は若い設計者にとっては設計応対するチャンスと窓欲が失なわれる

心配もあります。最近の民間ディベロッパーのめざましい躍進と住宅関

連産業の華やかさは非常な刺激となっており ，社会の発展からとり残さ

れないよう ，目を未来 !C見開いて常に新しい問題ととり組んでいます。

4- 3  土木設計 : 敷地の造成設計，擁壁・橋渠等構築物の設計，道路・

通路の設計，下水道( 雑排敷地道路の排水) の設計などがあります。住

宅公団の設計要領によるが，地元市町村への移管道路などは，その移管

先市町村の規準にもとづき設計しています。

4- 4  設備設計: 電気設備設計は，関置の電力供給規定によりますが，

住宅の容量( 現在3 OA ) などは住宅公団の設計要領lζ よっています。給

水設備設計の管径などは，住宅公団の設計要領によっていますが，給水

塔槽のリザーブタンク容量などは，住宅公団の設計要領を基準にして，

地元市町村の算定規準 !C応じて修正しています。

4- 5  園地設計 . 幼児を対象にした「プレイロット」と中供達を対象

にした「ボール投げJ rボール蹴り」などのできる「児童公園」とに分

離して設けるようにしています。

4- 6  造園設計 : 通常，造園設計といえば，子供の遊び場と植栽設計

とで屋外の空間構成および景観構成をする設計を指すのですが，一応 ，

園地設計と分離して植裁を設計しております。

5. お わ り に

以上，非常に概略的で申しわけございませんが，紙数の制約もあり ，

住宅公団における「団地建設」の計画から設計 ・発注に至るまで・のプロ

セスが，線的とはいえ ，一応ど理解願えた乙とと思います。

( あおやま かっみ 日本住官公団大阪支所設計課長〕

図- 3 新家団地配置図
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開発プロジェクトと統合組織

その基本的な考え方について

山 中 孔

ま え が き

建築は必然ともいえる社会的要請がそのベースにあってはじめて生ま

れる。

現代の社会の変化の激しさについては多くの論が展開されているが，

まさに多機化，復雑化，大型化， 豆大化，高度化，高速化の時代であ

り，多目的性，多価値性，多選択性をもっ高密度の複合建築が都市の中

に大きくクローズアップしてきている。

乙のような社会変化はもはやこれまでのものとは質的にも量的にも異

なった段階のものであり，これに即応する建築の分野にも，新しい考え

方，進め方，まとめ方が強く要請されているといえよう。

ｾ＠ 1  プログラムの提示

建築の計画の分野でいままで原則的な方式であるといわれてきたもの

がある。建築が企画された場合，大部分のやり方は，建築主において土

地が設定され，建物の用途，規模，予算などの〉整備され，建物の一つの

イメージを設定した うえで建築士が設計にとりかかるケ ースであった。

建築主にそのプログラムのない場合，建築士の方からそれを責めた場合

すらあった。また十分検討されつくしていないプログラムに基づいて設

計し ，施工されて完成したときに ，企画段階より参画しておればもっと

よい建物になったであろう，などという発言も行なわれていた。

ｾ＠ 2  企 画 へ の 参加

近年では建築主の方でもプログラムの重要性が認識され，在来のやり

方では変化の激しい ，競争の厳しい現代社会の中では十分な ものが期待

できないとして，乙の企函の段階で専門家の協力 ，参画が強く要請され

るようになってきた。土地の選択にしてもその立地の将来性 ・地質など

の基礎条件，建物の内容 ・規模についても需要予測を含めた可能な限り

の調査 ・比較検討を行ない，収支計画もあわせて，企爾 ・計画の段階が

重要視されている。

ｾ＠ 3 統 合 組 織

乙れらの社会的要請に応えてゆくためには，従来の体制のままでは十

分でない。新しい考え方lζ 基つ‘ く新しい組織が必要となってくる。設計

の分野にしぼってみても ，計画，制作，構造，設備，意匠の機能別の組

織を横断的 IC有機的 IC一つの建物にまとめあげる統合組織が生まれ，マ

トリ ックス裂と呼ばれている。

建築の分野においても，乙れに企画，調査，研究，技術，材料，施工，

工費，管理などの要素を加えて，統合する必要度が高まり つつある。

建築主の高度な要請に応えようとするなれば，工学的分野だけでなく ，

医学，農学，経済学，社会学，心理学，芸術，広報などあらゆる分野に

かかわりをもっ乙ととなり，乙れらを何らかのかたちで統合する必要性

について強い認識をもち，その具体化について J レーノレづ. けを行なってお

く必要がある。

乙れらの各方面の専門的職能が一つの方向づけをもって統合されてゆ

くためには，その目標とするプロジェクトがはっきりとしており ，その組

織を運営するマネ ージャ ーの力量によるとい って も過言ではなかろう。

ｾ＠ 4  長 期 大 型開 発プロジェク ト

1. 統合組織によるプロジェクトの遂行は，社会の変化に即応して建築
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の質を向上し高性能のものとするために有効な手法であるといえる。し

かし長期大型開発プロジェク卜のためには，乙 れに加えて新しい一つの

方式を導入しておくこと が必要であろう。

2. 長期大型プロジェク卜とは一応つぎのようなものと想定しておく。

1)  施行期間が長期にわたるもの

10年- 20年以上

2) 施行区分が数刻にわたるもの

10- 20期以上

3)  規模がス ーパープロッ ク的なもの

5 - 10ヘクタール以上

4) 複合した用途をもつもの

5 - 10種以上

5) 将来にわたって周辺の地域に強いアクティピティをもつもの

3.  一般の プロジェクトでは， 規模の大小，用途の複合化はあっても，

時間系として乙れをみた場合， 1 - 2 年と比較的短期であり ，将来周辺

に波及効果を与えるとしても，計画自体は完成と同時に一応ピリオドが

うたれるものといえよう。計画はその進め方として将来のある一時点の

ー断面をあらゆる可能な計画手法によって予測し ， 一つの想定を行な

い，条件を設定して，乙の目標のもとに企画，計画，設計，技術，施工

などが一連のものとし実施される。静態的なプロジ ェクトといえる。

4. 長期大型開発プロジ ェクトは動態的にとらえられなければならな

い。生態としてみつめなければならない。

乙の方式を "生態方式" と呼ぶ乙とにし，その具体的内容を述べる ζ

とにする。

1)  "7スタ ープラン

基本構惣としてマスタ ープランが必要である乙とはいうまでも

ないが，乙れの設定にあたっては，逐年段階的に実施が予想さ

れるプロジェクトをサフ. プロジェタトと呼び，乙れらのサフ' プ

ロジ ェク卜をベースとして構慾がたてられる。乙の場合7 スタ

ープランはあくまで も一つの目標に基づいてたてられた構想で

あり ，逐年検討され変更されてゆくべき性格のもので，固定的

なものであってはならない。

2)  サプPプロジ ェクト

マスタ ープランを構成しているサフe プロジェクトは当然複数で

あり ，実施の時期も，当面実施のものから将来のものまでを包

含している。当面実施のサフ' プロジェクトはマスタープランの

構想に基づいて実施される。

3)  評価と修正

当面実施されたサププロジェク トの成果は，その時点における

新しい価値基準によって評価され，その結果はマスタ ープラン

[ζ 影響を与えてマスタ ープランは修正される。

4)  サイクル

修正されたマスタ ープランの先導によって次のサ 7. プロジェク

トが実施され，その成果が評価される。 乙の実施，評価， 修正

のサイク J レは時閥系にのって，そして新しい価値基準をつくり

ながら進められる。



5)  フレキシピリティ

サフ. プロジ ェク トをそれぞれの単位の中で実施してゆく場合，

とくに留意されねばならない条件はフレキシピリテ イである。

サププロジェ ク ト遂行のための条件設定 lζ 当って余りに固定的

にきめて しまうと次のステップにいった場合乙れが大きい制約

条件になりかねない。 他のサププロジェクト 11 : : 関連性のある部

分ではできるだけルーズにオープンにしておく必要がある。

もちろんいかなる変化にも対応という乙 とは難しいが，マスタ

ープラ ンの修正によって起乙るであろう範囲は少なくともカバ

ーしたい。

5. " <スタ ープランそのものが常に新しい条件や変化に対応しつつ修

正，変更されて，常に生き生きとしたものとして成長してゆき ，乙れの

先導によって当面のプロジェクトが実施され，その段階で必ずその成果

が評価され，フィ ー ドパックして新しい条件となる。乙のようなサイク

J レで開発が進められてゆくのが設も望ましく ，新しい可能性を生みだす

手法と いえる。

6.  乙のプロジ ェク ト方式 "生態方式" とで も呼べる 方式を具体的に進

めるために考慮 しておかねばならないいくつかの間題点がある。

1)  マスタ ープラ ンの修正

マスタープランの修正が行なわれないと生態としてプロジェクト が動

かなくなる。 乙の重要度については論をまたないが，実施してゆく乙と

は難しい要紫がある。とれを解決する条件としては 7 スタ ープランにも

られた内容を整理しておく必要がある。情報の分類でありその数量化で

ある。 ドキュメンテーションの技術を導入lとより客観性のあるものに整

理しておけば，マスタープラ ンの修正にあたって威力を発揮するであろ

つ。

2)  価値基準の変化

多様化，多目的の高度選択社会においてはその価値基準に大きい差が

生まれやすい。オペレーショ ンリサーチなどの計画手法により ，その時

点における基準を客観性のあるものにしておく必要がある。

3)  サ7" プロジェクトの選択

複数のサ ププロジェクト のどれを採択するかは ，重要事項の一つであ

る。もちろん外的な制約条件による乙とも大きいが，プロジェクト全般

に与える影響力の大きさ ，誘発力の大きさ ，波及効果の大きさなどがそ

の尺度となると考えられる。

4) 実施条件の整理

サ7" プロジ ェクトを実施する場合その前提条件を整理しておかねばな

らない乙とは 7 スタ ープランの場合と同様である。

5)  アクティ ピティ の育成

プロジェクトは常に外向きに強いアクティビティが保持できる状態に

なければならない。乙のアクティピティ乙 そが乙の開発プロジェクトの

原動力となるものである。

ｾ＠ 5  計 画 の 組 織

1. 乙の" 生態方式" と呼ぶ考え方はなにも長期大型開発プロジェ クト

にのみ必要な手法ではなかろう。 一般プロジ ェク トにおいても ，機能別

のたて割り方式でない統合組織を完全に機能させるためには， "生態方

式" の考え方まで視野を拡げておく必要があろう。

2. 乙の統合組織の運営には ， 乙れをシステマティック 11 : : 管理するた

め，インテグレ ーターと少数のアシスタントが必要であろう 。マスタ ー

プラ ンのもつその思想，その本旨を正しく理解し ，プロジェクトの上に

適確に反映させま とめあげるインテグレ ーターの役割は ，具体的にはプ

ランの分析，実施のためのプログラム ，メンバーの選定，そしてそれら

の協力の上に一つの完成された表現にまとめ統一するととであろう。

3. とのイン テグレ ーターは必ずしも一つの分野の専門家である必要も

なく ，それよりもむしろ広い社会常識，分析カ，理解カ，判断力 ，総合

力を もった人材が望まれる 。平凡な人聞に非凡な仕事をさせるのが組織

開発拠点とアクティピティ

であるともいわれているが，その組織に適格な人材が得られればその プ

ロジェクトは成功したと いってよい。

あ と が き

民間でプロジェクトを遂行する場合，法制上 IL も問題点は多い。行政

面も横断的 11::プロジェクト中心lζ 統合されているかといえば，ζ 乙にも

大きい問題点を発見する。

問題点は多い。しかし乙れらを現段階でそれぞれの解決を見出だした

としても ，それは現時点で静的にとらえればの乙とであり ，動的に考え

てゆかねばならない現代では一つの危険なしとしない。

現実 lζ 目前 lζ は果さねばならないプロジェクトが進行しつつある。乙

れらを具体的に進めてゆくためには，机上の議論11 : : 終始する乙となく ，

プロジェクト中心のプロジェクト主義に徹し ， "生態方式" をふまえた

統合組織で . 毎日毎日のつみ重ねの実績のうえに問題点を一つ一つその

時点で解決してゆく乙とであろう。乙のためにも ，将来を見通した，今

後起乙りうる変化の可能性lζ も対応できる ，深く考え抜く力をふまえた

ソフトな思考乙そ段も強く望まれるものであろう 。

( やまなか とおる K K竹中工葛庖大阪本底股計部長)
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地域経済の展開に対応する開発方式

山 下 隆

激 動 の 時J l 代

経済社会をとりまく環境は，近年においてその変化速度が加速化して

いる乙とから ，その急激な変化の巨大なエ才、 J レギーが経済社会 lζ 与える

インパクトは， 体質の質的な変化にまでおよひ、つつあり ， その乙とか

ら，単 lζ 従前のすう勢を延長したものの考え方では変化に対応できない

おそれがでてきたのである。

そ乙で新たなる視点から，変化の過程で生じつつある新しい兆しを，

来るべき未来社会との関連においてどのように意義づけ，どのような問

題意識をもつかがきわめて重要となるのである。

最近における変化のなかで注目を要する乙とは，情報が主導する経済

社会情造lζ 転換しようとしている乙とであり ，いいかえれば知的創造活

動を主軸とする知識社会への移行である。その乙とは経済活動における

知識，技術がきわめて重要な位置づけをされると同時に ，経済発展の主

たる牽引力となってきた乙とにほかならない。

たとえば， 情報自体が無形価値としての経済的価値をもっ情報産業

( 知識産業) が形成，展開されようとしており ，他方では，従前からの有形

物の生産においても ，実用的な価値よりも物 lζ 付加するデザイン ，柄な

どの情報，知識価値がより重要な意味をもつようになり ，また，部品数

でラジオ ・カメラ ・ミシン ・自転車などの 10の2乗から ，テレ ビの10の

3 乗，自動車 ・高級工作機械の 10の4 乗，大型コンピ ュー ターの10の5

乗，宇宙ロケッ トの10の6 乗というように ，年代の経過に応じての部品

数の増加は，従前の単純労働による価値の付加から，システム ，設計，研

究開発などの頭脳労働力による価値の付加に移行している乙とである。

乙のように知的創造力が開花する社会への移行期にあるとと ，いいか

えれば量の変化から質の変化への転換という激動期に直面したととをま

ず認識する必要があろう。

地域経済の展開方向

わが国の経済全体が新しい社会への移行という激動期の渦中 にあるの

と同時に，地境空間的 lζ 経済機能の立地の再編成が展開されようと して

いるのである。

もともと経済の諸機能は， 外部経済の利益を求めて一定の集積量をも

っ地域へ指向するもので，大集積地を核として，その影響圏域内からの

経済機能の吸引作用が起乙り . 圏域の中心核lζ 吸い 乙ま れる ように経済

機能の地域移動が展開され，吸引する側では集積が集積をよぶ集積の累

積的拡大のメカ ニズムの展開から ，やがては大都市| とみられるような公

害発生，交通渋滞，交通事故の多発，地価高騰，住宅難などの過密の弊
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害にまで進行するものである。乙れに対して吸引される側では ，過疎，

地域格差など‘ の問題を発生させているのである。

乙のように地域経済の発展形態は，特定の大集積地IC資本，労働，技

術など、の経済力の傾斜を伴いつつ，地域的な不均等発展をしてきたと乙

ろに乙れまでの特色があったが，それが最近では，地域的な展開ノマタ ー

ンlζ 若干の変化を起 ζ しはじめたのである。

すなわち ，広域経済圏の中継都市である東京，大阪では過密問題から ，

集積の利益よりも集積の不利益が目立ちはじめるようになり ，そとで大

都市機能のうち ，必ずしも大都市内に存在する必要性を強くもたない機

能は，大都市から脱出して大都市の周辺地域 ，および，さらにより遠い

地域への移転傾向があらわれているのである。

たとえば，工業生産の拡大にあたり ，大都市内部では工場拡張のため

の用地がほとんどないととや，地価の高騰が企業の採算ペースを上廻る

ようになっ た乙と ，さらに公害苦情のおそれなどの要索がからみ ，地方

への工場立地展開という大都市内部からの押し出しの要因と ，他方では

高速道路，通信網の整備の進捗によって地域聞の時間距離が短縮され，

しかも ，比較的に安い地価とまとまりのある用地を得やすいという大都

市外部からの遠心力要因とが相乗的に重なって，生産機能は広域的lζ 展

関する傾向がでてきた。

また，生産，流通，ri 自白の各セクタ ーのうちで，生産では大量生産，

消費では大型ス ーパーなと、の大量販売システムが形成されてきたのに対

し，生産と消費の各セクタ ーを結び・つける流通のセクタ ーでの構造の近

代化が遅れていることが問題となっているのである。

乙れまで流通機能は大都市内部 IC集中していたのが，交通渋滞による

効率の低下から ，流通機能のうち倉庫， トラックタ ー ミナ J レ，配送セン

ター， ス トックポイントなと・の物的流通機能を大都市外部の周辺地域へ

の移転により ，大都市機能の純化を図らなければならないようになった

のである。事実，近年では大都市周辺の高速道路沿いに物的流通機能が

著しいテンポで立地展開をはじめている。

とのような展開のなかで，次の課題は乙れらの個別の物的流通機能を

できるかぎり集約化した大型の流通センタ ーとして，個々の機能集積い

わゆるシス テム化による複合機能化を図るととと ， トラック ，鉄道，海

道，航空機による各個別運輸体系の接点での結び‘ つけ，組み合わせによ

る一貫した円滑性を図るために複合タ ー ミナノレの建設の必要性があり ，

すでに具体化の段階に入っているのである。

さらに入口の移動であるが，大都市の生活環境の悪化や核家族化の進

展から ，居住機能が急速に大都市の周辺地域 IC移っており ，大都市の人

口停滞から ，さらに絶対数での微減現象，それにかわって周辺地域での

， 
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著しい人口増という人口のド ーナツ化現象が一層顕著になってきたので

ある。

乙のような人口分布の変動を反映して，小売商業機能も ，大型ス ーパ

ー， ショッピングセンタ ーなどが人口の急増地域での展開が著しく ，ま

た，ポー リング場やレクリ エー ションセンタ ー， 総合運動場などレジャ

ー・ レクリエ ーシヨン機能も一部移動をはじめているのである。

乙れまでみたように，大都市から外延的に移動をはじめた機能は，工

業生産機能，物的流通機能，小売機能なと、の現場的機能と居住機能であ

るのに対し，逆IL大都市への集中をさらに強める機能は，本社，本庖な

どの管理機能や情報関連機能，流通のうちの取引決済機能などである。

大都市の中心部にみられるようなピジネス街区での超高層ビル化ICよ

る土地利用の立体化は，情報主導型社会への移行から ，情報関連機能や

創造的，管理的機能の集積による ，情報都市への体質転換がはじまった

乙との象徴として受けとめられるであろう。

とのような大都市およびその周辺地主主での地域的機能の再編成が進行

しはじめたのと同時に ，注目を要するのは，札幌，仙台，広島，福岡な

どのような地方経済圏の中核都市や，それに準ずる県庁所在都市で，経

済機能の若干の集積傾向をみせている乙とである。

人口 ，工業生産機能，商業機能などの集積傾向であるが，とくに強く

あらわれはじめたのは卸売機能であって，乙れは大都市IC所在する大手

卸商，総合商社，メーカーなどによる積極的な支j苫，出張所の開設によ

る販売拠点づくりを反映しているもので，乙乙にも各都市機能相互の重

層的つながりが新しい視点から形成されはじめているのである。

乙のような地域的な機能の再編成のダイナミックな動き ，すなわち ，

民間エネルギーの指向する方向に対応した各地域別の開発プロジェクト

でなければ，空転IL終りその効果が期せられなくなる。

開発のシス テム化

すでに述べたような基本的な開発パタ ーンをふまえつつ，乙乙 lζ 留意

しなければならない乙とは ，住民の価値観が所得上昇を背景K 変りつつ

あるというととであり，経済的貧困の時代から物質的豊富の時代への移

行は，発想方式自体が塗かなる社会からの発想、に転換しなければならな

いのである。

すなわち ， 乙れまでの個人的需要から社会的需要へ移行するととも

に，高級 しゃし的な需要でしかも価値観の多機化による個性的需要へと

いう需要の変化におけるこつの基本的方向を配慮しなければならないの

である。

たとえば住宅についてみると ，単 lζ 住めればよいというのではなく ，

住宅を含めて快適な生活環境という欲求の高まりで，公恩，道路，医療，

ショッピングなどの総合的な整備がなされないと満足されなくなり ，乙

とに各機能の有機的な組み合わせによる ，総合的，体系的なシステム的

開発が必要となってくるのである。

やや小単位の住居分野をとりだしてみても ，たとえば，住宅のインテ

リアでは，カ ーテン ，カーペッ ト， 応接セッ ト， 照明器具などで，とれ

までは各商品を個別に求め取り揃えていたのが，部屋全体としてのフィ

ー リングを求める傾向から ，乙れらの個別の商品を全体としてのデザイ

ン，色彩，配置の観点からシステム的に配慮しなければならないという

ように ，大なるものから小さいものにいたるまで，すべての分野でシス

テム的思考が求められ，個別機能の有機的集積による，より効用の大き

い機能創出が課題となってきているのである。

乙のような傾向は，たとえば，新全国総合開発計画で想定しているよ

うに ，個人所得が昭和ω年では現在のアメリカの水準程度にまで上昇す

るという ζ とを勘案しでも ，より高度な総合的機能を求める方向はます

ます強まっていく乙とになり ，そのととから 10年，15年後の質的な変化

IC即した先取りの開発方式でなければならないのである。

地域別の変化に対応する開発方式

乙れまでに述べたような乙とから ，地域別の開発ノマターンとしては，

今後の交通 ・通信のネットワ ークづくりの方法いかんによる影響が大き

いが，おおむね 4 種類ぐらいに分類できるであろう。

第 1 1Cは大都市における開発で，乙れはむしろ ，乙との性質上から再

開発であり ，土地の高度利用 ，つまり高層ビル，高層住宅のような立体

的空間利用と ，地下商庖街や地下鉄網のような地下の空間利用による土

地利用の効率化で，情報の高密度化 IC対応する情報関連の経済機能の強

化と ，人的交流，輸送の体系整備が主要課題となろう。

第 21Cは大都市の周辺地域にお ける開発で，大都市への通勤者のため

の居住機能として快適な生活環境の整備という総合的開発と ，交通体系

の整備，また，大都市の消費需要 ICもとづく物資 ・貨物の集荷，保管，

仕分け，配送のための物的流通機能の体系整備であり ，さらに大都市圏

に集積する技術や工業関連部門との関連! とおける高度加工的生産機能の

整備が重点的に行なわれなければならないのである。

第 3 1Cは地方の中核都市やそれに準ずる県庁の所在地都市では，大都

市の過密問題の再現するのを避けるためにも ，あらかじめ先行的な総合

的開発を実施するとと もに，文化的，社会的機能の強化IC特段の配慮を

加えて情報 ・人材の集積，情報の創出力を高める乙とに努力しないと ，

今後の情報化社会で大都市の影響力 IC組み乙まれて地域的特性をそう失

するおそれがある。

第 41とは地方の農村地域でいわゆる過疎開題 IC悩む地域であるが，大

規模工業基地，大蜜産団地，食糧供給基地， 自然景観をいかした観光

墓地など地域の特性 IC応じた大規模開発プロジェクト方式が必要となろ

つ。

とのような地域別の開発パタ ーンを描いても ，開発を推進していくた

めの手法が次の問題となるのである。

第 1 1Cは開発の主体の問題であるが，今後の地域開発はかなりスケ ー

J レの大きいものとなるととが必要であり ，そ乙で国または地方公共団体

の総合的開発計画と民間のもつエネルギーや効率的運営方式をそう入し

た第 3 のセクタ ーともいうべき主体の設立が望ましいのではないかと考

えられる。

第 2 1ζ は官民協同の地域開発研究のプロジ ェクトを設け，地域開発の

システム的な研究が必要となるであろう。いわばあらゆる分野の知的能

力の結集が要誇されるのである。

第 3 1 C は地域開発のためのばく大な資金をどのようにして確保するか

という乙とである。

景気変動K 左右されないで量，質両面で安定的 lζ 地域開発が拡大され

ていくためには，地域開発つまり社会開発の専門金融機関を設けて，金

融のパイプを太くする乙とである。

その場合の調達原資としては ，銀行などの預金，金融債，財政投融資

金，社債，政府保証債などが考えられ，地域開発，社会開発のための専

門金融機関をどのような方法で設立するかについては，現在，建設省で

次のような 5 案で検討されている。

① 開銀を改組した社会開発金融機関

② 開銀から社会開発金融部門を分離，または新しい専門銀行の創設

③ 政府資金，民間資金を混合した商工金型の専門銀行

@ 民 間 を 中 心IC特殊な長期信用銀行

⑤長期信用銀行をそのまま社会開発金融の専門機関とする

乙のようななかで，先にも述べたように，政府資金だけでなく ，民間

資金の大幅な導入を図る大型の専門金融機関の創設が必要であり ，各分

野から結集された大型のエネルギーで大規模な開発を実施しないと ，未

来の大型にして多様な需要 IC対応できないであろう。

そして，とれまで、の産業基盤整備への努力を今後とも継続強化すると

ともに ， 立遅れの著しい生活基盤整備に抜本的な対策が求められてい

る。人間のための快適な生活環境づくりを基盤とする豊かなる生活の実

現をめ ざす開発が，地域開発の基本的理念であり ，そのような理念 !C立

脚して，社会経済のさまざ. まのシステムが相互に有機的K 関連づ. けられ

るよう ，充分な配慮のもとに諸施設の建設がなされるべきであろう。

( やました たかし 大阪府立商工経済研究所地域経済調査 市長)
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口 昭和46年 3 月分口

定 時 評 議 員 会

29日 4 時- 5 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 小 川 ，星正副議長ほか 19名

委任状 64名 計 85名

理 事 福 田 ， 岡 橋，小林理事

議事(1)評議員会議長及び富IJ 議長互選の件

(2)会長補選の件

(3刷 会 長 2 名選任の件

(4) 理事21名選任の件

(5) 役員重任承認の件

(6) 名誉会長推挙の件

(7) 昭和46年度収支予算承認の件

なお評議員会閉会後会館建設借入金の内52万

円の償還油せんを行った。 ( 本年度償還金額

102万円の内50万円を日本建築学会へ償還)

評 議 員 懇 談 会( 技 術 部 門 )

18日 5 時半- 7時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 星 評 議 員 ほ か 19名

評議員会副議長ならびに会長 ，副会長( 1名)

技術部門選出 9 理事候補者推せんに関して懇

談

理 事
L:>.  

=  

25日 4 時 - 5 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 東 畑 ，横尾正直IJ 会長ほか 9 理事

議事(1) 昭和46年度収支予算承認の件

(2) 事務局職員採用の件

(3) 常務理事重任承認の件

(4) 入退会者承認の件

(5) 報告事項

会計理事会

3 日 正午- 2時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 山 田 主 幹 ほ か 2 名

昭和46年度収支予算案の審議

編 集 委 員 会

8 日 4 時- 6 時 於会館集会室

出 席 者 鳥 田 委 員 長 ，安田理事ほか 6 名

議事(1)4月号= 都市生活と みどり特集経過報告

(2)5月号= 企画 と設計のプ ロセス特集経過

報告

(3)6月号= 解体工学特集経過報告

(4) 7 月号= 都市と港湾特集企画

(5)8月号以降の企画

(6)シリ ーズもの

(7)編集委員委嘱の件

(8)そのほか

作品作風小委員会

16日 6 時- 8時 於 会 館 集 会 室

出席者 近藤主査ほか 4 名

議事 5 月号作品の決定

事 業 委 員 会

見学会小委員会

4 日 6 時- 8 時 於 会 館 3 階会議室

出席者 山野副委員長，金子幹事ほか 1 名

議事 1)2月に実施した見学会の報告

(2)3月- 5 月の見学会の企画について

(3 明年度 6 月以降の見学会案について

(4)明年度小委員会の人選について

(5)そのほか

各種 説明会小委員会

5日 5 時- 6時 於 サ ン エ イ ン ス ク ラ ブ

出席者 近藤副委員長，三宅幹事ほか 3名

議事( 1)第 2 回「住宅の電気 ・ガス熱源によるセ

ントラ J レヒーテイングについて」の説明

会の報告及び反省

(2)明年度の人選について

(3)そのほか

展示会小委員会

9 日 6 時- 7時 半 於 会 館 3 階会議室

出席者 窪田副委員長，木原幹事ほか 2 名

議事(1)第 9 回展示写真について

(2開 10回以降の展示写真の企画について

(3)明年度の人選について

(4)そのほか

若い会員の集い小委員会

9 日 6 時- 8 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 上回副委員長，佐藤幹事ほか 5 名

議事(1)次年度委員について

(2)次年度副委員長，幹事について

(3 )若い会員の集いの目的 ，運営について

(4)そのほか

委 員 会

11 日 6 時- 7 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 北垣，窪田 ，三品 ，正副委員長，

佐々木，佐藤，三宅，木原各幹事

「都市と港湾」特集編集幹事会 |  ほか 4 名

4 日 3 時- 5 時 於 会 館 集 会 室 |  議事( 1)各小委員会の事業報告

出 席 者 水 谷 ， 細 川 ，坂井各特別幹事 I  (2)3月- 5 月の事業企画について

垂水幹事ほか 1 ;名 I  (3)明年度の事業企画について

議事 7月号= 都市と港湾特集企画並びqc執筆 I  (4)委員会の組織改組について

者 について I  (5)明年度委員の人選について

委 員 会 I  (6)そのほか

若い会員の集い幹事会

17日 6 時- 8時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 上 回 副 委 員 長 ほ か 4 名

議事(1)事業方針について

(2) 遂営のための内規について

(3) そのほか

住 宅 委 員 会

住宅スライド小委員会

4 日 5 時半- 8時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 岩 本 主 査 ほ か 4 名

議事 スライドの作成などについて

住宅展小委員会

15日 5 時半- 8時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 湯 浅 主 査 ほ か 2 名

ま盗事 第 8 回 「よろず相談住宅展」の会場計画

住宅資料小委員会

16日 5 時半- 7時 半 於 会 館 集会室

出 席 者 佐 孝 主 査 ほ か 4 名

議事(1)住宅資料の選別について

(2) そのほか

委 員 会

22日 6 時- 8 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 岡 橋 委 員 長 ほ か 15名

議事(1)第 8 回「よろず相談住宅展」について

(2) 住宅資料及びスライド小委員会の報告

(3) 次年度の委員について

(4) そのほか

教 育 委 員 会

委 員 会

18日 正午- 1 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 橋 本，岩下，辛木正副委員長

ほか 4 名

議事(1)本年度の事業報告について

(2) 次年度委員会の申送り事項につ いて

(3) 次年度委員会の構成について

(4) そのほか

建 材 委 員 会

委 員 会

23日 3 時- 5 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 堀 内 委 員 長 ほ か 8 名

内外木材工業 2 名

山陽木材防腐 2 名

議事(1)集成材について

(2) 次年度の委員について

(3) そのほか

| 建 築デ ー タ シ ー ト 編 集 委 員会 |

委 員 会

25日 6時- 8時 於 会 館 集 会 室

出席者 中原，松村正副委員長ほか11名

議事(1)新建築データシ ー トの構想について

(2)建築データシートの収支報告について

(3) 建築データシ ー トの合本について

(4) そのほか
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ーテインクーについて」

泉北高速鉄道と泉北ニュータウンの開発情況

見学会

6 日 12時[:fJ分- 5 時

参加者 55名

近畿大学創立45年記念事業として完成した新

建築の見学会 ( 本館 ・図書館 ・記念会館 〈体

育館〉 ・クラブセンタ ー〉

10日 12時半- 5 時

参加者 45名

(1) 本館 ・図笹館

設計監理 ( 株) 宮家建築事務所

近畿大学営繕課

施 工 ( 株 ) 松 村 組

(2) 記念会館く体育館〉

設計監理 ( 株) 安井建築設計事務所

近畿大学営繕課

施 工 ( 株 ) 大 林 組

(3) クラブセンタ ー

設計監理 ( 株) 安井建築設計事務所

近畿大学営繕課

( 株 ) 大 林 組

3会 事 業 委 員 長 打 合 会

正午- 2時

於日本建築学会近畿支怒

矢野士会，山田学会委員長ほか事

務局員 5 名

4 月以降の共催事業について打合せ

出席者

18日

議事

1時半- 5 時

於大阪科学技術センター

住宅の電気 ・ガス熱源、によるセントラ J レヒー

テイングについて

( 株) 安井建築設計事務所取締役社長

佐 野 正

治8名

5 日

聴講者

..0.. 

τ"" 

声 同

十見

， 5 時半- 7時

於大阪商工会議所ニ ューコクサ イ

東畑会長ほか31名

3会 役 員 春 季 懇 親 会

31 日

一氏

住宅における包気による エアコンディショニ

ングについて

関西電力( 株) 臨時社屋建設室副調査役

宮 田 敏 さ を 氏

出席者

電気による住宅用冷暖房機器について

三菱電機( 株) 大阪商品営業所技術専門係長

薮 内 一 郎 氏

彦

功

男

雄

一

正

実

博

雄

郎

太

常

康

幸

誠

善

哲

哲
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自

国

本

杉

保

柳

黒

田

野

久

館
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松

松

丸

三

三

目

山

山

彰

美

司

夫

和

幸

三

級

満

幸

昭

啓

普

緩

康

正

博

郁

昌

利

味

木

原

木

中

田

沢

越

困

問

弁

々

五

佐

末

鈴

竹

谷

津

長

浪

野

東

福

子

敏

明

隆

郎

行

環

野

禿

勲

茂

夫

洋

正

利

峰

俊

信

琢

哲

秋

木

吉

田

山

原

保

田

原

因

次

浜

間

久

背

秋

稲

市

上

大

金

川

神

木

北

北

( 敬称略〉

〔個人会員

3月 の 入 会 者

34名〕
住宅のガス ・セントラルヒーテイングについ

て

大阪瓦斯( 株) 営業開発部課長

柿 原 主主氏

大阪瓦斯( 株) 営業開発部係長

山 本 司氏長

記念講話・映画と祝賀パーティ

創 立 記 念 日 の 集 い

工施

a・

14名) ( 氏名省略)

11111111111111111111111“111111111111111111111111111111111111111111¥11111111111111111111111111111111111111111111111111111" 

2 級建築士試験の方法は昭和34年から 5 年循

環制でありましたが，滋賀，大阪，兵庫，奈良

和歌山の各府県では昭和46年の試験よ り3 年打

切り制 lζ 変更されます。

3 年打切り制とは ，試験科目のうち 1科目以

上の合格点を得たときから引き続きの 2 回の試

験において残りの科目に合格点を得た者が合格

者となります。初回を含め 3 回の試験において

5 科目の合絡点を得なかった者は ，その後の試

験を受けるときは ，初回と同様に全科目を受験

するととになります。

また昨年( 昭和45年〉までに受験をし l 科目

以上の合格点を得て現在科目免除をうけている

者については ，昭和49年の試験まで従来と同様

の取扱いをお乙ないます。

なお詳細については下記のと ζ ろでおたずね

ください。

滋賀県土木都建築課 0775( 24) 1121 

大阪府建築部市街地建築課 06 (941)  0351 

兵庫県建築部建築指導課 078 ( 34)  7711 

奈良県土木部建築課 0742 ( 22 )  1101 

和歌山県土木部建築課 0734 ( 23)  6111 

明 川 11111111111山 川 川 川 川 川 川 附 川 川 川 山 川 川 川111111111111111111111111川 111111111川 川1IIIIIUl l l l l l l l l l l t

〔准会員

2級建築士試験の 3年打切り制実施

2時- 4時半

於大阪コクサイホテル

出席者 70名

名誉会長，名誉正会員 ，支部長および友好団

体，日刊建設新聞の代表をお招きして創立記

念日の集いを開催。大阪市公園部長加藤一男

氏の「都市と緑」についての講話を伺い ，続

いて大阪市ご提供の町を緑! r . ( 大阪城森林

公園〉第 2 部の映画を上映後祝賀ノマーティを

開催した。

創立記念日祝賀パーティ ー

30日

近畿大学見学会

サントリ一本社ピル新築工事の見学会

( 本会，大阪府建築士会，日本建築学会近畿

支 部 共 催 )

19日 3時- 5 時

多加者 90名

設計監理 ( 株) 安井建築設計事務所

施 工( 株) 竹中工務庖
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プラスチックサッシュについて 日本建築協 会 建 材委 員 会 ( 担 当 : 武 藤 倫 男)

すでにわが国においても，プラスチックサッシュは所々方々で試作さ

れているようだが，陽の目を見るものは少ない。ただ一つ ，ダイケンサ

ッシ闘による『プ ラスチ ーJ レ・サッシュ』だけが，昨年商品としてデビ

ューした。乙のあたりで，われわれとしてもプラスチックサッシュを

( 小児病的な新建材恐怖症に打負かされずに) 考えてみる必要がある。

幸い外国における 情況の一端を知る ζ とができたので，こ こで報告 して

みよう。

米国においては ，木製サッシュが最高( ブロンズ，ステンレスは拾い

て) らしく ，プラスチック製は未だ伸びてい ないようである 。英国では

規格がきびしい( スチ ールサッシュは亜鉛どぶづけでないと認可されな

いようだ) らしく ，アルミサッシュで も通常品は住宅用にも使えないら

しい。木製に代って P V C (塩化ビニ - ) レ) や， F R P のサッシュが，

省力化上有用と判定さ れて出現しだしたようである。プラスチックサッ

第 1 表 図面は 次買怠照

暗 闇 毎 号 1  PVC2( 硬) |  1  3  4  ｾ・ＭＭーーーー ーーーーーー』ー SOIV1C.  

a 使 用 材 料 芯 材 P V C( 硬) 1  PVC( ! . ! )  I  ｾ｛…＠ P V C( 硬)

P V C ?  )  

5  

PV C 型 錦

シュの長も盛んな国は西ドイツのようである( 文献の限りでは〉。前出

のプラスチ ーノレも源をたどれば西ドイツらしい。一両年前，西 ドイツ

におけるプラスチックサッシュに関する文献 ( Bauen mi  t  K u nsts to-

ff en) を入手したので，その一部を紹介しよう。

それによると ，数10種類のプラスチックサッシュが公開( すなわち市

販) されている。 49種の中 ，11種が F R P によるもの，他は P V Cによ

るものである。その中 10種についてそのセクシヨンその他を引用する

(第 1 表) 0  P V C  によるものは，押出成型( 多分〕で自由な断面が得

られるため ，実に自由な断面を作っている。アルミ引抜材が先行してい

るためそれを模倣している部分も多い。しかし剛性を得るため ，大変苦

労をしていて，ほとんどがアルミまたは鉄を コア材として使ったり，内

帰したり して補強 している 。または主体を木にして，加工の面倒くさい

ととろをプラスチックに依存したりしているようなものも多い。 F R P

|樹脂鋳L/金属十

7  8  9  10 

ツ三 ± 4ニ
F R P  PVC( 硬)

{ ポリ エステル ?)

b 材 料厚き ( 哨 ) z  2  3  2. 5 

2- 2. 5 相 ｉｾＧ 違によって
2 - 5  3  1. 5 2 - 4  

1.5- 4 ;f1l ill 1  

cd m重主建(互k具c貫a(m梓tlF/共m流当2)h(周k℃囲率ｾＮ 円 ＩＩ ↓  I  
1. 0 約 0.8 1. 67 1- 1.2  

0.7- 1.3 

5  0. 8 - 1.5  1  1. 3 1. 44 1. 75 

(;z. 不含 )

2. 4 0 .4- 0. 6 最勺 2. 0 2. 3 3. 86 2.2- 2.45 1.9  0.9 

4車 準 大 喜 さ DI N- 18050 DI N - 18050 1  DI N - 18050 
DI N- 18050 76/ 101 

e.  ( om om)  
DI N- 18050 初 以 上 注 文 に 応 - 201 /文151 DI N- 1805日 DI N- 1805日

その他は ，主文
注 文 L よる そ の他 は 注 文

そ の 他 は 注 文 その他は，主文

じる すべて; 主

白、 明灰( 暗灰) ，白その、明他灰は、暗，主灰文

白 、 ア 掲イポリ

f .i車 準 色 白 、 明 灰 自 自 ( 明灰) 何 で も 可 銀灰、 白 、 明 灰、埼 灰 自 ( 灰) 照 会 に 応 ず

"' -ー y ニL

内回倒 、 こ 出
内 f到. jニ出

E 窓 積 類
転、開き

回転、開き

同 左 周 左 同 左 同 左 同 左 同 左 同 左 同 左

そ の 他

ス 軍 お よ び 絶

トー

h ガ ラ

縁 ガ ラ ス

同 左 同 左 同 左 同 左 同 左 同 左 同 左 問 左 同 左

l 用 途 住工宅、業商禦用用
同 左 同 左 同 左 同 左 同 左 同 友 同 左 同 左 同 左

J  . 画幅10MSl ckl

日 以 下 140，一 280. - 260ー 185. - 195，一 230. - 224，一 98(  +  10- 50%)  290.-

日 以 上 130. - ( ガラス共} 250ー 175. - 185. - 150 ー 222，一 22日一 98ー 280. -

a  大 5 さの DIN - 180501i ドイツ辿) ' 1 ; 脱輪。

b.  1刷物 IJ シ〆クルガラスマド 138. 5cmX I38. 5cm 枚当リ U ! 50セ γ ト以下、下は 50セ ッ ト 以 1'. 0

第 2 表 第 3 表

木

( OIN 舎印S雪T  .37)  アルミ ニウム

主ヲ4aF‘  h  プラスチックサ y シュの価絡( 建値) DM.  "，'( 50単位まで工場渡し)

F R P  

( ドイツ松平均値)

極 類 (  13850m角的一枚物 Smgl e gl ass入 η カイテンマド規準〕

50 '00 150 100 

密度 (gr om' )  約 1. 8 0.5  7 .8 2.7 

PV C +Alml 1  

圧 縮 強 度 = 400  

700- 1100 I| - l  l  L」
( kg om' )  ム 40

2200- 2400 

附 木 芯 i  協 働 1  1 1 1  i  
曲 げ 強 度

820 1300- 1500 870 700- 1800 

PVc 木 支 榊 4 .... .. ... ... .  111 白 1. ］Ａｾ＠ ｾＭ ・ ー

( kg om' )  
F RP  3  - .  1コー1 i  - __1 i =- I  

ｾｉ 張強度 = 700  

51阿 S帥 . 1  

480 1000- 1400 700- 2500 
Al ml  sash 1  t  

( kg om' )  ょ 25

1  D M:  100円

E - Modul e 
=  1.2 

10' kg om' )  

0. 24 1- 1.2  21 7  

ム0. 046

線 膨 張 係 数

('C X IO'鴨 川

100 16 

= 3.6  

12  23 

よ 64

耐 熱 使 用 限 界

約 130 約 130 150- 200 

( ' C )  

吸水率( % ) 約 0. 2 35- 50 
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サッシュ断面図 ( 番号は第 1 衰の図面番号 IC対応する〉

l. AV AS Y S TI: Ml 00l  2. DI APAL  

3. I LLI: RPL AS T I C 4 . KMT. HA R T. P V C  

S. K MT  MI T  S T A HL T R A GI: R R OHR  6. KN苧 F I: NS TI: R

7. R OS T OF R E E  8.  P OL  Y CE L L A 

9.  MONZ A P L A S T  10. SYKOTHI: R M  
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のものは，剛性はかなり高いので，乙れらの断

面では，他材の補強なしにやっているのが多い

が，成型については未だ量産化が進んでいない

材料であるので，工業化についてはまだまだ問

題多しとれからの素材のようである。断面に

プラスチックフォ ームを充填するタイプは，熱

貫流抵抗を狙ったものらしいが，窓としてのK

ーバリューはガラス菌で定まってしまうと ζ ろ

が大きく ，二重ガラスにしなくては全く問題外

の乙とである。

乙れらのサッシ ュ材料( 在来品を含む) につい .  

ての，性能比較が，あるカタログ( 西 ドイツ F

R Pサッシュ) Iζ 記載されていたので、そのまま

借りてきたのが第 2表である。プラスチッ クの

よさは，軽量，強度，吸水の低さ ，また表にはない

が，熱抵抗性大，成型性のよさによる型の 自在

性および価格の相対的低さ ，耐蝕位にあり ，耐

火性，同IJ 性においてきわめて劣る。価格は， 一

般的にいえばメンテナンスなどを考えれば，そ

れほど高いとはいえないはずである。耐火性に

ついては，使用場所を援択するととできわめて

有用となる。剛性については ，耐風圧の点で逃

げようがない場合が多い。 F R Pのどとく現在

のプラスチック( 厳密には コンポジットの 1 つ)

では最も高い値を示しているものでさえ， モデ

ュラスはアルミの 5 分の l がせいいっぱいであ

る。住宅用の l 間 X 1間または l 間 X 2 聞な ど

のような大きな窓，しかも l∞協，せいぜい 120

協の見込みの中での引違い窓となると ，断面の

設計はきわめて難しい。やはり鉄芯が必要にな

るようである。欧米におけるプラスチックサッ

シュは，先の例にあるどとく開き，回転が主で，

少なくとも引途いは見られない。見込みが大き

いため可能性は充分といえる。その他，気候，

インテリアなと‘ 理由から建具というものに対す

る彼我の考え方も異なる点が多いのも，その存

在価値を相違させているようである。との辺を

よく理解して，われらの条件に合ったサッシ ュ

が作られてくるはずであろう。

次IC ，プラスチックサッシ ュの価格であるが，

稜々の条件さえ整えば，手軽κ 入手し得るはず

であるが，即座にはそのようにいかないようで

ある。参考のため，再び西 ドイツの例によれば

第 3表のどとくである。乙れは ，1968年の価格

分布で，対抗品 11 : 関する仕様の想像もつきかね

るが，わが固におけるより重厚なものとして間

違いなかろう。 68年における西ドイツのプラス

チックサッシュの市場占有率は 39ぢというと と

であり ，その後すくすく伸びているようである

からもう l 割を越えているだろうし ，そうなれ

ば価格も下っているものと思う。因みにプラス

チックの原材料は当時西ドイツにおいて，下記

のようである。

硬質 P V C 1. fJJ - 2 ∞D M/kg 

不飽和ポリエステ J レ樹脂 1  .  30- 2.  40 11 

ガラス繊維 4. ∞ グ

日本と比べて，やや高い自であるが，大き く

相違するものでなさそうである。
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る と 共 に そ の 過 程 に あ っ て 、 こ の 革 新 的 な プ ラ ス チ

ー ノ レ に 投 げ か け ら れ る さ ま ざ ま な 評 価 に 、 私 途 は 、

専 門 的 な 兄 地 か ら 謙 虚 に 耳 を 傾 け 、 新 た に 始 ま ろ う

と し て い る 合 成 樹 脂 サ ッ シ 時 代 へ の 幕 明 け の た め 、

ひ た む き に 努 力 を 窓 ね て い ま す。

特殊配合のプラスチック

PVC( ポリ塩化ビニ ール)

ぷ

- : h三J ゴ ヲ'!!e， 1樹脂r & 笹

大 阪 支 社 大 阪 市 東 区 南 本 町 5 - 14 

干 541 T  E  L  ( 06)  2 5 2 - 1田 I ( 大 代 理 )

東 京 支 社 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 1 - 11 - 2  

干 l∞ T  E  L  ( 03) 邸 1 - 9 4 2 1 ( 大 代 表 )

日 本 初 め て の 合 成 樹 月 旨 サ ッ シ 「 プ ラ ス チ ー ノ レ J 一一一

私 達 は 、 サ ッシの素材をスチーノレ・アルミのみならず、

ひ ろ く 合 成 樹 脂 に 求 め 、 そ の 製 品 化 を 笑 現 し ま し た。

そ し て い ま 合 成 樹 脂 サ ッ シ の 先 駆 者 と し て 、 責 任 と

使 命 感 に 燃 え プ ラ ス チ ー J レ の 普 及 活 動 を 力 強 く 進 め

建 築 界 待 望 の 合 成 樹 指 サ ッ シ

画 期 的 な 建 築 素 材 と し て 注 目 を 集 め て い ま す0

. rA S T QR ・P L AS T E E L社 」力、ら 技 術 導 入

. カ ー テ ン ウ オ ー ル 、 各 種 サ ッ シ ・ ドア、 ス ト ア フ

ロ ン 卜、 手 す η な ど用 途 は 皇官官

. 強 度 ・ 気 密 性 ・水 密 性 ・遮 音 性 な ど サ ッ シ の 条 件

を す べ て 満 た して います。

・ 特 に 、 潮 風 ・公 害 対 策 に 理 想 的一一一一一

阪 造 所 ・ 化学 工 場 ・給 水 所 ・ 温 泉 場 ・海 辺 の 建 物

等 に 憲i直 グ

* プ ラ ス チ ー ル に 関 す る 疑 問 点 は 、 質 問 券 を 添 付 の

う え 、 下 記 の 住 所 に お 問 い 合 せ 下 さ い 。

住 友 商 事 株 式 会 社

大 阪 大 阪 市 東 区 北 浜 5 15 

. 材 飯 干 541 T  E  L  ( 06)  2 0 3 - 1 2 2 1 ( 大 代 型 )

東 京 東 京 都 千 代 田 区 一 ツ 橋 2 番 2 号

物 資 瞳 材 眼 干 1∞ T  E  L  ( 03)  2 1 7 - 7 2 8 6 - 9  
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建 材 の 頁

信用ある技術と伝統の

7X771Lトエ 専 業 大J吉

警歪矢偏商由

新 工 法 /

プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

奥山化工業株式舎紅

大阪市北区真砂 町 5 番 地 電 話 大 阪 364 代 表 0 2 0 6 - 9

内 装 資 材 専 門l吉

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸 rli 生回灰北長狭通 4 - 1  ( 英和l ビル )

直辿屯JA 対1戸 ( 33) 0881- 3  

支底 大阪市北反街 ｪ ｾ 町 ＵＰＨ 堂ピル ＵＱ 荷 ＵＰＲ 号室Ｉ

直. i i l l 屯訴大阪 ( 364) 2031- 4  

倉 庫 相1
1
戸市 iI 介区八幡通 1 - 5  (屯，訊 @2 9 2 3)

陸屋根防水には 奥 山 式 特許 絶 縁 工 法 を

訓 ＮＷＱ ミー陥ｾ帯

ミ) 帯 ヲ q
イト

本 社 東 京 都 中 央 医 銀 座 8 - 4 ー 11 電話 (571)2703- 4・2370・4064・0264

大 阪 出 張 所 大 阪 市 都 島 区 都 島 中通り 2- 3- 1 電話 (921) 2 4 9 7 ・(922) 7  2  8  0  

名 古 屋 出 張 所 名 古 屋 市 南 区 若 草 町 3 3  電話 (811 ) 3  6  6  0 ・ 3 1  0  4  

札 幌 出 強 所 札 帆 市 北 三 条 来 四 丁 目 電 話 (231) 7  5  1  1  

|特許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー

l( 電動式並固定型各種)

岩元式ベンチレータ- A 型・ B 型・固定型

岩元式連塔換気装置( コンチニヤス・ベンチレーター)

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/ 特殊装置による風量増幅1

新 型 換 気 塔 S Fスーパー l  l  

l換気扇の能力を倍増する/

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事・通風ルーパー

スチール及アルミサッシュドアー・各種シャッター製作施工

其 の 他 曲 加 工 一 式
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岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区大今里2丁 目5番 22号

電 話 ( 981 ) - 0 6 18  

• 



空 調設 備 の 頁

空 気 調 和 ・冷 暖 房 設 備

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 ・施 工

22朝目玉業社
《診

東京都港区芝浜松町 2 ー 7 電話 (434) 6171 (大代)

大阪市東淀川区加島町 375 電話 (302) 227 1 ( 代)

北 海 道 ・ 仙 台 ・ 名 古 屋 広 島 ・ 福 岡

釧 路 ・ 函 館 ・ 盛 岡 ・横 浜 ・静岡・ 京 都 ・神 戸

本 社

大阪支社

支 底

営 業 所

空 気 調 和 設 備

設 計 施 工

衛 生 設 備

電 気 ・空 調 ・給 排 水 ・衛 生 設 備 ・設 計 施 工

00 大阪電気暖房株式会社

取締役社長 菅 谷 知 己

本 庖 大 阪 市 西 区 江 戸 棚 1 - 6 0  電話 ( 441) 8231大代

支 庖 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡

営業所 札 眺 ・ 仙 台 金 沢 ・神 戸 ・ 広 島

出 帳 所 京 都 ・ 岡 山 ・ 高 松 ・ 熊 本 ・横 浜

新 潟 ' b ¥ " 山 ・ 福 井 ・ 笠 田

φ  
三建設備工業株ま奮社

大阪市都島区都島本通 4 - 10 - 30 電 話 ( 922) 625 1 ( 代)

東京都中央区日本橋械殻町 2 - 22 電 話 ( 667 )3431( 大代)

名 古 屋 ・ 仙 台 ・札 幌 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・横 浜

大阪支唐

本 社

支 社

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

。
三 発 空 調

社 大 阪 市 北 区 富 田 町 16 番 地 電 話 ( 363) 犬代表 1371

庖東京榔千代国区神田小川町 2丁目 l 番地 包括 ( 292) 代表7751

広 島 市 紙 鹿 町 1 丁 目 2 番 22号 包 括 ( 47) 代袈4535

福 岡 市 大 名 1 丁 目 8 番 12号 電 話 ( 76 ) 代表3795

出必所名古髭' b ¥" 山 ・神 戸 ・福 井 ・京 都 松 江

冷 暖 房 Y  名 将 サ y シ

給排ホ、術生水道 l l .  環 境 衛 生 方 包 設

電 気 1 =、荷 役 速 搬 機 械

厨 房 ， ， 化 学 鉱 山 機 械

= 幽 T 蛍 株 式 → - R' ! r ; 司: - r 1=

一一l ' 曙」園調号 会 社 ノ 、 開 x . ｾ＠ I 日

取 締 役 社 長 大 前 玉 男

取締役支庖長 樋 口 勝 栄

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番地 電 話 大 阪 (202) 代表3071

本 腐 東 京 日 比 谷 ー三倍ピ ル

支 底名古屋、視問、 札幌、広島、仙台、 富山

出 張 所側浜、金沢、商事問、高松

設 計 施 工

生
.，. 

;;n， 

水 ・衛

房・ 換

排

冷

給

暖

1式会社

本

支

大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・電 話 大 阪372局7l 51( 代 )

京都市東山区大和大路正面上ル 電 話 京 都561局4945( 代)

神 戸 市 生 回 区 下 山 手 通 六 ノ ー ・電話神戸34局 5 8  9  2  

式

社

株

会

社

A 、

Z ミ業 株 式工賀須

ＱＺｾＭ 来一向日 ・空 気筒 和 ｚ 宣 備・ 給排 水衛生 設 備・ 塗装設備

・蒸 気噴 射式 冷 濠 機/ 設 計 ・製 作 ・ 施 工

建材社

株式

会 社哲三} 苫ミー
衛 生 設 備空 気 調 和

本社 ・東京支底= 東京都中央区銀座 6 - 6 - 7 ⑨ (572)7411 代

大 阪 支 庖 = 大 阪 市 北 区 中 之 島 2 - 2 2 ⑥ (203)3721 代

名古屋支庄= 名古屋市中区錦 2 - 2 - 1 3 ⑧ (211) 1535 代

出張所= 札 帆 ・仙 台 ・盟 国 ・金 沢 ・神 戸

広 島 ・松 山・福 岡 ・パ ン コ y ク

電 話 441- 5171大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 丁目 1 4  

⑧ 
盾 一 東 京 ・大 阪 ・ 名 古 屋 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・ 福 岡

出張所一北九州

支

営業所 一 広 島

冷 凍 冷 蔵地 盤 凍 結空 気 調 和

諸 掃 海 機 楠 葉 量 柱

山

一

一

山

劃

汁

山

番

幸

四

号

惜

官

官

号

べ

川

崎

番

2

番

7

制

寸

刊
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い
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J
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唱
。
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U

3

階

川

南

3

町

は

次

段

)

一

屋

U

川町

一

九

階

問

瓦

一

円

四

川

い

い

-

-

P

V

1

E

J

3

 

区

J

ω

t

ピ

0

〆

:

「

(

南

七

阪

干

峨

同

市

十

大

都

付

耳

阪

ト

穏

京

務

大

わ

電

東

社

所

業

山

F

U

由

吉

小東

本

水辺・ 1箭生・暖冷房 ・其他管工事

設 計 並 施 工

( 旧斎11. 久孝事 務 所)

斎 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 常 安 町 1 1 番 地

電 話 大 阪 ( 443) 5  0  4  1  - 5 番

東京本社 東京都千代印区大手田T 2 の 8 番地( 日本ピ Jレ)

司! 11舌 東 京 ( 270) 7  4  1  1 昏 ( 代 表 )

ヰ凶見常業所 Ｎｦｾｊｯｉ市南大 ｩ 岨凶 Ｔ ＢＱＢ目 ｬ ヰ 凶見 ｪ Ｑ￮銀ピ ｊ レ '，U，I，' ;  Ｇ Ｎｦｌｾｊｯｉ＠ ｾＺＮＷＺＮＶ＠

都議謀議行1J 17311h勺 号 I J Y; E謀議先行1 2

品位出帰所 高 位 『打 2  lI'i r  9  '，U，I占 仙 総 唱T!i 195

ｉｾｊ 山出 張所 ｉｾｊ＠ 111  Ifr 大( J ¥ 3  8  0 の l ・U，I/; ｉｾｊ 山ぬ［＾Ｔ ＸＶ

⑧ 

温 湿 度 調 整 装置 、 暖 房

冷 房 、 水 道 、 搬 送 機 設 備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 i:I El3 11汀 3 0  1包 括 ( 364 ) 6  6  6  1  ( 代)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 3- 3 - 1(新東京ピル)

m 附 ( 211 ) 8  5  1  1 ・ 8 5  6  1  ( 代)

flli 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

f (I 11舌 ( 21 ) 4  4  9  1  

名 古 摩 市 東 区 東 門 前 田T 3  - 6  

m 骨吊 ( 971 )  3  6  2  1  

仙 台 支 l宵

創 業 暖 冷 房 ・ 換 気 ・温 湿 度 空 気 飼 和 設 計

大 正 二 年 病 院 諸 設 備 ・給 排 水 衛 生 ・水 族 館 設 備 施 工

22 斎 藤 省 三 商 庖

東 京 腐 東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 2 の 2 1L ピJレ6 7 6 号

電話 212(代 )3751

大同ピル 6 1  6 号

電話 443代 3361

札 幌 庖 札映市北十条西 1 8 丁目 3 6 番 地 電 話 61(代)4371

名 古 屋 唐 名古屋市中区栄 3 の5 番 2 9 号 千 代 田 ピル 5 1  4 号

電話 261 (代 :ω41

京 都 庖 京都市南区西九条春日町 4 8 番 地 電 話 68l (代) 1781

大 阪 庫 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 l の l

名古屋支府
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平' " 互業株式会社@  

空 開 設 備 の 頁

設 計 ・施 工

宇土本

阪 市 西 区 江 戸 桝 j凪2 の 2T E L  (4 41)附 1994 . ( 443 )  f代) 0331

空気調和 ・恒 1昆恒湿 ・冷凍 ・冷蔵

給排水衛生設備 設 計 施 工

暖 ・冷房 ・空 気温湿度調整装置

設 計 施 工

寄

@不ニ然学工業締ま舎紅

ユM

ｾ＠
妻挽ｦｩｾ＠高回

大 阪 市 南 区 順 鹿 町 2 - 5  0  電話 261 - 2436({ 1:l 

東京都大問区西馬込 1 ー2 - 1  電話 773- 1231附

銀座 ・ 浜松 ・京 都1 ・神戸 ・稲岡

本 庖

東京支庖

営 業 所

大 阪 市 北 区 梅 田 8 番 地 ( 新阪急ビル 8 階)

電 話 大 阪 ( 312) 4  5  2  1  ( 代表)

東 京 都 千 代 田 区 神 悶 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

大阪支庖

社本

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

c' i UU.  空気調和装置 各極冷凍機

設 計 ・製 作 ・純 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖
社
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話

鯖

氾

従

電

電

2

2

附

川

6

1

2

5

ド

目

的

l

ル

目

T

h

~

ビ

丁

l

E

3

ク

7

自

主

目

一

過

日

水

丁

ピ

狭

肝

区

2

坂

長

京

す

坂

赤

北

区

川

赤

区

西

和

昭

同

市

屋

m

m

阪

古

京

戸

大

名

東

神

A

Q

一

A
式株業工回山

本社

支庖

出張所

大 阪 市 北 区 堂 品 浜 通 l ー 2 5  (新大ピル)

電 話 大 阪 (344) 1  5  1  2  (大 代 )

東 京 都 中 央 区 日 本 締 本 石 町 4 ー 2 ( 三井第二別館 )

東 京 ・ 名 古 屋 出 張 所 九 州

崎 玉 県 北 足 立 郡 ・ * 京 郎 足 立 区

叫

札

庖

州

場

本

支

工

空 気 調 和 装 置 ・ 冷 暖 房 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン ・ヒ ー タ ー ・ク ー ラ ー

スチール・アルミ ・サ ッシ・ ドア ・シャ ッター

設 計 ・製 作 ・施 工

銅 機 株 式 会 社

大阪市東区高E軍縮 5 - 4 5  ( 興銀ピル別館)

地 大 阪 代 ( 202) 7  7  4  5 番

東 京 都 北 区 神 谷 3 の 1 0 の 8

電 東 京 代 ( 901) 3  1  9  1 恭

東京高11治 区 西 麻 布 4 - 15- 23( 第 5 興 和 ピ ル )

電 東 京 代 ( 409) 0  1  5  1 番

屋 . 仙 台

く m哩型里コ 空 気 調 和 設 備

宅計施工

換気・除塵設備関

理 研

大 阪 支 庖

東 洋 梨 工 業 織 式 会 祉 大 阪 安 庖

本 社 工 渇

T  E  L  ( 443)  8  0  7  1  

T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

大 阪 市 西 区 京 町 場 4 丁 目

本 社 東京都中央区京橋 2 丁目 9

支 唐 名 古 屋 ・福 岡

空調事業部

古名庖支

2舎町震居崩事

圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃園側 ｆ 司ＺｾＺｾ I 司: 置

ー1=. .  ・......
，固...... 東洋キャリ ア工業( 株) 製品販売底 ・特 約工事 庖

!∞1日本冷熱工産株式会社

ｾ＠ 本社亙大阪営業所主叡富市宮明1L1句J1I ｴＺＩｾ Ｉ＠

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式

代 表 取 締 役 市 川 繁 雄

京 都 市 南 区 西 九 条 盟 国 町 2 0 番 地 の 1

電 慨 (681 ) 5  1  0  1  - 5  夜 間 専 用 ( 691 ) 1045 

大 阪 市 北 区 天 I抑制官筋 1 - 37(天満紙北総)

1rt 1lfi  ( 352)  3  5  0  1  - 3  

四 日 市 市 浜 凹 西 末 広 町 電 話 ⑬7431 - 3  

大 法 市 打 出 浜 13 - 15 電話 0775 ⑫ 9 7 3  8  

添 市 栄 町 2 - 1  1  1  電話③ 3 6  1  0  

Ciifii ;G> 

冷房・暖房・温湿度調整装置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 北 同 心 開J 1 丁 目 5 7  

電 話 ( 351) ( 代表) 2  8  0  8  

東 京 都 文 京 区 本 郷 1 丁 目 1 2  - 5  

電 話 (814) ( 代表) 5  1  5  1  

支庖出張所 名古屋 ・福岡 ・札幌・仙台・高松・広島

会 社⑨ 

宇土

大 阪 営 業 所

本

四日市営換所

大 湾 出 張 所

津 営 業 所

エ レ ベ ー タ ・ リ フ ト ・カーリフト

製 作給 ・排水・衛生・消火 -暖 冷 房 設 備

お顎西原衛生工業所大阪底

長 尾 正 大

本 社 大阪市大淀区天神橋筋六 (天六阪急ビル) ( 35 1) 4927代

大 阪 営 業 所 ( 351)  4927代 サービス事業所 ( 328)  0364("t 

東 京 営 業 所 ( 822) 0995代 工 渇 ( 328) 0363("t 

電 話 大 阪 ( 458) 3531 番

有11 ・ 福 岡

大阪市大淀区中; 位南辿4丁目 11

出 張 所 = 京
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各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

浅 海 電 気 株 式 会

取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 北 区 老 松 町 1 丁 目 2 2  

電 話 大 阪 (362) 8  7  0  1  

東 京 都 新 宿 区 戸 塚 1 - 9  5  - 7  

電 話 (200) 5  9  1  1 代 表

名 古 屋 ・ 札 帆 ・ 福 岡

旭 川 ・ 横 浜 ・ 浜 松 ・ 姫 路 ・ 高 松

電 気 設 備 の 頁

設計施工電 気 設 備 ⑤

気 株 社

代表取締役 山 本 博 三

大 阪 市 北 区 中 之 島 3 の 3 朝日ピルディング

T E L 代 表 (448) 1  3  6  1  

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 り 4 の 8

T E L 代 表 (448) 1  3  6  1  

京 都 市 右 京 区 西 京 極 郡 三 反 田町 1 1 の 5

T E L  代 表 (311) 1  1  8  5  

A

S

A

 

式電陽

キ土

営 業 所

朝

本

社

社

庖

所業

支

営

本

東京支社

営 業 所

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

支 社 長 姉 川 正 男

大阪市東区 ｴｾ 飽僑五丁目 二 八 ￮ｬ Ｇｩｊ也 m活大阪 (202)0325- 9番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 地 5 号

支 社 札 幌 仙 台 ・:l L / 内 ・名 古 屋 ・稲 岡

出 猿 所 旭 川 ・ 白 河 ・ 椴 浜 . If1 > 岡 jJ _' 山

社

電 気 工 事 設 計 施 工

工 事 株 式

取 締 役 会 長 西 村 庄 市

取 締 役 社 長 小 林 四 郎

社 大 阪 市 街 島 区 上 稲 Iゐ北 1 - 2  

T  E  L  (06)  452- 1  1  5  1  ( 代)

大 阪 市 此 花 区 恩 t1t 南 之 町 7 3  

T  E  L  (06)  462- 1  3  0  1  (代 )

A

S

A

 

藤工太 陽

本

電力工事本部

設計 - 施工

A

A

一

A

司'

電 気 工 事電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

社

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 rn b在来 l孟 ! f 江 東 之 町 三 f f l - fL

'0'日 ぷ 大 阪 (931) (¥:: U  7  3  4  1  - 5  

0 3 8 8 ' 2 1 9 3  

大阪市b/ ( ! l ! 医野江東之田r :  ffl  ・4 ・世 Ｎ Ａ Ｎｦｪ 大阪 Ｈ州ＱＩ ＷＨｘｾＱ

fF良県御所市御同i曲り: l 6  0  ・也!. fj 御所 2J 2607 ・4おリ

式株
と
一
川

理 島

弔本中

本

社

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1 6 番 地 ( 来 阪 急 ビ ル )

電 話 大 阪 (313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 底 東 京 ・名 古 屋 ・舞 鶴 ・大阪南・神戸・広島 ・九 州

A

Q

一
品式

+  

央信

株

原

業

栗

エ

取締役社長

原栗6逮

資 材 倉 庫

奈良営鍵所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工 ・ 制 御 盤 製 作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 柏 里 町 1 丁 目 1 1  0 番 地

電 話 大 阪 (472) 代 表 1 1 0 1 - 7

京都品川区西五反田 6丁目 25番 11号( 福島ピル)

電 話 東 京 (491)1746 (492) 0182 ・0350

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 町 2 3 番 地

電 話 小 倉 (56) 5  6  6  5 ・ 5 8  1  8  

馬 ・ 千 葉 ・ 和 歌 山 ・ 名 古 屋

工施

血

〈

敏

E

す

t

品

又事工

程

一

川電

社

I苫

本

支

社

代 表 取 締 役 林

大 阪 市 北 区制 i 笠岡r 5  0  (堂 ピ ル 7 階)

2自 治 ⑮ 3 6  7  1  (代)

東 京 都l 中 央 区 日 本 矯 箱 崎 町 3 丁目 2 Is:地

電 Jii ⑪ 1 4  7  8  ( 代)

川 崎 ・ Ｔ 目絞原 Ｎ ･ｹ Ｎｾ ｜ｾ 山

夫

株 式 会 社

4土本

営 業 所

庖支
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軒
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明

日
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骨

園

首

長
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内

い

区

民

W

叱

向

い

甥

E

E
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M

m

4

4

話

内

話

市

話

市

占

玉

締

市

L

V

屋

町

-

-

捌

匂

割

電

電

戸

同

時

阪

京

古

三

大

東

名

電 気 工 事 設 計 施 エ

キ 富 士 電 業 株 式 会 社

社

電 気 ・暖 冷 房 ・空 間 工 事設 計施 工

ｾ＠
』と

lや111 取締役社長

社

事土

本

支

大 阪 市 凶 区 北 刷i . l 1:: )位 1 T  H  6  5  

電 話 大 阪 (541 ) 0564- 7 ・7148- 9  

東 京 ・名 古 出 ・山 市 . tM 問

社ｾ＠
営業所

営業所
市神出張所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商

山 本 永 造

阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5  I s: 地

電 話 大 阪 (364) 代 3 0  5  6  

東京部港区新編 5 - 3 4 - 6  相馬ピル 5階

電 話 東 京 (434) 3848 ・(431) 8435 

大阪市・札幌 ・名古屋 . 1i LJ 11 di ・松山・徳山

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取 締 役 会 長 今 村 騰

取締役社長 立 石 行 男

大 阪 市 北 区 得 ケ 枝 町 5 6 番 地

電 話 大 阪 大代表 (312) 8  8  8  1  

東 京 ・ 名 古 屋 ・ 四 日 市 ・神 戸 ・和 歌 山

松 山 ・ 京 都 ・草 津 ・訪 問 ・水 島 ・福岡

A

Q

一

A

社

電 気工 事 ・言十装工事 ・設計 施 工

取締1支社長

社 大

東 京 支 1;!i

本本土本

所
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宿

所
業

支
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ト弓 1 ・ヒューム宅

ベン手し，- 9-- ミンたjレ

ク繰式会社

主 宰 商 曾

建 材 ・ そ の 他 の 頁

⑩ 

特 許 申 請 中 ・ 完 全 滑 止 タ イ ル

サ ン エ ス

5 5 5  タイル新発売

( カタ ログ進呈)
Board &Slate Standard 

⑪互主J 1PR業息磨

ボ
I'y 

酸

淘器、

セトモノのデパート

z t R f X需 照61- 2  

両す

. 内 念 車 内 ゴ ー レ ッ ク ス 防 水

・ 化 粧 壁 材 ソ リ ジ ッ ト ス タ イ ン 吹 付

. 樹 指 砂 壁 エ パ ー サ ン ド 吹 付

. 樹 脂 蛭 石 ヱ パ テ ッ ク ス 吹 付

本社営業所・ 大阪市東住吉区駒川町 3 - 54  電話 (702)代7814- 6  

特約代理唐・ 東 京 ・名 古 屋 ・金 沢 ・ 広 島 ・今 治 ・福 岡

F UT ABAY A DE CORAT ORS .  LTD.  

建 築 物 ・船 舶 等 の 造 作 工 事 及 び

室 内 装 飾工 事 の 設 計 施 工

建 具、 パ ネ ル 、 家 具 、 各 種 木 工 品 の 製 作

内外装飾織物、: 容掛、敷物、壁紙類ープ

⑨ 二 葉 屋 装 備 工 業 株式会社

各 種 l汗胃I ¥

ガラス製品卸問屋 ι ) # )

源八矯セトモノ百貨庖をご利用下さい 。又../

思 吉 田 芳 雄 商 庄 日

.  

(創業大正 7 年 )庖

大 阪 支 庖

商石理大橋矢

事ｾ式

会 社

大 阪 市 東 区 日 臨 析 二丁 目 九 野 村 ビ ル五階

電 話 大 阪 ( 2 0 2 ) 4 Q 0 5  

取締役社長 若 林 繁 吉

大阪市大淀区本庄川崎町 2 の 6

電話 ・大阪 ( 371) 3321- 3・3630

大阪府知'1'控訟登録

( る) 第 I 6  2  I  6号

1J 大 阪 市 北 医 堂 lゐ 北 町 1 6  T E L  (345)9055(代表)

本 町 営 業 所 大 阪 市 東 院 本 町← 27御 堂 ビ ル T E L (252)  3  9  0  6  

償垢1' ， 点 業 所 大 阪 市 京 区 償 制 2 - 3  6  T E L  (202)  5  2  6  0  

瓦

ル
イ

円

仏

タ
F

A

 

，

勾

E

U

大

大

瓦

ルノ

汁

用

タ

屋

矧

杏

変

数

時

寺

時

社

内

京都市東区山今熊野大仏池佃町 9 町 9

守' rJ ，lif 主多京町 1 丁目 23アマ F ピル

名 古 屋 市 守 山 区 大 字 小 幡 山 脇27

ll;: Jii:r. s渋 谷 区 上 原 1 了 目 2 9の 4

京 都 清 水 山 城 ・ 瀬 戸

本 社

大 阪 営 機 所

名 古 屋 営 機 所

東 京 営 練 所

工 場

ナニワ媛匂12五
3 寸緩句最適軽量* - 止付( 空葺) 瓦

女 4 高 木 浸 入 剥 落 防 止

ド耐震軽量

E 瓦

i 抹

塁玄

室 本土
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建 材 の 頁

発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有 防 煙 火 防 災 防 盗

近代建築の要求する

さ吾n .

E 又 言f

製

当廷

イ乍

施

特 許

工

-・・・

鈴 木 式 防 煙 火 シ ャ ッ タ ー ・ リ ン グ グ リ ル ⑪ シ ャ ッ タ ー ・

ス テ ン レ ス シ ャ ッ タ ー ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ャ ッ タ ー ・

40 ・ ピ ー ア ッフ' < I D シャッター ・汎 用 シ ャ ッ タ ー

そ の 他 特 殊 シ ャ ッ タ ー の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 盤

ス チ ー ル
サ ツ コノ • ド ア ー

J 7 ) レミ

カ ー テ ン ウ オ ー ル

シヤ
、y

タ ー

• ド ア ー ハ ン ガ ー

15TKミ

套22 三 高 製 作 所

川、 f 実 武

t 1 t 館 大 阪 ( 499) 8  1  5  1 代 表

ステンレス・アルミニウム

防 火 シ ャ"，q -

11¥俣シャEγ9- 工業椋式会社大阪支庖

大 阪 支 唐

本 社 工場

大 阪 市 北 区 若 松 町 30

東京都北区国立湖町1138

ｅ 誼 ｚ 孟 Ｎｾ＿￁ＧｾＪｉ ヨ
ブ ル ー フ テ ッ ク ス 防 水 工 事 は ゴ ム 質 エ マ ぶ ジ ョ ン に ポ

ル ト ラ ン ド セ メ ン ト を 浪 人 し 糊 状 と な し こ れ に 強 靭

な 合 成 繊 維 の 網 状 ル ー 7 イ ン グ を 数 層 張 り 合 わ せ

J 方 水 層 を 形 成 す る も の で 極 め て 合 理 的 に も っ と

も 簡 易 に 防 水 工 事 が 出 来 る 方 法 で あ り ま す 。

下 地 モ ル タ ル

保護モルタル

コカレーフテックス4 回

ブルーフテックス3回

ビニロ ンク ロース

カレーフテックス 2回

つカレーフテックス l 回

耐酸工事・防水工事専門庖

耐酸化学工業株式会社

《特 長》

1  ) 防 水 性 が 優 秀

2  )接 着 力 が 強 大

3 ) 火 気 を 要 し な い

4 )耐 摩 耗 性

5 ) 物 理 的 強 度 優 秀

大阪市北区高垣町80番地

電話大阪 (06)361 ・0178代
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建 材 の 頁

腐らないそして燃えない

64 

法定不燃材 829号

ケミカラーオーシマメタル

屋根材、壁材・谷樋棟包水切に

新しい型の

ひふくてっぱん

スタンダードメタルの大島応用化学 東大阪市新庄 ( 782) 4171代

d二=tgema

送 風 機

株 式 会 社 谷 山 銭 工 所

営 業 品 目

. L A F 形 リ ミッ トロ ー ド送 風 機

・V A F 形 可 変 式 軸 流 送 風 機

・S A F 形 ス ト リ ー ム ラ イ ン 送 風 機

・C A F形 遠 心 式 静 音 軸 流 送 風 機

( 持 言午)

本 社 工 場 / 大 阪 市 城 東 区 里 子 江 東 之町 二 丁 目 一 番地

電 話 大 阪 (931 ) 代 7 8 0 3 - 9

東 京 出 張 所 / 東 京 都 文 京 区湯 島 四 丁 目 六 番 十 七 号

東 京 ( 814) 6  6  5  1  - 3  

豊かな経験と

最 新 の 技 術・・.

東洋シャッター株式会社

本 社 大阪市東区谷町 5 - 30 新野村ビル T E  L  (762)5861代

本 社 東京 (543) 2281 ・名古屋 (331) 6171 ・大阪 ( 352) 4571 

営 業 所 横 浜 ・滋 賀 ・京 都 ・神 戸 ・福 岡 ・他 全 国 主 要 都 市

-.  

-
d  



建 材 の 頁

漆

差

支

な

し

ド

ロ

マ

イ

ド

プ

ラ

ス

タ

ー

セ

メ

ン

ト

モ

ル

タ

ル

下

地

落

ち

な

い

塗

り

良

・
〈

塗

面

が

強

〈

北

小

ド

い

仙

沼

/

¥

(

特

長

)

全国有名建材庖又は当社へ

@  

発 新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

号F 大 阪 市 住 吉 区 粉 浜 本 町 4

元 ( 株 ) 九 州 新 興 建 材 工 業 所

-

十

'

晶

C

・

・

す

‘

ぜ

か

・

.

新

い

す

ジ

・

四

香

・

・

七

{

玉

・

・

伯

卸

紡

帆

・

・

王

座

・

書 室 新 塗 料

老健J る

繊 維 塗 料 の

レレ3

ソレ Ｇｊｾ

q ィz，z，

コート
( 特長)

塗吹f呆防

-

耐

ア

ル

カ

リ

而す摘す

イ寸

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

大 阪 市 西 区 南 堀 江 通 6 丁目 39番 地 T E L 大 阪 (538) 2951 - 5・( 541 ) 5757- 9  

営 業 所 東 京 ・ 高 槻 ・ 明 石 ・ 姫 路 ・ 四 国 ・ 中 国

イ寸i星音水火

白

コニ

オリエンタルメタル ( O. P. M)

オリエンタルスーパーメタル ( S . P . M)

オリエンタルカラードメタル ( C. P . M)

カラースーパーオリエンタルメタル ( C . S . P . M)

任 施責由自色 彩尺 物長

種

c  

ロロ

女 然 え な い

わ れ な い

傍 ら な い
W ジ ャ ン ボ 波

平 板 ・ 波 板 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 昔 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

通 風 器 ・ 排 気 ダ ク ト ・ モ ニ タ ー

ボ ッ ク ス t皮V ilJi. S 大 波S 小 波波 板 規 格

途用

t  

オリ工! J 'j ｊｾ＠ s  J j ル製造株式会祖

大 阪 ( 412 ) 5131代 表

蕨 ( 42 ) 3115- 8  

大 阪 ( 488) 1081代 表

八 幡 ( 69) 2831 - 4  

名 古 屋 ( 581 ) 2781 - 4

' i l l百舌

電 話

i 包 括

m昔舌

mit舌

兵 川1 ! 1 ユ尼崎市昭和南通り 3 - 26校 本 ビ ル

埼 玉 県 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号

兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 4 4  

福 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 町 頃 末

名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 町1の 24第 2 中経ピノレ

埠之 宇土

東 京 支 社 及 工 場

大 阪 支 社 及 工 場

九 州 支 I吉 及 工 場

名 古 屋 支1苫 及 工 場

カ タ ロ グ 御 請 求 下 さ い 。

65 



建 材 の 頁

コンクリート用モ ル タ ル ・

防 水 剤

ヰマノーノレ防水舟j は セ メ ン ト の 加 水 分 解 生 成 物 で あ る 水 酸化 石 灰 と 化 学 的 に 結

合 し 、 硬 化 機 構 を 妨 げ る こ と な く セ メ ン ト 粒 子 に 按 水 性 を 与 え て 毛 細 管 の 表

面 張 力 を 低 下 さ せ 、 吸 水 性 を 減 少 さ せ ま す。

の 空 気 を 連 行 し 、 気 孔 を 閉 塞 す る こ と な く セ メ ン ト ・プ
本 A E 効 果 に よ り 適

ラ ス タ ー 及 ぴ 砂 の 粒 子 に 対 し 分 散 性 を 与 え ワ ー カ ビ リ テ ィ ー を 向 上 さ せ ま す 。

レ イ タ ン ス の 発 生 を 防 止 し ま す 。ま た 特 有 な 粘 苛 | 主 に よ っ て 材 料 分 離 、

申セ メ ン ト と 結 合 し た 生 成 物 は 永 久 不 変 質 の 物 質 で 、 水 や 空 気 中 の 塩 類 、 酸 類

て構造物の耐久性を高め、その防水 ・ 防 ｲｾ 効力は 恒久 的です 。

その他マノール製品

急 結 剤 ・ 接 着 剤 ・ 剥 離 剤 ・ 早 強 剤 ・ 防 凍 剤

Z : Z: : l - I - (セ メ ン ト 起 制11). S ' P: ' ，・ι 懇Z F )

ト 混 手IJ 剤 ・ 助 材 綜 合 メ ー カ

223由 脂41 : 工事主

東 京 都 品 川 区 大 井 1 ー 15- 1  倉 東 京 (774)  4111代 表

セ メ ン ト の 中 性 化 を 防 ぎ 、 鋼 材 、 木 材 等 の 腐 蝕 ・l腐 朽 を 防 止 しも 作 用 せ ず 、

メセ

( 21 ) 5 ] 8 9  

(  34 )  7  1  1  1  

(  24 )  0  2  1  3  

(971)  4  7  6  5  

浦

烏

問

販

七

福

盛

大

官

官

官

倉

茨 城 県 上 浦 市 大 町 1 2 1 3  

福 ぬ 県 福 山 市 下 型 f 寺 字 遠 原

主岩手県盛岡市南大通 3 ー 12- 5 0

大| 仮 di 京 成 区 束 中 本 2 - 17- 26  

関 東 営 業 所

東 北 営 業 所

盛 伺 営 業 所

大 阪 営 業 所

ご一報次第

カタログ進呈 します

特 許 セ メ ン ト 分 散 剤

コ ン ク リ ー ト 減 水 剤

・リグコ .，，/ 

- 耐 火 ・ 防 水 外 見 板

S P ボ ー ド 代 理 庖

建 設 大 臣 認 定

・三段ブロック

a・
- 日 本 鋼 管

其 の 他 コ ン ク リ ー ト 二 次 製 品

- 宅 地 造 成 ・ 分 譲

N K プ レ ハ ブ 代 理 店

神 戸 大 学 土 木 工 学 部 長

田 中 茂 教 授

指 導

エスシール#31 - 高 弾 性 目 地 材

設 計 日建 設 計 工 務 株 式 会 社

現 在 二 団 地 設 計 中

エスシール#21 

神 戸 市 議 合 区 自 民 内 町 2 丁 目 8 8  { 存地

11!，J活0 7 8 代必 ( 2 3 ) 1 4 2 1 ・ 6 9  5  6  

東 京 営 業 所 11Hl i 03 ( 2 9 4 )  6 1 6 7  ・ 6  1  7  7  

福山出張所 Ｇ， ｉｌ ，［，ｾ＠ 0  8  4  9  ( 5  3 )  2  0  2  7  

- 防 水 材

ヰ土本

⑩ 神 戸 枝 料 株 式 計 主

リ グ ナ ー ル 製 造 発 売 元

YL-_-___  -_-_-.d..  "1I I I l 圃・ a 回・寓__________ - - - - - - - - _ _ _ -W" ] ・田圃冒・・ I__________--_______ _ _ _ . - = J ・・・・・・・・・・・・・ E 百 . .  ， 

，. . " " " . . ，・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・旬困 E・，--- ----------- -- ---- --- --- --- ----1
1  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・. . . . . . . . . . . . .. . . . . . ・・ a ・・・ 町

v  ・ ｡ ・・・ ｡ ・・・・・・・・・・・・・・・ ｲｷ Ｍ ｟ Ｍ ｟｟｟｟｟｟｟｟｟｟ Ｍ ｟ ｟｟｟ｬ ・・・・ ｡ ・・・・・・・ｾＭＭ _  ----- -J・・ a・・・・ E・・ a
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蟻の集団誠実 勤勉山ア

事 ぬγ 事 ベプ

f ぞ戸 建γ 事 件 ｾ＠

技術の結晶 ｚ ニ見］回東Ｍｾ施工体制の確立 ｆ コニＮ￱［ＮＮ高精度パネルＧＱＱＧＮトー全国的販売組織＿ＺｉニＮ￱［ＮＮ
K = 0. 86Kcal /m

2
h

O

c鹿且ーヲイト耐火60分 1021 号白砂ト忌曲げ破壊荷重500k gKC“ 事跡全国的販売組織

Z ニ. n; . . *ード L = 0. 034Kcal /mh

O

c ベニ克忌バイオニヤ京ーヲイトセメントペース

ー ・トによる特殊接着K C l i 事肺K= 2. 4 東パキスタン地下ド間仕切拘，. . . . . 孟品ーーー函孟ヨニ. n; . . オ・

ートメーションシステム1 ニ. n ; . . 京放送が沈黙 ;こよる特殊接噌麗量開園圃圃圃園壌荷重500k

ｧ 車仕切ト耐火 ＳＰ 分 ＰＰＲＷ ・ ＰＰＲＸ 号 Ｑ 政府軍拠点を制圧河ト ｌ ］ ＰＰＹ Ｑ 醤幽圃・ ｉｉｉ ｾ ， ｋ r 1 '  ＿ＮＮＺｾ＠
ｋ｣｡ｬ Ｏ ｭ Ｒ ｨ ，ｾ＠ "!:. ｾ＠ I  -%r' " 1. 1 ，....1ー躍・ テムK C l i 事叫臨園田薗圃・置・圃畢・フ口ンテア

' 11' . 持L ほうれん草以外は ---=11 ニューデリー 4 月 2 日発 55号・ 99号F 翠 彊 密 費 量園 田 佐 乾 式 構i

"  

宣車D-i ti . 安全 = 0. 034Kcal /mh

O

c i t Dーヲイト施工体制。揮官翻幽 画面圃圃41Kcal /m
2

イc
ベニ涜 多摩 カドミウム汚染地. 野型車日士事f λ E 1 y l トKα 畑 町帥 語 圏. .  E

間仕切削l

ル 遮 音 ; 区の野菜
主主Z吹きを刷砂防全EE

竪 強 御 曹理 士ド高精度パネル姐ーヲ'

rト内壁ハ Iホ，1，. 工期大巾短縮 K C I ，事，. ，施工馳蝿め檀重苦1'. 1- ; " 耐火30分0027. 002

Ｘ 号 ｚ ニＮ￱［ＢＪＭｾフロンテアスピリットベニＮ￱［ＮＮ乾式構造向島晶 樹高Ｆふ メーションシステム東日・
蝿- . - : : 曲け破壊荷重500kg京回目ヲ何時防火

55号・ 99号z ニ. n; . . . 場E蟻議論議荷重500kg?: I ニ. n; " L=

0. 097Kcal /mh

O

cホロ-iti-.-:: 乾式構造' 1 1 ，. 1 - ; " 技術の結品川開 制 益 事ントペーストによる特殊

妾着車ローヲイト K= 0. 86Kcal /m

2

h

O

c ?: I ニ. n; . . 耐火60分 102話量趨園調鵬竃蹴こ期大巾短縮 K C l i 事跡間

仕切 ｚ ニ克［ＮＮＪＭｾ内壁 ｋｃｬｩ 事跡 ｌ ］ ｏＮ 034Kcal /mh

o

c  i I ¥G盛聾唖密部署遍掴ヲイト遮音35db?: I ニ. n; . .

K = 2.  41 ｋ｣｡ｬ Ｏ ｭ Ｒ ｨ ｯ ｣ｾ 駐日ーヲイト内壁 ｚ ニＮ￱［ＢＪＭｾ耐Ｚ 担｀窺圃甑鴎鍛爵層圏 ｩｉＺＮ￱ ［Ｂｌ ］ ＰＮＰＳＴｋ｣｡ｬ Ｏ ｭｨ
ｏ

｣
K C I ，事跡工期大巾短縮向ホヲ--(1.. 怖は全国的販売組織廟轟験電車麗罷欝3fEヨションシステム嵐ーヲイト3

Ｔ 壁京日ー車Ｍｾフ口ンテアスピリットベニ苅 忌 ｦ ぽ守容認噌 蹟掴 冨贋翻髄臆盟 齢制の確立ＧＱＱＧＮトー野地＿ｾ
司ニＮ￱［ＮＮ耐火 ｾＶ ｩＱ 忌…ぺ 品￠ｉｉ ｡ ､Ｍ Ｎ ｩｪ 話回珂画面 灘 侍 曹幅 ｾ通園田磁醸酒盛 ｉ ｣ ＮｬＮニＮ￱［ＮＮ京Ｍｾフ口ンテ Ｗ
7

スピリ 、ソトZ 臨 調 踏 峰 磁野 拘齢忌組閣闘幽通語糧事輔箇雌画面面圃 トペーストによる特殊接走

車ローヲイト防置置櫨歯菌監k ti 侃議轟翠璽圏堕誼騒値観置雄醤盤面画軍扇冨 α 神 仙 遮 音35db
ベニ. n

;'_-K 
= 2. 41 Kc. 圏麗副頭副・車両極通薗圃蝿冒頭瞳霞覆脳掴掴E圃圃圃園開阻F ヲイトオートメーションシ;

ステム ｚ ニ見 園田蝿瞳匝 ｅ 警 告 ぬ温盟国画壇麗樋磁覇軍調圃瞳圏ｾ 耐火 ＳＰ 分 ＰＰＲＷ ・ ＰＰＲＸ 号＿ＺｉニＮ￱［ＮＮ
全国的販売組編圃圃贋量部動・田守岡仲間仕切K C裾補暗鑑墨画野・ 二ヤ拘ホヲ--(1..1

ホ，Ｑ，Ｎセメントペー 者 撞 留軍ｾ唾靖蟻輝彊薗極覆歯 司 塵墨型盟臨盟ｲＭ 訓ホットパンツ流行］Ｎ￱ ［Ｂｋ ］ ＲＮＴ

1  ｋ｣｡ｬ Ｏ ｭ Ｒ ｨ ｯ ｣ｩｴｄＭ Ｎ 臨 醐 Ｐ ・幽臨画面温闘醐麟竃ｾ 結高 ａ 引ｾ 一回 1021 号 削 除 ー

・内壁Z ニ. n; . . 云ー圃臨盟国i 語極量富田! I d 薗臨画面j J : -

ＮＮｯｾ＠
.. 

o
宅政流行 見込 が早くも

...K= 0. 86Kcal
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h

O

c 拘ホヲイh.. 量密暫マ E 穣 型盟国圃E掴 . 園 圏 腫 壇ニ. n: : . 爆発的 見晶画撮Ｍｾフ口
ンテア窓口ー恵国ド. .  趨盤、 臨 棚 田 園猪幽 {園 側 暗 躍jOC

京日・ 哉11'. 1- ; " K  =  

O. 86Kcal /m
2
h
o

c  K C l i 事跡スピリット F コニ抗忌耐火60分 1021 号オートメーションシステム京日-iti
圃

ｾ＠ K = 2. 41 Kcal /m

2

h

o

c 鹿ローヲイト防火55号・ 99号自助トみ工期大巾短縮内木亨--(1. 1 ，ホ凡技術の結晶ベ

ニＮ￱［ＮＮＮ曲げ破壊荷重 ＵＰＰｫｧ ［ｬｦ ，ーヲイトパイオニヤ ｚ ニＮ￱［ＢＧＪＭｾ遮音 ＳＵ､｢ｬｬＧＮ トみ外壁 ｋｃｬｩ 事跡乾式
構造肉ホヲイh. . 本，I，.

L = O. 097Kcal /mh

o

c  ? : I ニ民忌間仕切京日-iti-'-:: 内壁嵐ーヲイト野地Z ニ. n: : - 京ーl

⑥由EI溢暴走抗議語i

名 古 屋 出 張 所 名 古 屋 市 中 区 丸 ノ内 3 ー 18 ー 12 (大奥ビル)

T  E  L  名古屋 (052)  9  6  1  - 5  9  4  0  

福 山 出 張 所 福 山 市 松 浜 町 l ー 1 - 4  (福山不動産ビル)

T  E  L 福 山 ( 0849) 2  3
ー 1 4 9 I  

本 社 ・ 工 場 尼 崎 市 下 坂 部 久 4 知 前 2 3 5

T  E  L  大阪 (06) 4  9  1  - 6  7  8  1  (代)

鈴 鹿 工 場 鈴 鹿 市 三 日 市 町 1 8  5  9  

T  E  L 鈴 鹿 (0593) 7  8  - 1  1  6  5  - 6  

東 京 営 業 所 東 京 都 台 東 区 駒 形 2 - 3 - 5 ( 駒形武蔵野ピル) よ 野 工 場 上 野 市 山 出 字 柏 ケ 坪 10 0 の|

T  E  L  東京 (03) 8  4  2  - 9  2  5  1  (代)
T  E  L  上野 (05952) 3 - 0  2  0  5 - 6  

- 資料ご希望の方は D 係までお申込みください 。
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建 材 の 頁

日本建築協会優良証明

J I S合格品

御一報次第型録並仕様書進呈

ウォータイト式防水工事代行庖

安 藤 工 事 T E L 福 岡 (28) 5207 

川添商店 T E L 鹿児島 (51) 0001 

大三工業 T E L高 松 (51 ) 6811 

伊東工業 T E L徳 島 (52) 6880 

豊 永建材 T E L広 島 (61) 6371 

東邦防水 T E L 札 幌 (82) 3133 

セメン卜硬化促進増強防水剤

ヲ. - qイトB雪

合成樹指系防水剤 スーパーウオータイト

合成ゴム系防水剤 ウオータイト K

合成ゴム系防水剤 ウオータイト U

( ポリウレタン系)

25 日本セメント防水剤製造所

大 阪 事 務 所 T E L大 阪 ( 941 ) 2 6 2 6 ・2 6 2 8

宝 塚 市 高 台 T E L 宝 塚 ( 86) 2  1  5  3  

名 古 屋 出 張 所 T E L 名 古 屋 ( 331) 1  5  3  1  

仙 台 出 張 所 T E L仙 台 ( 23) 0  7  2  1  

東 京 出 張 所 T E L東 京 ( 431 ) 8  6  4  8  

T A I P 工 法

にはハンマー不要です

く完全無音無振動既製杭工法〉

従 来 の 既 製 杭 を 利 用 し て 杭 打 施 工 時 の

振 動 ・騒 音 を 完 全 に 追 放 し ま し た .グ

・ 主 な 特 長

1. ネジ込力を杭れj I 込力に変えるので完全無振動無騒 714f です。

2. 恨 入 長 さ が 長 〈 安 定 し た 支 持 杭 が 脇 工 出 来 ま す。

3. ス ラ イ ム の 沈 杭 は あ り ま せ ん。

Ｔ 完全に支持府に岩指させるので大きな支持力が ｊｖ ｊＱ•
ｬ
ｮ ｬｊ 米 ま す。

5. 何 米 で も ヤ 卜 イ 杭 で 納 め ら れ 地 下 宅 の あ る 建 築 に 批 適 で す。

ｾ株式害事主鼠智工務開
・ 本 社 大 阪 市 東 皮 肉 聞 紙 2 の 20O' r， 1J 世新ビ J レ) T  E L 大 阪 (202)3233(代)

. 名 古 屋 支l苫 t'， ，'-I  hl  di '1.1 [.正針¥1 - 3 - 2 (鮒 産 ピ ル )

. 福 岡 支 底 悩| 崎市赤坂 1 ー 15- 33( 第 一 消 防 ビ ル )

・ 営 機 所 見t' ;，' Ｑｾ Ｑ＾ Ｑ 出 Ｑ ・ ￭ Ｚ￭山・ Ｑ ぶ ｊ 斗・熊本 ・ 鹿児 ｉ［ ，ｾ ・ 工 場 大 阪 才 " rl :;hl. 鹿 児Jゐ
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全く新しい床タイルです

ニ 星 ピサ ロンは、従来のビニールタイルとは製法

原料配合が全く違います。塩ピの他に最近開発さ

れ た新 しい共重合体の特殊樹脂を用いた画期的な

新 製 品 です 。軟質プレスタイプの床タイルに比 べ

仕 上 り 安 定 性 が よ く 、 カ レ ン ダ 一 方 式 の 流れ模 様

とは対照的な静止 した現代模棟。 ピサロンの持つ

エラスチックで高級な質感、すぐれた歩行感は、

床 タ イ ル の 新 し い 世 界 を 聞 き ま し た。

協 同 組 合 員 が責任をもって施工いたします

ニ星ピサロンは、材料だけの版売はいたしません。

武任施工の出来る協組品が人念な仕上げをします。

これからはピサロンの時代です

ニ星 ピ サ ロ ン の 新 しい色調、パターンは、現代の

インテリアデザインに要求される個性的な床造り

に は 欠 か せ ま せ ん。 東京浜松町の超高層世界貿易

センタービルの 4 F以上の各附通路、エレベーター

ホールにも、使用されております。ミ三星ピサロンと

はその模様がフランスの画家ピサロのタッチに似

ていることから、名付けられたものです 。

合

合

組

組

同

同

協

協

業

業

¥

/

事

事

コ

ロ

事

事

E

回

工

工

回

目

床

床

F

r

本

本

』

国

ナ

日

自

主

「

東

西

/

¥

t: g 日こs

女規 格 = 333. 3 X333. 3 X  2 弘 9 枚 / m'  

333 . 3  X333. 3 X 3
m

lm 9 枚 / m'  

女色 数 = 18色

食 (uti 絡 = 2 引 Ifl. 品 1，200円 / m'  (300m' 以上)

3  Ｇ弘， ｉ ｦｬＮ，ｾ，Ｇ， 1  ，800円 / m'  (300m' 以上)

小部民郡 ｉｊｾＧ 階段 ＴＰＥ 高製造 元= 田島応用化ヱ株式会社

東京/ 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 の 11

電話 ( 866)  6  1  0  1  

大阪/ 大 阪 市 西 区 京 町 堀 l の 7 4  

話 ( 441) 5  9  5  1  
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Ii i1:J= 

煤煙除去機ダッチャー

規格

.. 
4・

.. 

一

4

型 式

大 き さ m 煙 突 接 続 管 後 間 給 水 封F 出 吸 引 フ ァ ン

外 径 i I i さ 入 口 出 口
管 径 所要水量l i ! D1_ f !

オーバープロー管径 ドレーン BBζ管て))  f圭ーー 三 相 200V

DUT C HE R ー | 400 o  600 200 世 200 o  15A ( ) { B )  I  5  40A( i ) { B i '- 1  25A(  Ts) i  

DUT C HE R  2  I  450 世 655 250 世 250 o  15A ( ) ( B )  I  5  40A(  1  % B )  I  25A一( 1  B )  I  一 -

DUT C HE R  3  I  520 世 815 300 世 300 o  15A ( ) { B )  I  6  50A (  2  B )  I  32A (  1一J {B ) 一r- - -

DUT C HE R  4  I  575 o  920 350 o  350 o  15A ( ぜB ) 7  50A(  2  B )  32A (  J  Y. i 3' ) l  

DUT C HE R  - 5  700 世 999 400 o  400 o  15A ( ) ( B )  s  50A(  2  B )  32A(J'Y. B)  

DUT C HE R  - 200 400 o  2. 100 200 o  130 世 15A ( ) { B )  10 
32A( l  K126Bア) - |1500A7 2 B7  

400W 

'DUT C HE R- 350 700 世 I 2. 700 350 o  200 世 15A ( ￥B )  12 32A( 1  ｙＮ ｾ ｏａ Ｈ＠ 2 B)  400W x 2又 は 3

※ i主記 大 きさ のうち 高 きには支台を含んでおりません

総 発 売 元

製 造 元

※ 御使用状況に よ り多少の {j ;級 会 史を f ることがあります

本 社 東 京 都 品 川 区 東 五 反 田 2 の 8 の 7 電 話 東 京 (441 )2291 8  

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 牛 丸 町 5 5  東 洋 ヒ ル 電 信 大 阪 372 ) 0  4  8  1  

名 古 屋 営 雛 所 名 古 屋 市 昭 和 区 恵 方 町 2 8  電 話 名 古 屋 841 1 5874

福 岡 営 喋 所 福 岡 市 春 吉 3 丁 目 春 野 ヒ ル 電 話 福 岡 76 1  8  8  0  

修 善 寺 工 渇 静岡県図方郡修善寺町牧之郷沖の原 電話修善寺 72 0287 9  

. こ入会のお申込 は・社団法人 日本建築協会 干 541 大阪市東区北浜3 37 電話大阪( 06 )231 . 9648 ・9649 ・9640 振替口 座大阪39975番

定価 300円( 送料共)


